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わ
た
く
し
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は
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に
い
だ
か
れ
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高  
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、

ゆ
う 
だ
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あ
さ 
ま 
や
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こ
う 
げ
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ま
ち

 
軽  
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の
町
民
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す
。

か
る 
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ざ
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ち
ょ
う
み
ん

　

わ
た
く
し
た
ち
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国  
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観  
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の
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民
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ふ
さ
わ

こ
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さ
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し
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ぶ
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か
ん 
こ
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じ
ゅ
う
み
ん

し
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と
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へ
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立 
っ
て
、
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か
い 
て
き 
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や 

み 
ら
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て
ん 
ぼ
う 

た

　

こ
こ
に 
町  
民  
憲  
章 
を 
制  
定 
し
ま
す
。

ち
ょ
う 
み
ん 
け
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し
ょ
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せ
い 
て
い
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誇 
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清 
ら
か
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風  
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守 
り
つ
づ
け
ま
し
ょ
う

せ 
か
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ほ
こ 

き
よ 

か
ん 
き
ょ
う 

ふ
う 
ぞ
く 

ま
も

一　

す
べ
て
の 
来  
訪  
者 
に 
心 
あ
た
た
か
く 
接 
し
ま
し
ょ
う

ら
い 
ほ
う 
し
ゃ 

こ
こ
ろ 

せ
っ

一　

か
お
り 
高 
い 
伝  
統 
と 
文  
化 
を 
育 
て
あ
げ
ま
し
ょ
う

た
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で
ん 
と
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ぶ
ん 
か 

そ
だ

一　
 
緑 
ゆ
た
か
な 
高  
原 
の 
自  
然 
を 
愛 
し
ま
も
り
ま
し
ょ
う

み
ど
り 

こ
う 
げ
ん 

し 
ぜ
ん 

あ
い

一　
 
明 
る
い 
家  
庭 
と 
伸 
び
ゆ
く 
町 
を 
築 
き
あ
げ
ま
し
ょ
う

あ
か 

か 
て
い 

の 

ま
ち 

き
ず

（
町
制
施
行
五
十
周
年
記
念
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昭
和
四
十
八
年
八
月
一
日
制
定
）

軽井沢町民憲章
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ボ

ラン
ティア広場

　　ポーツを一緒に楽しむ・大会やチャリティーイベント
のお手伝いをする・資料の発送作業など事務局のサポート
をするなど、ボランティアの形はさまざまです。自分にで
きる事を、自分にできる範囲で行うボランティアを通して
アスリートと一緒にＳＯを盛り上げていきたいですね！

ス

スペシャルオリンピ
ックス

公益社団法人
スペシャルオ

リンピックス
日本長野

ア
ス
リ
ー
ト
を

募
集
し
て
い
ま
す
！

ア
ス
リ
ー
ト
を

募
集
し
て
い
ま
す
！ 【

ス
ポ
ー
ツ
の
種
類
】　
ゴ
ル
フ

フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
・
テ
ニ
ス

陸
上
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
ス
キ
ー

ス
ケ
ー
ト
・
ス
ノ
ー
シ
ュ
―

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
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編
集
後
記

　

　

今
回
は
、
広
報
広
聴
常
任
委

員
全
員
で
臨
ん
だ
研
修
の
成
果

を
見
て
い
た
だ
く
の
に
ち
ょ
う

ど
良
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

手
に
と
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
く

た
め
に
、
委
員
会
の
視
察
報
告

も
写
真
と
分
か
り
や
す
い
文
章

で
お
伝
え
す
る
よ
う
に
心
が
け

ま
し
た
。

　

白
熱
し
た
委
員
会
で
の
討
論

が
採
決
に
も
反
映
さ
れ
て
い
ま

す
。
少
し
ず
つ
進
化
を
続
け
る

議
会
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る

と
嬉
し
い
で
す
。           （
寺
田
）

議　

長　
　

内
堀　

次
雄

委
員
長　
　

川
島
さ
ゆ
り

副
委
員
長　
　

押
金　

洋
仁

委　

員　
　

寺
田
和
佳
子

利
根
川
泰
三

栁
澤　

信
介

　
　
　
　
　

 

横
須
賀
桃
子

　
　
　
　
　

 　
　

市
村　
　

守

　
　
　
　

 

篠
原　

公
子

取材：横須賀 桃子

●ＳＯでは、スポーツ活動に参加するア
スリート（知的障がいのある人達）と
一緒にスポーツの練習をするパートナ
ーや競技のコーチを募集しています。
　アスリートとスポーツを通して交流も
でき、とても楽しい！との声も多数。

●ＳＯでは、スポーツ活動に参加する
アスリートを募集しています。
ＳＯの競技に参加してから、笑顔が
増え活動的になったとのお話も。

スペシャルオリンピックス（ＳＯ）とは、知的発
達障がいのある人たちの社会参加を応援す
るために、年間を通じ様々なスポーツトレー
ニングとその成果の発表の場である競技会
を提供している国際的なスポーツ組織です。
ＳＯは非営利の活動で、ボランティアと善
意の寄付によって運営されています。

スポーツを通
じて

社会参加をす
る国際的組織
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一口
メモ

「通年議会」とは … 議会の会期を１年とし、その間議会の判断で必要に応じて会議を
開けるようにする制度で、議会が常時活動可能になります。

平成27年の通年議会 本会議・委員会・研修等の開催日数
　平成27年の議会は第１回軽井沢町議会定例会（１月９日から４月29日まで）及び第２回軽井
沢町議会定例会（５月１日から12月 18日まで）の343日間にわたり開催されました。本会議等
の開催日数は、下記の通りとなります。

第1回議会定例会（1月第1回会議）が1月8日に町長より招集されました。

平成27年  視察受入状況  《他市町村等の議会より議会側への視察受入 ７回》

7月 6 日㈪ 長野県伊那市議会（議会改革特別委員会） 通年議会・自治基本条例について

8月 28日㈮ 福井県鯖江市議会（市民創世会） 通年議会について

10月 5 日㈪ 愛媛県内子町議会（議会改革特別委員会） 基本条例・通年議会について

11月 4 日㈬ 長野県山ノ内町議会（議会運営委員会） 基本条例・通年議会・議会報告会等について

11月 19日㈭ 山梨県鳴沢村議会　 基本条例・通年議会・議会報告会等について

11月 19日㈭ 和歌山県那智勝浦町議会（議会運営委員会） 議会活性化の取組み状況について

11月 19日㈭ 富山県立山町議会（議会運営委員会） 基本条例・通年議会・議会活性化の取り組みについて

第１回軽井沢町議会定例会を開催平成
28年

議会傍聴においで下さい！
３月会議 ２月 25日再開予定 !!

名　称 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計

本 会 議 1 5 1 1 5 1 5 5 24
全 員 協 議 会 1 1 1 3 2 2 1 1 1 1 1 15
議 会 運 営 1 2 3 1 3 1 1 4 2 18
総 　 　 務 1 1 2 1 1 2 2 2 12
社 　 　 会 1 1 1 3 1 2 1 3 1 14
予 　 　 算 4 1 1 1 1 1 9
広 報 広 聴 2 2 2 1 3 3 2 2 1 4 22
議 会 活 性 化 1 1 1 1 1 1 1 1 8
直 売 所 建 設 1 1 1 1 1 5
決 　 　 算 5 5

正 副 委 員 長 1 1

議 員 研 修 1 1 3 2 5 1 1 14

議 員 懇 談 会 1 1 1 3

計 6 4 16 5 13 18 17 7 24 11 10 19 150

一口
メモ
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・
聴
覚
障
害
者
の
た
め
の

手
話
通
訳
士
の
活
用

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
本
会
議
・
常
任
委
員

会
、
特
別
委
員
会
の
ラ

イ
ヴ
中
継

・
積
極
的
に
議
会
の
方
か

ら
働
き
か
け
る
意
見
交

換
会
の
実
施

　　

議
会
に
足
を
運
ん
で
も

ら
い
、
よ
り
理
解
を
し
て

も
ら
う
努
力
を
欠
い
て
は

い
け
な
い
、
と
学
ん
で
き

ま
し
た
。

　

子
育
て
世
代
の
皆
さ
ん

に
議
会
に
足
を
運
ん
で
頂

く
た
め
に
、
幼
児
一
時
預

か
り
を
保
育
士
配
置
で
実

施
し
て
お
り
、
議
会
の
公

開
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

・
傍
聴
者
の
た
め
の
幼
児

一
時
預
か
り

　

12
月
10
日
、

寒
空
の
も
と
東

保
育
園
で
行
わ
れ

た
お
も
ち
つ
き
を
訪
ね
て

き
ま
し
た
。

　

季
節
の
話
題
を
お
さ
め

に
行
っ
た
つ
も
り
で
し
た

が
、
ち
ょ
う
ど
よ
い
と
こ
ろ

へ
来
た
と
、
急
遽
も
ち
の
つ

き
手
を
担
当
す
る
こ
と
に
。

　

園
児
た
ち
の
元
気
の
よ

い
「
ヨ
イ
シ
ョ
！
」
の
か

け
声
に
も
乗
せ
ら
れ
て
、

送
迎
バ
ス
の
運
転
手
さ
ん

と
一
緒
に
、
す
っ
か
り
い
い

汗
を
か
い
て
し
ま
い
ま
し

た
。　

　

お
も
ち
み
た
い
な
ほ
っ
ぺ

が
並
ん
だ
と
こ
ろ
を
撮
れ

た
の
は
、
そ
の
ご
ほ
う
び
か

な
。
お
昼
の
お
雑
煮
待
ち

き
れ
な
い
ね
。

  （
取
材・写
真
撮
影
／

押
金
洋
仁
）

表紙の
ことば

「議会サポーター」とは … 議会と議会事務局へアドバイスする有識者のことで、相談
助言により議会活性化の協力を得られます。

先進地から学ぶことは多い

議会改革の先陣を切る
３議会を視察

議会運営
委員会

議会活性化
特別委員会

11月16日㈪
北海道
帯広市議会

委員会リポート

議会運営委員会・議会活性化特別委員会 合同視察

　

通
年
議
会
の
中
で
、
計

画
↓
実
行
↓
検
証
↓
改
善

を
意
識
し
て
活
動
し
て
い

る
議
会
で
す
。

・
有
識
者
に
よ
る
議
会
サ

ポ
ー
タ
ー
を
議
員
研
修

や
事
務
局
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
有
効
活
用

・
議
会
基
本
条
例
に
「
検

証
及
び
見
直
し
手
続

き
」
を
明
記
。
毎
年
こ

れ
を
実
施
し
、
結
果
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

・
住
民
に
よ
る
議
会
モ
ニ

タ
ー
の
導
入

　　

動
く
議
会
。
常
に
検
証

を
忘
れ
ず
、
そ
の
結
果
を

積
極
的
に
公
表
す
る
こ
と

で
、
自
ら
を
戒
め
て
い
く

真
摯
な
姿
勢
を
お
手
本
と

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

11月18日㈬
北海道
芽室町議会

　

日
本
で
初
め
て
議
会
基

本
条
例
を
制
定
し
た
議
会

で
す
。
制
定
で
満
足
す
る

こ
と
な
く
、
日
々
検
証
を

続
け
、
中
身
の
あ
る
実
践

で
改
革
に
挑
ん
で
い
ま
す
。

・
有
識
者
に
よ
る
議
会
サ

ポ
ー
タ
ー
の
導
入

・
議
員
間
の
自
由
討
論
の

充
実

・
議
会
報
告
会
の
時
間
や

場
所
を
柔
軟
に
設
定

・
住
民
に
よ
る
議
会
モ
ニ

タ
ー
の
導
入

　　

特
に
広
聴
に
力
を
入
れ
、

報
告
会
を
大
切
に
す
る
こ

と
で
住
民
と
の
距
離
を
縮

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
当

町
で
も
す
ぐ
に
取
り
入
れ

た
い
も
の
で
す
。

11月17日㈫
北海道
栗山町議会

一口
メモ
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委員会リポート

「所管事務調査」とは … 常任委員会は、その部門に属する事務に関して調査を行う権
限を持っています。所管事務調査権は町から提案された予算案や条例案などの議案を
審査するのとは違い、常任委員会が自主的にテーマを設定し、調査を行うものです。

市
村
守　

新
火
葬
場
の
斎

場
及
び
霊
柩
車
使
用
料
は
、

当
日
現
金
で
業
者
に
支
払

う
こ
と
の
説
明
や
周
知
は
。

住
民
課
長　

供
用
開
始
ま

で
に
職
員
研
修
等
に
よ
り

窓
口
で
の
説
明
や
周
知
を

徹
底
す
る
。

市
村
守　

改
正
で
個
人
番

号
が
加
え
ら
れ
る
が
、
希

望
し
な
い
人
の
扱
い
は
。

住
民
課
長　

個
人
番
号
を

記
入
せ
ず
に
提
出
し
て
も
、

そ
の
ま
ま
受
理
す
る
。

　
◎
介
護
労
働
者
の
処
遇
改
善

及
び
人
員
配
置
基
準
の
改

善
を
求
め
る
陳
情　

　（
一
部
採
択
）

＊
社
会
常
任
委
員
会
と
し

て
議
長
名
に
よ
る
意
見

書
の
提
出
を
発
委
し
た
。

（
※
意
見
書
Ｐ
９
参
照
）

　

障
が
い
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
い
つ
で
も
誰
で

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
利

用
で
き
る
場
所
と
し
て
、

赤
ち
ゃ
ん
・
高
齢
者
・
子

ど
も
達
が
思
い
思
い
に
日

常
生
活
を
送
る
と
い
う
新

し
い
ス
タ
イ
ル
の
福
祉
サ

ー
ビ
ス
で
し
た
。
高
齢
者

福
祉
・
障
が
い
者（
児
）福

祉
・
児
童
福
祉
が
そ
れ
ぞ

れ
バ
ラ
バ
ラ
の
支
援
で
は

な
く
、
同
じ
地
域
の
住
民

が
お
互
い
を
支
え
合
う
福

祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
核
家
族

や
ひ
と
り
親
家
庭
が
増
え

て
い
る
現
代
だ
か
ら
こ
そ

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

新しいかたちのデイサービス

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

富
山
市 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ふ
る
さ
と
の
あ
か
り

「
こ
の
ゆ
び
と
ー
ま
れ
」

【
視
察
日
程
】　

　
27
年
10
月
29
日
〜
30
日

【
視
察
地
】

　
富
山
県
富
山
市
、石
川
県
金
沢
市

視
察

報
告

見て納得

●
６
月
15
日

所
管
事
務
調
査
の
決
定

障
が
い
児
福
祉
に
つ
い
て

　
●
７
月
29
日

障
が
い
児
福
祉
基
本
勉
強
会

『
障
が
い
児
福
祉
の
現

状
と
課
題
』

　
●
８
月
５
日

視
察
研
修　

佐
久
穂
町

「
陽
だ
ま
り
の
家
」
見
学

　
●
９
月
29
日

障
が
い
児
保
護
者
と
の

意
見
交
換
会

「
木
も
れ
陽
の
里
」
に
て

　
●
10
月
29
・
30
日

視
察
研
修

富
山
市
『
富
山
型
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
』
他

　
●
11
月
２
日

障
が
い
児
福
祉
施
設
事

業
者
と
の
懇
談
会

『
軽
井
沢
町
福
祉
施
設

の
現
状
と
課
題
』

所
管
事
務
調
査

こ
の
半
年
の
動
き

国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正

市
村
守

住
民
課
長

住
民
課
長

市
村
守

陳  

情

一口
メモ

　

発
達
障
が
い
者
の
雇
用

先
が
必
要
で
あ
る
と
の
考

え
か
ら
出
発
し
た
「
ち
は

ら
フ
ァ
ー
ム
」
で
す
が
、

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
苦
手
な
方
も
多
く

１
週
間
に
１
日
、
１
ヶ
月

に
１
日
だ
け
働
き
に
く
る

人
も
い
る
と
の
こ
と
。
そ

ん
な
中
、
代
表
者
は
、
農

業
が
カ
ギ
と
な
り
発
達
障

が
い
者
の
自
立
支
援
に
必

ず
役
立
つ
と
情
熱
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

軽
井
沢
の
自
然
豊
か
な
風

土
を
活
用
し
て
、
当
町
で

も
障
が
い
者
雇
用
の
場
を

農
業
を
通
し
て
考
え
ら
れ

た
ら
と
思
い
ま
す
。

金
沢
市

株
式
会
社
ち
は
ら
ファ
ー
ム

発
達
障
が
い
者
の
雇
用
と
支
援

発達障がい者の雇用を農業で
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「少数意見の留保」とは … 委員会の表決の結果、多数を得られず取り上げられない意
見について、本会議で自ら少数意見として報告する権利です。賛成者１名以上が必要
になります。

柳
沢
信
介　

福
祉
行
政
の

中
核
を
な
す
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
指
定
管
理
に
出

す
こ
と
は
間
違
っ
て
い
る
。

木
も
れ
陽
の
里
と
の
関
係

も
あ
る
が
福
祉
行
政
を
一

貫
し
て
み
る
と
い
う
こ
と

に
疑
問
を
感
じ
る
。
町
の

考
え
は
。

企
画
課
長　

施
設
の
設
置

目
的
は
、
健
康
の
増
進
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
た

め
の
便
宜
を
総
合
的
に
供

与
す
る
と
な
っ
て
お
り
、

選
定
は
施
設
の
目
的
に
沿

っ
た
も
の
で
あ
る
か
が
基

本
に
な
る
。

遠
山
隆
雄　

議
決
後
の
公

表
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
か
。
透
明
性
を
図
る

た
め
に
公
表
の
仕
方
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
が
。

企
画
課
長　

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
に
、
施
設
名
と

決
ま
っ
た
団
体
名
、
担
当

課
を
公
表
し
て
い
る
。
今

後
、
公
表
の
仕
方
を
検
討

し
て
い
く
。

利
根
川
泰
三　

前
回
の
指

定
管
理
者
変
更
に
よ
っ
て
、

利
便
性
が
損
な
わ
れ
た
と

い
う
意
見
を
多
々
聞
い
て

い
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
つ
い
て
審
査
員
の
中
で

意
見
は
あ
っ
た
か
。

企
画
課
長　

サ
ー
ビ
ス
面

も
含
め
て
審
査
を
お
こ
な

っ
て
い
る
。
利
便
性
が
落

ち
た
と
い
う
よ
う
な
話
は

当
初
に
あ
っ
た
が
、
担
当

課
で
指
摘
し
改
善
さ
れ
て

い
る
。

西
千
穂　

施
設
の
目
的
で

も
あ
る
健
康
増
進
に
も
っ

と
力
を
入
れ
る
べ
き
で
あ

る
が
。

保
健
福
祉
課
長　

週
２
回
、

介
護
予
防
教
室
で
健
康
増

進
を
目
的
に
、「
サ
ロ
ン

あ
さ
ま
」
を
実
施
し
て
い

る
。
温
泉
施
設
も
利
用
者

に
好
評
で
あ
る
。

町
長　

健
康
増
進
面
で
は

木
も
れ
陽
の
里
と
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。

篠
原
公
子　

サ
ロ
ン
あ
さ

ま
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明

を
。
ま
た
選
定
に
あ
た
っ

て
２
０
２
５
年
の
超
高
齢

化
と
、
こ
の
施
設
を
ど
う

使
う
か
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
検
討
が
さ
れ
た
か
。

保
健
福
祉
課
長　

サ
ロ
ン

あ
さ
ま
は
毎
週
月
曜
日
と

木
曜
日
に
実
施
さ
れ
て
い

る
。
内
容
は
健
康
体
操
な

ど
健
康
増
進
的
な
活
動
を

し
て
い
る
。

総
務
課
長　

今
回
の
選
定

に
あ
た
っ
て
は
２
０
２
５

年
問
題
に
関
す
る
議
論
は

な
か
っ
た
。

委
員
会
で
の
主
な
審
査

指
定
管
理
者
の
指
定

（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
屋
内
多
目
的
運
動
場
）

企
画
課
長

栁
澤
信
介

遠
山
隆
雄

西
千
穂

利
根
川
泰
三

町
長

企
画
課
長

企
画
課
長

保
健
福
祉
課
長

篠
原
公
子

保
健
福
祉
課
長

篠
原
公
子　

高
齢
社
会
を

ど
う
す
る
か
国
を
挙
げ
て

の
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

５
年
前
と
同
じ
よ
う
な
こ

と
を
や
っ
て
い
け
ば
い
い

と
い
う
よ
う
な
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
て
は
、

超
高
齢
化
社
会
に
そ
ぐ
わ

な
い
。
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
改
革
の
た
め
、
一
度

町
に
管
理
を
戻
し
、
町
民

の
意
見
を
取
り
入
れ
、
条

例
を
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

柳
沢
信
介　

町
の
福
祉
の

根
幹
を
な
す
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
指
定
管
理
に
問

題
が
あ
る
。
木
も
れ
陽
の

里
と
の
連
携
を
図
っ
て
や

る
施
設
と
い
う
気
持
ち
が

ぬ
ぐ
い
さ
れ
な
い
。

利
根
川
泰
三　

改
善
さ
れ

た
報
告
は
聞
い
て
い
る
が
、

５
年
後
の
今
で
も
、
施
設

の
利
便
性
が
非
常
に
損
な

わ
れ
て
い
る
と
聞
い
た
以

上
、
こ
の
ま
ま
で
い
い
の

か
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
。

遠
山
隆
雄　

仕
様
書
に
基

づ
き
企
画
提
案
が
さ
れ
、

条
例
、
法
規
に
の
っ
と
り

決
定
し
て
い
る
事
業
所
で

何
ら
問
題
が
な
い
。　

市
村
守　

老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
利
用
目
的
は
今
後

検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

審
査
項
目
に
沿
っ
て
審
査

し
た
審
査
委
員
会
の
結
果

を
重
要
視
す
る
。

結
果
【
否 

決
】

賛
成
２
人
、
反
対
５
人

賛
成
少
数
で
原
案
否
決

　

少
数
意
見
の
留
保
が
あ

り
ま
し
た
。

　

提
出
者　

遠
山　

隆
雄

　

賛
成
者　

市
村　
　

守

　
討
　
論

篠
原
公
子

遠
山
隆
雄

利
根
川
泰
三

栁
澤
信
介

市
村
守

社会
常任委員会

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

有
効
利
用
で
論
戦

総
務
課
長

一口
メモ

《
反
対
意
見
》

《
賛
成
意
見
》

趣味活動を健康増進にも役立てたい
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「赤ちゃん先生」とは … NPO法人ママの働き方応援隊のメインプロジェクトです。赤ちゃ
んとママが教育機関などを訪問し、学び、癒やし、感動を共有して人として一番大切な
ことを感じてもらう人間教育プログラムです。県内では松本地域で始まっています。

芦
屋
市
で
は
、
22
年
よ

り
運
用
し
、
避
難
訓
練
・

非
常
時
の
災
害
情
報
な
ど

に
限
っ
て
発
信
さ
れ
て
い

ま
す
。
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
連

携
し
て
お
り
、
屋
外
拡
声

支
局
と
市
内
１
６
５
基
の

戸
別
受
信
機
（
主
に
学
校

な
ど
の
公
共
施
設
の
み
）

か
ら
放
送
さ
れ
ま
す
が
、

風
雨
・
建
物
立
地
の
影
響

を
う
け
、
聞
こ
え
な
い
場

合
も
あ
る
そ
う
で
す
。

こ
の
解
消
に
は
、
ネ
ッ

ト
回
線
を
使
用
し
て
携
帯

電
話
や
パ
ソ
コ
ン
で
の
伝

達
・
行
政
無
線
が
電
話
で

何
度
で
も
聞
け
る
自
動
再

生
シ
ス
テ
ム
・
ロ
ー
カ
ル

テ
レ
ビ
で
文
字
放
送
・
広

報
車
・
有
線
放
送
の
活
用

な
ど
、
伝
達
ツ
ー
ル
を
多

数
持
つ
こ
と
で
も
れ
を
防

ぐ
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い

ま
す
。

更
に
、
日
頃
か
ら
防
災

へ
の
関
心
、
避
難
時
の
正

し
い
知
識
を
身
に
つ
け
た

り
、
各
地
域
で
防
災
士
の

育
成
に
も
力
を
い
れ
て
い

ま
す
。

非
常
に
感
心
し
た
の
は
、

各
地
区
・
教
育
施
設
に
防

災
倉
庫
を
完
備
し
、
鍵
を

共
有
し
、
鍵
保
有
者
は
ど

の
地
域
で
災
害
に
あ
っ
て

も
全
て
の
倉
庫
が
開
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。

委員会リポート

【
視
察
日
程
】　

　
　
27
年
10
月
29
日
〜
30
日

【
視
察
地
】

　
　
兵
庫
県 

神
戸
市
・
芦
屋
市

「
み
ん
な
大
事
な
命
」
を

テ
ー
マ
に
、
育
児
中
の
マ

マ
が
赤
ち
ゃ
ん
と
教
育
現

場
に
授
業
に
行
く
画
期
的

な
取
り
組
み
で
す
。

定
期
的
に
同
じ
親
子
が

通
う
た
め
、
生
徒
は
赤
ち

ゃ
ん
に
触
れ
合
う
こ
と
で

成
長
を
共
有
し
、
自
ら
も

同
じ
よ
う
に
大
切
に
育
て

ら
れ
た
こ
と
を
再
認
識
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

奇
跡
の
確
率
で
生
ま
れ

た
命
に
つ
い
て
学
び
、
自

分
も
他
者
も
同
じ
大
切
な

命
だ
と
考
え
る
こ
と
で
、

い
じ
め
・
自
殺
防
止
に
一

石
を
投
じ
て
い
ま
す
。

母
親
は
、
我
が
子
を
預

け
る
学
校
に
行
く
こ
と
で
、

教
育
に
対
し
て
の
理
解
・

関
心
を
高
め
ら
れ
、
赤
ち

ゃ
ん
は
人
見
知
り
解
消
に

役
立
つ
な
ど
、
一
石
三
鳥

の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
芦
屋
学
園
短
期

大
学
幼
児
科
で
の
実
習
に

お
邪
魔
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
保
育
に
携
わ

る
大
学
生
が
育
児
体
験
を

通
し
て
赤
ち
ゃ
ん
の
具
体

的
な
お
世
話
の
仕
方
、
母

親
と
の
関
わ
り
方
を
知
る

こ
と
で
実
践
に
生
か
す
こ

と
が
で
き
る
授
業
で
し
た
。

視
察

報
告

公共施設の命綱、戸別受信機

防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
に
注
目

（
デ
ジ
タ
ル
防
災
無
線
）

芦
屋
市 

防
災
安
全
課

教
育
現
場
に
赤
ち
ゃ
ん
が

神
戸
発
「
赤
ち
ゃ
ん
先
生
」

神
戸
市 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

マ
マ
の
働
き
方
応
援
隊

芦
屋
学
園
短
期
大
学

手取り足取り、抱っこの指導

排泄・食事・泣くのはなぜ？　赤ちゃんの生活サイクルをチェック

見て納得

一口
メモ
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廃棄以外の道はないの？

反
対
意
見

土
屋
浄　

町
民
が
得
ら
れ

る
メ
リ
ッ
ト
は
少
な
く
、

町
に
と
っ
て
も
経
費
増
で

あ
る
。
堺
市
で
は
職
員
が

持
ち
出
し
た
こ
と
に
よ
る

情
報
漏
え
い
が
あ
り
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
に
は
大
変
不
安

が
あ
る
。

賛
成
意
見

川
島
さ
ゆ
り　

堺
市
の
事

件
は
人
的
過
失
に
よ
る
も

の
、
以
前
か
ら
あ
る
個
人

情
報
保
護
法
よ
り
も
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
法
は
刑
罰
が

重
い
。
今
後
、
利
便
性
が

高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。結

果
【
可 

決
】

賛
成
６
人
、
反
対
１
人

賛
成
多
数
で
原
案
可
決

う
だ
が
、
払
い
下
げ
な
ど

の
処
置
は
で
き
な
い
か
。

寺
田
和
佳
子　

以
前
の
音

楽
室
の
机
・
椅
子
は
大
変

こ
だ
わ
っ
た
物
だ
っ
た
が
、

化
粧
直
し
し
て
利
用
す
る

つ
も
り
は
な
い
か
。

教
育
次
長　

購
入
予
定
の

も
の
は
使
用
不
可
と
判
断

し
て
い
る
の
で
全
て
廃
棄

で
あ
る
。

　

解
体
し
て
い
く
中
で
、

状
況
が
許
せ
ば
希
望
者
に

払
い
下
げ
も
検
討
し
て
い

く
。

押
金
洋
仁　

備
品
選
定
は

誰
が
行
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　

選
定
は
設
計

会
社
の
提
案
す
る
コ
ン
セ

プ
ト
に
沿
い
、
教
育
委
員

会
・
建
設
課
と
教
員
が
行

っ
た
。

寺
田
和
佳
子　

条
例
に
お

け
る
軽
井
沢
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
の
位
置
付
け
は
。

川
島
さ
ゆ
り　

22
世
紀
風

土
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
期
限
を

決
め
て
の
目
標
設
定
は
。

企
画
課
長　

グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
の
周
知
の
た
め
、

　

押
金
洋
仁　

入
札
時
に
辞

退
者
が
多
か
っ
た
が
、
適

正
に
お
こ
な
わ
れ
た
か
、

ま
た
辞
退
理
由
は
何
か
。

財
政
課
長　

２
社
が
事
前
、

更
に
２
社
は
当
日
辞
退
で

あ
っ
た
が
、
入
札
は
適
正

だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
辞

退
理
由
は
品
数
多
数
で
見

積
時
間
の
不
足
、
備
品
が

多
岐
に
わ
た
る
た
め
揃
え

る
の
が
困
難
で
あ
っ
た
よ

う
だ
。

川
島
さ
ゆ
り　

備
品
の
ほ

と
ん
ど
が
廃
棄
に
な
る
よ

中
学
校
初
度
調
弁
備
品

購
入

委
員
会
で
の
主
な
審
査

財
政
課
長

押
金
洋
仁

教
育
次
長

川
島
さ
ゆ
り

寺
田
和
佳
子

押
金
洋
仁

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

の
一
部
改
正

寺
田
和
佳
子

川
島
さ
ゆ
り

企
画
課
長

軽井沢の将来、まちづくりを一つの舞台に乗せて

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
及

び
特
定
個
人
情
報
の
提

供
に
関
す
る
条
例
の
制
定

討 

論

総務
常任委員会

川
島
さ
ゆ
り

土
屋
浄

一口
メモ

新
校
舎
の

備
品
購
入
を
審
査

教
育
次
長

「初度調弁備品」とは … 立ち上げに必要な物資のことで、この場合は中学校で使う椅
子や机などです。

《
反
対
意
見
》

《
賛
成
意
見
》

22
世
紀
風
土
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
立
ち
上
げ
、
で
き
る
こ

と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

特
に
期
限
を
決
め
て
の

目
標
設
定
は
な
い
が
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
住

民
が
参
加
し
、
意
見
を
反

映
さ
せ
、
ま
ち
づ
く
り
全

般
に
つ
い
て
考
え
て
い
く

仕
組
み
作
り
で
あ
る
。
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委員会リポート

「議会だよりモニター」とは … 議会だよりの紙面や内容、構成について意見感想を議
会に提言する人のことです。

「
伝
わ
る
議
会
だ
よ
り
」

の
た
め
の
極
意
を
学
ん
だ

２
日
間
で
し
た
。
文
章
作

成
の
実
技
講
座
や
優
秀
な

作
例
を
参
考
に
し
た
わ
か

り
や
す
い
講
義
も
受
け
て

き
ま
し
た
。

・
議
会
の
一
方
的
な
情
報

発
信
で
は
な
く
、
双
方

向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ツ
ー
ル
で
あ
る

・
見
出
し
や
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
・
ホ
ワ
イ
ト
ス
ペ

ー
ス
を
多
く
入
れ
、
一

目
で
わ
か
る
内
容
を
心

が
け
る

・
特
集
内
容
は
、
議
会
と

住
民
の
両
方
の
視
点
か

ら
企
画
す
る

・
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー

な
ど
で
住
民
に
積
極
的

に
関
わ
っ
て
も
ら
う

　

今
回
学
ん
だ
こ
と
を
生

か
し
、
よ
り
透
明
性
の
あ

る
議
会
を
目
指
し
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
に

さ
ら
な
る
進
化
を

広報広聴
常任委員会

日
程
　
27
年
10
月
20
日
〜
21
日

オープンに向けて

問　
　
　

当
初
の
工
程
通

り
遅
れ
る
こ
と
な
く
進
ん

で
い
る
の
か
。

観
光
経
済
課
長　

少
し
遅

れ
て
い
る
が
３
月
中
に
は

完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
　
　
　
　

キ
ッ
ズ
マ

ウ
ン
テ
ン
付
近
に
は
飛
び

出
し
防
止
柵
な
ど
の
措
置

が
必
要
で
は
な
い
か
。

観
光
経
済
課
長　

工
事
を

進
め
る
な
か
で
対
策
を
考

え
た
い
。

　

今
後
は
委
員
会
と
し
て

具
体
的
な
運
営
プ
ラ
ン
や

イ
ベ
ン
ト
、
生
産
物
供
給

体
制
に
つ
い
て
調
査
研
究

し
、
指
定
管
理
者
と
懇
談

す
る
機
会
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。

観
光
経
済
課
長

市
村
守

横
須
賀
桃
子

観
光
経
済
課
長

進捗状況を確認
今後は運営面での提言も

11 月末現在、建物はABC工区に分かれており主に屋根（下地）工事中で、
進捗率は建物 36.21%、外構 87.65%です。

直売所
建設特別
委員会

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
研
修
報
告

伝
わ
る
議
会
だ
よ
り
に

セ
ン
ス
が
問
わ
れ
る
レ
イ
ア
ウ
ト

全
国
か
ら
参
加
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便
利
に
な
る

こ
と
は
あ
る
が
、
費
用
が

か
か
る
こ
と
で
あ
る
の
で

何
と
も
言
え
な
い
。

要
支
援
１
・
２
の
訪

問
介
護
・
通
所
介
護
が
介

護
保
険
の
予
防
給
付
か
ら

外
さ
れ
る
が
。

サ
ー
ビ

ス
低
下
に
な
ら
な
い
よ
う

引
き
続
き
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
支
援
を
担
っ

て
ゆ
く
。

土 屋　 浄
入学援助金は早期支給を検討
教育次長

　

「予防給付」とは … 支援が必要と認められた人（要支援１・２）に給付される介護保
険の保険給付のことです。

カ
ー
ド
発
行
に
伴
う
歳

出
は
約
２
億
１
２
０
０
万

円
。
国
の
補
助
は
３
８
４

７
万
円
の
予
定
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
デ
メ
リ
ッ

ト
の
方
が
大
き
い
の
で
は
。

情
報
漏
え
い
の
危
険
が
危

惧
さ
れ
て
い
る
が
。

事
故
の
起
き

な
い
よ
う
に
努
め
る
。

町
に
と
っ
て
迷
惑
な

制
度
で
は
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
よ
る
町
民
の
便
益
は
。

身
分
証
明
、

電
子
証
明
が
あ
る
。

町
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

転
入
者
の
所

得
の
把
握
が
容
易
に
な
る
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策

は
世
界
で
も
日
本
は
遅
れ

て
い
る
。
ひ
と
り
親
家
庭

の
対
策
は
特
に
遅
れ
て
い

る
。
昨
年
施
行
さ
れ
た
子

ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進

に
関
す
る
法
律
は
、
国
・

自
治
体
の
責
務
と
し
て
教

育
支
援
、
生
活
支
援
、
保

護
者
に
対
す
る
支
援
等
を

定
め
て
い
る
。

教
育
支
援
の
一
つ
に
従

来
か
ら
や
っ
て
い
る
就
学

援
助
が
あ
る
。
町
の
現
状

は
。

経
済
的
理
由

で
就
学
困
難
な
児
童
生
徒

の
保
護
者
に
対
し
学
用
品

費
、
給
食
費
、
修
学
旅
行

費
の
一
部
を
援
助
し
て
い

る
。
対
象
は
現
在
、
小
学

生
67
名
、
中
学
生
33
名
で

あ
る
。
支
給
は
10
月
と
２

月
で
あ
る
。

入
学
前
に
買
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
あ

る
。
な
の
に
支
給
が
10
月

と
は
遅
す
ぎ
る
が
。
入
学

前
に
支
給
す
べ
き
で
は
。

支
給
は
前
倒

し
し
て
、
早
期
の
支
給
を

検
討
す
る
。

子どもの貧困対策を強め
就学援助拡大を

問教
育
次
長

問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の便

益
は

保
健
福
祉
課
長

問

教
育
次
長

問 住
民
課
長

問総
務
課
長

問

総
務
課
長

問 総
務
課
長

一口
メモ

表
面
（
案
）

裏
面
（
案
）

○
個
人
番
号
を
記
載
し
な
い

○
個
人
番
号
を
記
載
す
る

↓
コ
ピ
ー
で
き
る
者
に
制
限
は
な
い

 

（
本
人
同
意
等
に
よ
り
で
き
る
）

↓
行
政
機
関
や
雇
用
主
な
ど
、
法
令
に

　

規
定
さ
れ
た
者
に
限
定
さ
れ
る

0123456789ABCDEF

様 式

1234 5678 90121234 5678 9012

要
支
援
１・２
の

予
防
給
付
は
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佐 藤 幹 夫

イノシシの捕獲数を
増やす対策は

鳥獣対策専門員等と協議しながら、安全で有効
な捕獲方法を模索したい

観光経済課長

「個人番号カード」とは … プラスチック製のＩＣチップ付きカードで、氏名・住所・生年月日・
性別・個人番号と本人の顔写真が表示されます。本人確認の身分証明利用の他、将来的に
は自治体サービス・電子申請などに利用可能になります。

旧
軽
井
沢
地
区
を
中

心
に
、
別
荘
の
庭
の
苔
が

荒
ら
さ
れ
て
い
る
件
数
が

増
え
て
い
る
よ
う
に
思
う

が
。

27
年
11

月
現
在
、
被
害
報
告
、
わ

な
設
置
依
頼
で
27
件
、
目

撃
情
報
と
し
て
７
件
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

毎
週
の
よ
う
に
被
害

に
あ
っ
て
い
る
別
荘
で
は
、

い
ち
い
ち
報
告
し
て
い
な

い
の
で
、
実
際
の
被
害
件

数
は
ず
っ
と
多
い
数
に
な

る
と
思
う
。
ま
た
写
真
の

箱
わ
な
で
は
、
今
ま
で
に

７
頭
捕
獲
し
た
が
、
今
年

は
１
頭
も
捕
獲
で
き
て
い

な
い
、
今
後
は
捕
獲
方
法
、

わ
な
の
設
置
場
所
、
設
置

数
も
含
め
て
、
総
合
的
に

研
究
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
。町

に
駆

除
依
頼
を
い
た
だ
け
れ
ば

箱
わ
な
を
か
け
て
い
き
た

い
。
人
に
危
険
の
生
じ
な

い
場
所
で
、
別
荘
地
の
方

が
、
こ
こ
な
ら
い
い
よ
と

い
う
よ
う
な
場
所
が
あ
っ

た
ら
、
ぜ
ひ
町
に
言
っ
て

も
ら
い
た
い
。
別
荘
地
内

で
は
、
箱
わ
な
の
設
置
を

増
や
す
こ
と
は
難
し
い
状

況
だ
が
、
鳥
獣
対
策
専
門

員
等
と
協
議
し
な
が
ら
、

安
全
で
有
効
な
捕
獲
方
法

を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

軽
井
沢
町
で
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
の

発
送
は
す
べ
て
終
了
し
て

い
る
か
。

12
月
４
日
に

配
達
が
完
了
し
、
12
月
６

日
現
在
、
配
達
時
に
不
在

の
た
め
、
郵
便
局
で
保
管

中
が
３
７
９
通
で
あ
る
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
を

使
っ
て
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

で
住
民
票
や
印
鑑
登
録
証

明
書
、
戸
籍
証
明
書
等
の

交
付
サ
ー
ビ
ス
を
お
こ
な

う
市
町
村
が
増
え
て
い
る

よ
う
だ
が
、
当
町
の
対
応

は
。

当
町
に
お
い

て
は
、
情
報
処
理
シ
ス
テ

ム
の
基
幹
系
の
更
新
を
30

年
度
に
予
定
し
て
お
り
、

戸
籍
だ
け
で
な
く
、
税
証

明
等
の
提
供
サ
ー
ビ
ス
も

含
め
導
入
を
検
討
し
て
い

る
。

一刻も早く捕獲したい

問観
光
経
済
課
長

問観
光
経
済
課
長

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
の
発
送
は

問住
民
課
長

問住
民
課
長

一口
メモ
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土
日
の
集
団
検
診
で

セ
ッ
ト
検
診
が
で
き
な
い

か
。

軽
井
沢

病
院
で
年
５
回
の
土
曜
検

診
実
施
。
今
後
乳
が
ん
検

診
も
同
日
実
施
で
調
整
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

火
災
予
防
の
た
め
に

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ

ー
の
補
助
は
。

不
適
正

な
使
用
で
安
全
が
確
保
で

き
な
い
恐
れ
が
あ
り
、
慎

重
に
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

町
内
の
認
知
症
の
現

況
は
。

27
年
４

月
１
日
現
在
、
認
知
症
高

齢
者
４
６
４
人
、
軽
度
認

知
障
害
（
高
齢
に
よ
る
物

忘
れ
を
含
む
）
１
５
５
人

で
あ
る
。

認
知
症
カ
フ
ェ
の
設

置
は
。

認
知
症

に
限
ら
ず
介
護
の
必
要
な

方
や
家
族
を
対
象
に
住
民

が
自
主
的
に
開
催
し
て
い

る
所
が
１
カ
所
あ
り
、
今

後
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

協
働
し
関
係
機
関
と
協
議

し
な
が
ら
、
各
所
で
開
催

で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

住
民
主
体
で
地
域
の
方
が

気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所

を
検
討
す
る
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
、

キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
の
今

後
は
。

キ
ャ
ラ

バ
ン
メ
イ
ト
養
成
と
共
に
、

具
体
的
な
実
践
の
場
や
機

会
の
紹
介
、
登
録
制
等
サ

ポ
ー
タ
ー
の
希
望
や
意
向

に
あ
っ
た
活
動
支
援
、
人

材
の
有
効
活
用
を
検
討
す

る
。

認
知
症
初
期
集
中
支

援
チ
ー
ム
、
認
知
症
地
域

支
援
推
進
員
は
。

委
託
を

視
野
に
関
係
部
署
と
協
議

し
近
隣
市
町
村
と
連
携
、

県
や
医
師
会
等
に
協
力
を

仰
ぎ
30
年
ま
で
の
設
置
に

向
け
取
り
組
む
。
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
保
健

師
１
名
を
配
置
す
る
。

認
知
症
疾
患
の
医
療

セ
ン
タ
ー
、
専
門
医
療
機

関
と
の
連
携
は
。

佐
久
総

合
病
院
を
セ
ン
タ
ー
と
し
、

小
諸
高
原
病
院
、
軽
井
沢

病
院
、
認
知
症
サ
ポ
ー
ト

医
を
配
す
る
診
療
所
と
連

携
し
て
い
る
。

川島 さゆり
地域全体で見守り支えるネットワークが必要
保健福祉課長

認知症支援対策は

問

問

保
健
福
祉
課
長

問

「認知症カフェ」とは … オランダ、イギリス発祥。認知症の方やその家族、医療従事
者など誰でも安心して相談や息抜きができる居場所のことです。

問

問問

問

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

女
性
の
が
ん
セ
ッ
ト

検
診
を

保
健
福
祉
課
長

誰でも立ち寄れる地域の縁側「野あざみ」

一口
メモ
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栁 澤 信 介

新幹線 かがやき
　　　の軽井沢停車は

かなうように進めていきたい
町 長

発
す
べ
き
と
き
は
声
を
発

し
て
、
何
と
か
か
な
う
よ

う
に
進
め
て
い
き
た
い
。

東
京
・
金
沢
間
を
最

速
で
行
く
か
が
や
き
が
軽

井
沢
駅
に
は
停
ま
ら
な
い
。

町
と
し
て
の
考
え
は
。

最
速
の
か
が
や
き

は
停
ま
ら
ず
、
利
用
者
か

ら
も
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
Ｊ
Ｒ
に
た
だ
陳
情
や

要
望
を
寄
せ
て
、
か
な
う

レ
ベ
ル
の
も
の
で
は
な
い

と
考
え
て
お
り
、
ど
う
い

う
や
り
方
で
進
め
る
こ
と

が
効
果
的
か
を
考
え
た
い
。

「新幹線 かがやき」とは … 北陸新幹線４タイプの１つで東京金沢間を２時間 28分
で結ぶ速達型。和の伝統美と最新技術が融合した機能美を持っています。

停まって～！

町
長

問

は
、
地
域
図
書
は
も
と
よ

り
、町
在
住
の
作
家
、ゆ
か

り
の
作
家
等
の
作
品
紹
介

な
ど
大
変
努
力
さ
れ
、
閉

店
は
残
念
で
あ
る
。
私
も

多
く
の
方
た
ち
と
出
会
い

が
あ
る
の
で
、
機
会
を
捉

え
て
、
軽
井
沢
へ
の
出
店

と
い
う
も
の
を
勧
め
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
の
活
字

離
れ
が
言
わ
れ
て
い
る
な

か
、
本
屋
が
な
く
な
っ
た

が
。

町
内
唯
一
の
書
店

が
閉
店
し
た
こ
と
は
、
町

の
文
化
の
後
退
と
捉
え
て

い
る
が
、
民
間
の
経
営
で

あ
る
の
で
、
ど
う
こ
う
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。
閉
店
さ
れ
た
書
店
で

軽
井
沢
に
本
屋
が
な
い
が

町
長

問

本屋がない !!

一口
メモ

※
12
月
18
日
の
会
議
最

終
日
に
藤
巻
町
長
の

あ
い
さ
つ
の
中
で
、
12

月
11
日
に
国
土
交
通

省
を
訪
ね
、「
新
幹

線
か
が
や
き
の
停
車
」

に
つ
い
て
要
望
し
て
き

て
き
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
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サ
イ
ク
リ
ン
グ
用
に

に
付
け
ら
れ
て
い
る
標
識

の
番
号
と
、
こ
の
シ
ス
テ

ム
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
町
内
の
散
策
等

が
よ
り
簡
単
・
快
適
に
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
思
う

が
研
究
の
予
定
は
。設

置
場

所
や
経
費
と
利
用
頻
度
も

含
め
て
の
検
証
が
必
要
。

実
証
実
験
の
利
用
状
況
を

見
て
、
検
討
を
し
て
い
き

た
い
。歩

道
や
自
転
車
道
の

管
理
を
ア
ダ
プ
ト
シ
ス
テ

ム
（
里
親
制
度
）
を
導
入

し
て
で
き
な
い
か
。

現
在
３
つ
の

グ
ル
ー
プ
が
道
路
清
掃
活

動
を
、
15
の
区
が
除
雪
活

動
を
し
て
い
る
。
今
後
も

多
く
の
方
々
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
周
知

し
て
い
き
た
い
。

27
年
６
月
か
ら
風
越

公
園
エ
リ
ア
で
ビ
ー
コ
ン

を
利
用
し
て
の
案
内
の
実

証
実
験
を
お
こ
な
っ
て
い

る
が
、
利
用
状
況
や
反
応

は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
。

情
報
を
得
る

た
め
の
専
用
ア
プ
リ
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
数
が
６
月
か

ら
９
月
末
で
国
内
で
１
０

７
件
、
風
越
公
園
で
の
数

は
不
明
。
現
時
点
で
の
反

響
は
ま
だ
な
い
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

活
用
方
法
の
周
知
は
。

公
園
内
に
チ

ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示

し
て
い
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利

用
し
て
、
観
光
案
内
等
に

活
用
す
る
予
定
や
計
画
は
。

実
証
実

験
を
行
っ
て
い
る
が
、
検

証
し
て
い
な
い
の
で
こ
の

シ
ス
テ
ム
を
拡
大
し
て
観

光
に
活
用
す
る
予
定
や
計

画
は
な
い
。

利根川 泰三
観光に活用する予定や計画はない
観光経済課長

ビーコン（近距離通信技術）を
利用した観光案内を

一口
メモ

ビーコンシステムとは … 自分のスマートフォンやタブレットに専用アプリを入れてお
くことにより、ビーコンのそばに行くと自動的に情報が入ってくるシステムです。

道
路
管
理
に
ア
ダ
プ

ト
シ
ス
テ
ム
導
入
を

問建
設
課
長

観
光
経
済
課
長

問建
設
課
長

問

建
設
課
長

問観
光
経
済
課
長

問

風越公園で試してみて
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西　 千 穂

地下水保全条例で井戸設置の
申告もれが発生することはな
いか

もれのないよう、課を横断し対応している
生活環境課長

「地下水保全条例」とは … 貴重な地下水を「公の水」として位置付けその保全に関し
必要な事項を定めた条例で新規井戸設置は許可・届け出が、既存井戸も届け出が必要
になります。

条
例
制
定
以
降
で
森

林
買
収
件
数
は
。

20
件
。

地
下
水
採
取
を
目
的
と
し

た
も
の
は
な
い
。

井
戸
の
把
握
と
運
用

の
状
況
は
。

27
年
11

月
末
現
在
で
３
２
２
件
。

井
戸
設
置
者
の
水
質
検
査

等
の
報
告
も
全
て
提
出
さ

れ
て
い
る
。

湧
水
は
地
下
水
が
表

出
し
た
も
の
。
湧
水
の
保

全
は
地
下
水
の
保
全
。
こ

の
条
例
は
井
戸
の
設
置
の

み
を
問
う
内
容
だ
が
、
湧

水
も
対
象
と
し
て
は
。

町
の
水

道
施
設
で
８
か
所
、
簡
易

水
道
事
業
で
５
か
所
、
専

用
水
道
事
業
で
２
か
所
、

流
量
の
多
い
湧
水
は
水
道

施
設
水
源
と
し
て
既
に
管

理
運
用
さ
れ
て
お
り
、
条

例
の
対
象
と
し
な
い
。

循
環
す
る
水
体
系
、

そ
の
公
共
性
を
守
ら
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
生
命
の

源
で
あ
る
水
に
つ
い
て
、

明
確
な
活
動
や
方
策
を
推

進
す
る
こ
と
で
、
お
の
ず

と
人
が
集
ま
る
憩
の
場
、

ま
さ
に
保
養
地
・
軽
井
沢

と
し
て
の
文
化
を
維
持
で

き
る
と
考
え
る
。

地
域
の
共
有
財
産
で
あ

る
湧
水
の
保
全
は
、
ま
ち

づ
く
り
、
環
境
学
習
へ
と

つ
な
が
る
。
湧
水
に
特
化

し
た
取
組
み
を
考
え
て
は
。

地
下
水

及
び
湧
水
の
健
全
な
循
環

や
当
該
地
域
の
保
全
な
ど

を
目
的
と
し
た
会
、「
水

資
源
保
全
全
国
自
治
体
連

絡
会
」
に
参
加
。

湯
川
親
水
公
園
は
水
に

親
し
む
場
と
し
て
整
備
。

「
軽
井
沢
高
原
を
美
し
く

す
る
会
」
は
河
川
へ
の
不

法
投
棄
の
監
視
や
年
４
回

町
内
12
地
点
で
水
質
検
査

を
実
施
。「
信
濃
川
を
守

る
協
議
会
佐
久
ブ
ロ
ッ
ク
」

と
年
２
回
河
川
パ
ト
ロ
ー

ル
、
ゴ
ミ
拾
い
を
実
施
。

町
内
３
小
学
校
か
ら
募

集
し
た
ト
ム
ソ
ー
ヤ
ク
ラ

ブ
は
水
辺
教
室
等
で
自
然

体
験
学
習
を
実
施
し
て
い

る
。

問生
活
環
境
課
長

問生
活
環
境
課
長

問上
下
水
道
課
長

問生
活
環
境
課
長

雄大な浅間山の恵み

一口
メモ
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横須賀 桃子
効率のよい研修会を業者にリクエストしていく
教育次長

中学校の全教室に設置される
電子黒板を有効活用できる
研修会の実施を

育もう、健康な心と身体を

情
報
モ
ラ
ル
教
育
に

も
役
立
つ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
で

あ
る
が
、
電
子
黒
板
を
活

用
し
、
授
業
を
ど
の
よ
う

に
改
革
し
て
い
く
考
え
か
。

デ
ジ
タ
ル
教

科
書
を
活
用
し
て
授
業
の

効
率
化
を
は
か
り
、
生
徒

が
主
体
的
に
学
ぶ
授
業
を

考
え
進
め
て
い
く
。

保
存
機
能
を
利
用
し

て
、
教
室
以
外
で
過
ご
し

て
い
る
生
徒
や
欠
席
者
が

授
業
内
容
を
確
認
で
き
る

な
ど
の
活
用
は
考
え
て
い

る
か
。

使
用
方
法
や

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
問
題

に
つ
い
て
先
生
と
協
議
し

て
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

４
月
か
ら
先
生
が
電

子
黒
板
を
有
効
活
用
す
る

た
め
に
、
模
擬
授
業
な
ど

の
研
修
会
を
業
者
に
リ
ク

エ
ス
ト
し
て
開
催
す
る
べ

き
だ
が
。

新
学
期
初
め

に
取
り
扱
い
説
明
会
、
そ

問

の
後
、
す
で
に
電
子
黒
板

を
活
用
し
て
い
る
教
師
を

招
い
て
の
研
修
会
も
予
定

し
て
い
る
が
、
業
者
に
も

研
修
会
を
リ
ク
エ
ス
ト
し

て
い
く
。

問

中
学
生
に
性
教
育
を

実
施
す
る
意
味
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
。　

教
え
る
年
代
が
遅

過
ぎ
で
あ
り
、
年
代
に
よ

っ
て
教
え
る
内
容
も
変
え

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

思
春
期
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
が
将
来
の
健
康
に

影
響
す
る
こ
と
を
考
え
、

異
性
・
命
・
自
己
肯
定
感

に
つ
い
て
の
知
識
・
情
報

と
相
談
場
所
を
一
覧
表
に

し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作

成
す
べ
き
で
は
。

現
在
、
保
健

の
教
科
書
と
「
中
学
保
健

ノ
ー
ト
」
ま
た
、「
性
に
関

す
る
指
導
の
手
引
き
」
を

活
用
し
て
い
る
の
で
、
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
す
る

考
え
は
な
い
が
、
こ
れ
か

ら
も
生
徒
達
の
声
に
耳
を

傾
け
検
討
し
て
い
く
。

「ＩＣＴ教育」とは … 電子黒板（描いた内容を電子的に変換することが可能なホワイ
トボード）やノートパソコンの利用・活用方法を教育の一環として取り入れた教育の
ことです。

町
長

問教
育
次
長

問

問

教
育
次
長

教
育
次
長

中
学
生
に
「
心
と
身
体
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を

教
育
次
長

一口
メモ
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農協のために軽井沢農業があるわけではない。
また、（農協参入は）難しいと思っている

大 浦 洋 介

農産物売り場の運営「仕様書」
を改めてでも、農協に担って
もらうべきではないか

町 長

い
農
協
に
任
せ
て
も
い
い

の
で
は
な
い
か
。

　

農
産
物

売
り
場
に
つ
い
て
も
発
地

市
庭
の
一
部
で
あ
る
の
で
、

指
定
管
理
者
に
よ
る
指
導
、

教
育
、
研
修
は
必
要
で
あ

る
。（
受
け
て
も
ら
う
）

　

仕
様
書
で
は
、
地
場

産
以
外
の
農
産
物
は
指
定

管
理
者
か
ら
選
定
を
受
け

な
け
れ
ば
販
売
で
き
な
い
。

全
て
農
協
に
任
せ
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
。

　

農
産
物

売
場
に
農
協
が
関
わ
る
か

ど
う
か
わ
か
ら
な
い
仮
定

の
話
な
の
で
答
え
ら
れ
な

い
。

　

Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
も

今
農
協
の
直
売
所
で
使
用

し
て
い
る
も
の
で
は
ど
う

し
て
駄
目
な
の
か
。

　

農
協
が

使
っ
て
い
る
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ

シ
ス
テ
ム
の
プ
ラ
ス
α
の

も
の
を
考
え
て
い
る
。

　

指
定
管
理
者
に
選
定

さ
れ
た
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

シ
ン
ワ
は
、
特
に
、
ど
の

部
分
の
評
価
が
高
か
っ
た

の
か
。

　

総
合
的
評
価

で
選
定
し
て
い
る
が
、
特

に
と
い
え
ば
、
５
年
以
内

の
通
年
営
業
化
に
向
け
て

ど
の
よ
う
な
運
営
が
で
き

る
か
を
、
重
点
に
お
い
た
。

　

選
定
さ
れ
な
か
っ
た

農
協
に
対
し
て
町
は
、
農

協
と
の
連
携
で
ど
の
よ
う

な
折
衝
を
し
て
い
る
の
か
。

　

町
長
が
、

Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
本
所
に
出

向
い
て
仕
様
ど
お
り
に
直

売
部
門
の
協
力
を
依
頼
し

た
。
そ
の
後
も
文
章
で
要

望
す
る
な
ど
、
折
衝
は
続

け
て
い
る
。

　

農
協
は
、「
仕
様
書
は

費
用
負
担
部
分
以
外
に
つ

い
て
明
確
な
記
述
が
な
い

の
で
関
わ
れ
な
い
」
と
し

て
い
る
。
直
売
部
門
の
従

業
員
の
指
導
、
訓
練
く
ら

発地市庭の建設現場

　

直
売
部
門
は
、
仕
様

書
の
内
容
を
改
め
て
で
も
、

農
協
に
運
営
を
担
っ
て
も

ら
う
べ
き
だ
と
思
う
が
。

　

農
協
の
た
め
に
軽

井
沢
農
業
が
あ
る
わ
け
で

は
な
い
。（
農
協
参
入
は
）

難
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

「ＰＯＳシステム」とは … 商品の販売情報の管理システムで、商品名、金額など商品
情報や配送発注の詳細情報がコンピューターに送られデータ管理されるため、販売戦
略を立ることができます。

問企
画
課
長

観
光
経
済
課
長

問問

観
光
経
済
課
長

問観
光
経
済
課
長

問観
光
経
済
課
長

問町
長

一口
メモ
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12月会議では、8人の議員が一般質問を行いました。
質問、答弁は、11ページから18ページです。
内容に関しては、要約して載せてあります。

一般質問
町
へ
の
提
言
!!

「一般質問」とは… 本会議で議員が行う町政全般に関する質問や提言をするものです。
当町の場合、一問一答で町側答弁も含め一人一時間以内となっています。

12月より部活動などでの使用が始まった中学校新体育館。

大浦  洋介 （11ページ）

●農産物売り場の運営「仕様書」を改めてで
も、農協に担ってもらうべきではないか

横須賀 桃子 （12ページ）

●中学校の全教室に設置される電子黒板を
有効活用できる研修会の実施を
●中学生に「心と身体のガイドブック」を

西   千穂 （13ページ）

●地下水保全条例で井戸設置の申告漏れが
発生することはないか

利根川 泰三 （14ページ）

●ビーコン（近距離通信技術）を利用した観
光案内を
●道路管理にアダプトシステム導入を

栁澤  信介 （15ページ）

●新幹線 かがやき の軽井沢停車は
●軽井沢に本屋がないが

川島 さゆり （16ページ）

●認知症支援対策は
●女性のがんセット検診を

佐藤  幹夫 （17ページ）

●イノシシの捕獲数を増やす対策は
●マイナンバー通知カードの発送は

土屋   浄 （18ページ）

●子どもの貧困対策を強め就学援助拡大を
●マイナンバーの便益は
●要支援１・２の予防給付は

＜１日目＞
12月７日

＜２日目＞
12月８日

一口
メモ

議事録は、議会ホームページで閲覧できます。
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「一部採択」とは … 請願（陳情）の審議結果は、採択か不採択の二者択一ですが、請願（陳
情）の一部に賛成し得る項目などの部分があった場合、その部分を指定して採択する
ことです。

●全会一致の議案
議案第60号 軽井沢町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例等の一部改正
議案第61号 軽井沢町一般職の職員の給与に関する条例の一部改正
議案第62号 軽井沢町まちづくり基本条例の一部改正
議案第63号 軽井沢町国民健康保険条例の一部改正
議案第64号 軽井沢町国民健康保険税条例等の一部改正
議案第65号 軽井沢町公共下水道条例の一部改正
議案第67号 指定管理者の指定（軽井沢観光会館）
議案第68号 指定管理者の指定（軽井沢町地域交流施設くつかけテラス）
議案第69号 指定管理者の指定（軽井沢町観光振興センター）
議案第70号 指定管理者の指定（軽井沢町農産物等直売施設軽井沢発地市庭）
議案第71号 指定管理者の指定（軽井沢風越公園アイスアリーナ外6施設）
議案第72号 指定管理者の指定（軽井沢町都市施設さわやかハット外1施設）
議案第73号 町道の廃止
議案第74号 町道の認定
議案第75号 平成27年度町単戸籍総合システム更新機器類購入契約の締結
議案第76号 平成27年度町単軽井沢中学校初度調弁備品購入契約の締結
議案第77号 平成27年度町単軽井沢中学校初度調弁備品購入（体育備品）契約の締結
議案第78号 車両撤去土地明渡等請求事件に係る訴えの提起
議案第79号 平成27年度軽井沢町一般会計補正予算（第6号）
議案第80号

～

議案第 86号

平成27年度軽井沢町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第2号）

平成27年度軽井沢町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）

● 陳情に対して一部採択・意見書を提出
　　介護労働者の処遇改善及び　→　一部採択
　　人員配置基準の改善を求める　　（願意の一部を妥当と認める）
　　　　　　　　　　　　　　　↓

一目でわかる審議結果

●賛否の分かれた議案

▶▶▶ 国へ意見書を提出しました ▶▶▶
介
護
労
働
者
の
処
遇
改
善
及
び
人
材
確

保
・
離
職
防
止
対
策
を
求
め
る
意
見
書

　

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
中
で
、
介

護
労
働
者
の
人
材
確
保
・
離
職
防
止
対

策
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
介
護
人
材
需

給
推
計
で
は
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以

上
と
な
る
２
０
２
５
年
に
は
37.

７
万

人
が
不
足
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
２
０

１
５
年
４
月
の
介
護
報
酬
改
定
で
は
、

介
護
職
員
の
賃
金
改
善
を
促
進
す
る
た

め
に
、
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
が
強

化
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
基
本
報
酬

が
引
き
下
げ
ら
れ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
は
厳
し
い
事
業
運
営
を
強
い
ら
れ

て
お
り
、
こ
れ
以
上
の
処
遇
改
善
を
事

業
所
に
委
ね
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
人

材
不
足
は
地
域
の
介
護
施
策
に
深
刻
な

影
響
を
与
え
る
た
め
、
国
の
施
策
と
し

て
人
材
確
保
・
離
職
防
止
対
策
を
推
進

す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

　

介
護
労
働
者
の
処
遇
改
善
や
安
全
・

安
心
の
介
護
を
確
保
す
る
職
員
体
制
の

確
立
は
、
介
護
報
酬
の
範
囲
内
で
対
応

さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
各
種
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
部
分

に
関
わ
る
介
護
報
酬
は
こ
の
間
の
介
護

報
酬
改
定
で
大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
て

お
り
、
こ
れ
以
上
、
事
業
所
の
努
力
に

委
ね
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　

よ
っ
て
下
記
の
事
項
に
つ
い
て
国
に

強
く
要
望
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

記

１
、 

介
護
職
員
を
は
じ
め
と
す
る
、
介

護
現
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
の
処

遇
改
善
を
図
る
こ
と
。

２
、 

介
護
労
働
者
の
人
材
確
保
・
離
職

防
止
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定

に
基
づ
き
意
見
書
を
提
出
す
る
。

提
出
先
…
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働  

　
　
　
　

 

大
臣
、
財
務
大
臣

～採決結果一覧表～

一口
メモ
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その他の主な補正予算 金  額 財  源

住宅リフォーム補助金増 ２億３０００万円 町

JOCジュニア 第 39回全日本ジュニアスケート選手権大会補助 ３００万円 町

旧軽井沢地区公衆トイレ用地購入 ７８０万円 町

「繰越明許費」とは … 予算が成立し事業を執行する中で、年度内に事業が終了しない
場合、次年度へ繰り越し執行できるものです。

　
　

直
売
所
施
設
内
で
は
な
く
、
道
路
沿
い
の
案
内
看
板
か
。

答　

国
道
・
県
道
・
町
道
に
掲
げ
る
案
内
看
板
で
あ
る
。
国
道
に
関

し
て
は
道
路
上
空
に
突
き
出
し
た
も
の
は
禁
止
の
た
め
、
国
道
沿
い

の
民
地
に
な
る
。

直
売
所
案
内
看
板設

置
工
事

問答

2900万円

町道池ノ端軽井沢線擁壁改修工事

　

新
校
舎
と
共
に
新
し
く

な
る
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
人
工
芝
を
敷
き
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
気
に
せ
ず
部
活

動
に
励
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
に
、
水
は
け
が
良
い
人

工
芝
に
し
ま
す
。

8億7400万円

補正
予算繰越明許費

「債務負担行為」とは … 次年度予算の一部を前倒しすることです。
複数年度にわたり支出を予定する事業については後年度の負担を明確にするため、また単年度の事業でも年
度当初から事業を開始したい場合に使われます。当町は積極的に債務負担行為を行うことで時期による事業
の偏りを防ぎ、年度当初から取り組めるようにしています。

　

恵
み
シ
ャ
レ
ー
か
ら
ホ
テ
ル
鹿
島
ノ
森

へ
抜
け
る
道
は
以
前
か
ら
通
行
に
困
難
を

極
め
て
い
ま
し
た
。
路
肩
を
含
め
自
転
車

で
も
車
で
も
安
全
に
走
行
で
き
る
よ
う
に

直
し
ま
す
。

問　

こ
の
工
事
に
は
路
面
の
補
修
は
含

ま
れ
て
い
る
か
。

答　

拡
幅
は
不
可
能
だ
っ
た
が
、
路
肩

の
補
修
・
周
辺
を
含
め
た
路
盤
の
改
修

工
事
予
定
。
舗
装
は
６
３
０
ｍ
で
あ
る
。

答 問

問　

債
務
負
担
行
為
の

場
合
、
前
払
い
金
は
ど

う
な
る
の
か
。

問　

契
約
年
度
に
前
払

い
金
の
支
払
い
は
不
可

能
で
実
施
年
度
に
な
る

が
、
業
者
が
希
望
す
れ

ば
保
証
協
会
に
よ
る
支

払
い
は
可
能
で
あ
る
。

答 問

中学校グラウンド
人工芝化他整備事業

債務負担行為補正

一口
メモ

　

今
春
オ
ー
プ
ン
予
定
の
「
発
地
市
庭
」
へ
幹
線
道
路
か
ら

迷
わ
ず
行
か
れ
る
よ
う
に
、
案
内
看
板
を
設
置
し
ま
す
。

1000万円
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「観光振興センター」とは … 27 年 4月にオープンした観光振興のための情報発信や
収集の拠点です。旧軽井沢の旧ＮＴＴビルを改修し、駅前にあった観光協会が事務所
を移転しました。

　

新
し
く
な
る
中
学
校
に
お
け
る
設
備
的
な
備

品
の
購
入
に
つ
い
て
の
契
約
で
す
。

問　

技
術
科
機
械
は
継
続
利
用
と
い
う
こ

と
だ
が
。

答　

技
術
家
庭
の
機
械
機
器
類
、
ピ
ア
ノ

等
使
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
移
設
す
る
。

問　

備
品
に
関
し
て
、
こ
こ
は
と
い
う
こ

だ
わ
り
を
持
っ
て
購
入
す
る
も
の
は
。

答　

今
回
購
入
す
る
備
品
に
は
教
材
備
品

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
教
材
備
品
等
は
、

教
職
員
と
の
協
議
で
選
定
し
て
い
く
。

問　

椅
子
、
机
、
器
具
や
棚
等
に
、
輸
入

品
は
あ
る
か
。

答　

全
て
国
内
生
産
の
も
の
と
確
認
し
て

い
る
。

問　

見
学
時
ロ
ッ
カ
ー
が
あ
っ
た
が
、
バ

ッ
グ
を
置
く
場
所
は
。

答　

ロ
ッ
カ
ー
に
つ
い
て
は
、
教
室
の
後

ろ
に
作
っ
た
ロ
ッ
カ
ー
以
外
の
も
の
は

考
え
て
い
な
い
。

決
契約
締
約

締

中
学
校
の
備
品
購
入

問答問答問答問答

老人福祉センターほか14施設を指定管理者５団体で  33 年３月 31日まで

 
 

「指定管理者」決まる!!「指定管理者」決まる!!

風越パークコーオペレイション
「軽井沢のスケートの灯は僕らが受け継いでいます！
町内小学校スケートクラブの皆さん～風越公園スケートリンク」

（一社）軽井沢観光協会
「アジアからのお客様も気軽に立ち寄ります 

～観光振興センター」

㈱フードサービスシンワ
「自由通路での楽しみ 無料コンサート

 ～くつかけテラス」

（一社）軽井沢町振興公社
「鉄道文化の魅力をアピールさせたい 
　　　　　～（旧）軽井沢駅舎記念館」
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付
託
さ
れ
た
社
会
常
任
委
員
会
で
原
案
が
否

決
さ
れ
、
本
会
議
で
討
論
に
な
り
ま
し
た
。

（
Ｐ
22
参
照
）

反
対
討
論

栁
澤
信
介　

町
社
会
福
祉
の
根
幹
を
な
す
施
設

と
し
て
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

に
つ
い
て
行
政
と
の
互
換
性
、
協
調
性
な
ど
を

総
合
的
に
勘
案
し
反
対
だ
。

利
根
川
泰
三　

町
民
の
利
便
性
向
上
に
問
題
が

あ
り
、
こ
の
ま
ま
の
事
業
内
容
の
指
定
管
理
者

へ
の
提
案
に
は
承
認
し
か
ね
る
。

篠
原
公
子　

５
年
前
と
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
効
率
的
に
利
用
す
る
た

め
、
事
業
内
容
、
利
用
範
囲
な
ど
条
例
を
見
直

し
た
う
え
で
募
集
す
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論

大
浦
洋
介　

福
祉
を
専
門
と
す
る
団
体
よ
り
農

協
の
評
価
が
高
か
っ
た
。

市
村
守　

利
用
者
は
多
い
し
喜
ん
で
い
る
。
現

状
の
施
設
運
営
に
つ
い
て
は
何
ら
問
題
が
な
い
。

土
屋
浄　

農
協
の
管
理
運
営
に
指
摘
す
べ
き
瑕か

疵し

も
な
く
、
利
用
者
は
増
え
て
い
る
。

結
果
【
原
案
可
決
】  

賛
成
８
人
、
反
対
７
人

　
　
賛
成
多
数
で
原
案
可
決

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ど
う
い
う
項
目

の
中
に
入
っ
て
い
る
か
。
あ
る
い
は
書

類
の
作
成
上
書
く
よ
う
な
欄
は
あ
る
か
。

答　

条
例
に
も
選
定
の
審
査
基
準
が
載
っ

て
お
り
、
添
付
資
料
と
し
て
実
績
も
当

然
加
味
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
の
総

合
的
な
評
価
で
あ
り
、
全
体
的
に
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
内
容
が
基
本
で
あ
る
。

問　

管
理
が
中
心
で
い
い
の
か
。
基
本
的

に
は
利
用
者
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

で
は
。
指
定
管
理
者
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ

ス
が
下
が
っ
た
と
し
た
ら
、
良
い
方
向

に
は
い
っ
て
い
な
い
の
で
は
。

答　

管
理
も
含
め
て
運
営
面
の
総
合
的
な

判
断
で
あ
る
。

「指定管理者」とは … 地方公共団体が、公の施設の管理を行わせるために、期間を定
めて指定する団体のことです。

問

議案
審議
問　

民
間
事
業
の
能
力
を
活
用
し
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
・
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

効
率
を
上
げ
る
た
め
に
指
定
管
理
に
出

し
て
い
る
が
、
も
う
一
団
体
と
の
差
は
。

答　

申
請
団
体
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
の
で
、

公
表
は
で
き
な
い
が
、
総
合
的
評
価
に

よ
る
。
利
用
者
数
は
年
々
伸
び
て
い
る

の
で
、
実
績
の
問
題
は
な
い
と
考
え
る
。

問　

指
定
管
理
に
指
名
し
た
そ
の
一
番
の

決
定
的
な
理
由
は
。

答　

11
人
の
委
員
が
総
合
的
に
判
断
を
し

て
、
施
設
の
管
理
を
有
効
的
に
や
っ
て

い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
で
選
定
し
た
。

問　

役
場
に
一
番
近
い
場
所
で
、
町
民
が

い
つ
で
も
利
用
で
き
る
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
が
、
経
費
的
・
管
理
的
な
こ
と
だ

け
で
選
定
を
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
か
。
も
っ
と
福
祉
中
心
に
考
え
ら
れ

な
い
の
は
ど
う
し
て
か
。

答　

老
人
の
憩
い
の
場
を
重
要
視
し
た
。

福
祉
業
務
に
関
し
て
は
、
木
も
れ
陽
の

里
で
行
っ
て
い
る
。

問　

総
合
的
判
断
を
下
す
な
か
で
、
専
門

性
・
実
績
・
貢
献
度
等
が
反
映
さ
れ
な

問答問答答 問

答

問

答

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

屋
内
多
目
的
運
動
場

指定管理

《
反
対
意
見
》

栁
澤
信
介

　
討
　
論

《
賛
成
意
見
》

篠
原
公
子

利
根
川
泰
三

土
屋
浄

大
浦
洋
介

市
村
守

老人福祉センター
僅差で可決

一口
メモ

一口
メモ

老人福祉センター
僅差で可決

佐久浅間農業協同組合
「町民の交流の場に ～老人福祉センター」
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「国際アカデミー」とは… 1987 年アムステルダム大会で JCI（国際青年会議所）公認
プログラムとなった、グローバルリーダー育成トレーニングプログラムです。

要
望1　

軽
井
沢
駅
の
ｗ

ｉ
ｆ
ｉ
環
境
の
充
実
な
ど

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
お
願

い
し
た
い
。

要
望2　

軽
井
沢
駅
の
案

内
が
わ
か
り
づ
ら
い
。
ま

た
南
口
の
エ
レ
ベ
ー
タ
が

一
基
し
か
な
く
、
常
に
混

雑
し
て
い
る
。

要
望3　

他
市
町
村
で
は

広
域
観
光
連
携
を
組
ん
で

い
る
。
軽
井
沢
で
も
組
ん

で
は
ど
う
か
。

　
議
員　

単
に
補
助
金
の
増

額
と
い
う
類
い
の
話
で
は

な
か
な
か
難
し
い
が
、
条

例
改
正
や
仕
組
み
を
変
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
業

が
や
り
や
す
く
な
る
、
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
協
力

で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
る
。

●
情
報
発
信
や
公
共
施
設

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
、
言
語
対
策
、

自
転
車
用
道
路
、
広
域
連

携
な
ど
様
々
な
分
野
の
実

情
を
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
案
件
に
つ

い
て
今
後
も
お
話
を
き
く

機
会
を
も
ち
た
い
と
思
い

ま
す
。

議
員　

幅
広
く
意
見
を
集

め
る
と
い
う
意
味
で
は
匿

名
の
方
が
い
い
の
で
は
な

い
か
。
的
外
れ
な
も
の
は
、

職
員
間
の
話
し
合
い
で
ふ

る
い
に
か
け
れ
ば
い
い
の

だ
か
ら
取
捨
選
択
は
で
き

る
は
ず
。

教
員　

授
業
評
価
を
数
値

化
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
は
非
常
に
問
題
が
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。
こ
う

い
う
ふ
う
に
直
し
て
み
た

が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
と
問

い
か
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
お
互
い
に
信
頼
関
係

を
築
き
な
が
ら
、
い
い
授

業
を
つ
く
り
上
げ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
る
。

●
私
た
ち
議
員
に
と
っ
て

大
切
な
の
は
、
首
長
、
教

育
委
員
会
、
教
員
、
保
護

者
、
場
合
に
よ
っ
て
は
児

童
生
徒
な
ど
多
様
な
立
場

の
考
え
を
聴
く
機
会
を
も

つ
こ
と
で
あ
る
よ
う
に
思

い
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
が
何
が
問
題

な
の
か
認
識
を
共
有
し
、

日
頃
か
ら
意
見
を
交
換
し

合
う
関
係
づ
く
り
が
必
要

で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
継
続
的

に
お
話
を
き
い
て
い
き
た

い
分
野
で
す
。

～ひとつのテーマを
さらに深く～

　議会では各種グループ・団体の方
々と様々なテーマについて踏み込ん
で語り合い、要望をおききし意見を
交換しあう場として議員懇談会を始
めました。

軽
井
沢
青
年

会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
）

議
員

「
匿
名
の
授
業
評
価
・  

学
校
評
価
の
実
施
」

に
関
し
て

教
員

議
員

要
望
１

要
望
２

要
望
３

議員懇談会

27
年
７
月
27
日

商
工
会
館

市
川
将
明
理
事
長
他
10
名

Ｊ
Ｃ　

Ｊ
Ｃ
で
は
国
際
ア

カ
デ
ミ
ー
の
誘
致
を
考
え

て
い
る
。
サ
ミ
ッ
ト
誘
致

に
至
ら
な
か
っ
た
原
因
は
。

議
員　

ア
カ
デ
ミ
ー
誘
致

は
国
際
会
議
都
市
を
め
ざ

す
軽
井
沢
に
と
っ
て
も
お

お
い
に
歓
迎
す
る
。

　

サ
ミ
ッ
ト
は
首
相
が
決

定
権
を
も
っ
て
い
る
の
で

難
し
か
っ
た
。

●
次
世
代
の
軽
井
沢
を
担

う
彼
ら
だ
か
ら
こ
そ
、
そ

の
言
葉
の
中
に
町
づ
く
り

の
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い

る
の
で
は
と
感
じ
ま
し
た
。

更
に
工
夫
を
重
ね
た
次
回

の
立
会
演
説
会
に
も
期
待

し
て
い
ま
す
。

議
員

軽
井
沢
町

教
職
員
組
合

27
年
８
月
19
日

町
役
場
第
二
委
員
会
室

森
田
千
晶
先
生
他
６
名

軽
井
沢観光

協
会

27
年
10
月
９
日

軽
井
沢
町
観
光
振
興
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

土
屋
芳
春
会
長
他
25
名

時代とともに変わりゆく観光ニーズを聴く

一口
メモ

Ｊ
Ｃ
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「オンデマンド交通」とは… 予約制の乗り合いバスです。乗り合いなのでタクシーよ
り安く、乗客がいなければ運行しないので、路線バスより効率があがり、多数のバス
停を設置できるためバス停への便が良いとの利点があります。

「まちづくりを語る会」より
問　

外
灯
の
増
設
と
球
切

れ
の
迅
速
な
対
応
を
。

生
活
環
境
課
長　

防
犯
灯

の
設
置
規
定
に
基
づ
き
順

次
設
置
し
て
い
く
。
電
球

交
換
、
修
繕
は
速
や
か
に

つ
と
め
て
い
き
た
い
。

問　

貯
木
場
の
チ
ッ
プ
が

貯
ま
り
放
題
だ
が
。

観
光
経
済
課
長　

枝
の
搬

入
量
が
例
年
よ
り
多
い
。

来
年
度
は
積
み
込
み
サ
ー

ビ
ス
を
予
算
化
し
実
施
し

た
い
。

問　

鹿
害
対
策
の
充
実
を
。

観
光
経
済
課
長　

出
没
場

所
の
的
確
な
把
握
で
来
年

度
４
０
０
頭
を
目
標
に
効

率
よ
く
捕
獲
を
計
画
し
て

い
る
。

問　

障
が
い
者
家
族
の
相

談
に
事
例
を
踏
ま
え
丁
寧

な
説
明
を
。

保
健
福
祉
課
長　

ご
意
見

を
踏
ま
え
丁
寧
な
説
明
を

徹
底
し
て
い
き
た
い
。

問　

八
風
湖
周
辺
の
大
規

模
開
発
で
水
害
が
心
配
だ
。

生
活
環
境
課
長　

各
課
の

審
査
を
受
け
協
議
が
終
了

し
て
い
る
。
県
の
許
可
も

得
、
雨
水
排
水
対
策
の
計

画
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
水

害
の
心
配
は
な
い
と
考
え

る
。

問　

高
齢
化
社
会
に
つ
い

て
町
の
考
え
は
。

保
険
福
祉
課
長　

高
齢
者

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
新
し
い
介
護
予
防
、
日

常
生
活
支
援
事
業
を
29
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

問　

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通

を
充
実
さ
せ
、
広
域
で
の

交
通
網
を
検
討
し
て
は
。

生
活
環
境
課
長　

当
町
は

対
象
地
域
が
広
範
囲
で
効

率
性
が
低
く
そ
ぐ
わ
な
い
。

循
環
バ
ス
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
で
対
応
し
た
い
。

問　

町
で
老
人
ホ
ー
ム
を

造
る
気
は
な
い
か
。

保
健
福
祉
課
長　

町
で
は

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

計
画
は
な
い
。
佐
久
広
域

圏
内
整
備
計
画
の
中
で
決

定
し
て
い
く
。

問　

観
光
案
内
地
図
は
し

っ
か
り
し
た
縮
尺
や
時
間
、

目
印
な
ど
入
れ
、
サ
イ
ク

リ
ン
グ
地
図
と
リ
ン
ク
さ

せ
共
用
す
る
考
え
は
。

観
光
経
済
課
長　

現
在
、

軽
井
沢
エ
リ
ア
ガ
イ
ド
マ

ッ
プ
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ

ッ
プ
が
統
合
さ
れ
て
い
る

の
で
利
用
で
き
る
。
今
後

よ
り
わ
か
り
す
い
地
図
で

あ
る
か
見
直
す
中
で
、
距

離
、
時
間
、
目
印
が
必
要

で
あ
る
か
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問　

浴
槽
の
な
い
町
営
住

宅
は
浴
槽
付
き
で
提
供
し

て
は
。

住
民
課
長　

昭
和
60
年
度

以
降
建
築
の
住
宅
に
は
整

備
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

分
家
賃
に
算
入
さ
れ
る
。

浴
槽
の
な
い
住
宅
と
の
公

平
さ
を
図
っ
て
い
る
。

問　

見
晴
台
へ
の
遊
歩
道

を
車
が
通
る
が
、
歩
行
者

の
安
全
の
た
め
、
看
板
位

置
の
検
討
が
必
要
で
は
。

観
光
経
済
課
長　

別
荘
地

が
あ
り
、
車
が
通
る
。
看

板
の
位
置
や
内
容
に
つ
い

て
は
検
討
す
る
。

問　

温
泉
施
設
利
用
券
を

タ
ク
シ
ー
や
介
護
用
品
に

使
用
で
き
な
い
か
。

保
健
福
祉
課
長　

温
泉
券

は
、
循
環
バ
ス
、
風
越
公

園
施
設
利
用
な
ど
拡
充
を

図
っ
て
き
た
。
今
後
検
討

す
る
。

遊
歩
道
の
安
全
を

貯
木
場
チ
ッ
プ
は

鹿
の
被
害
対
策
は

障
が
い
者
家
族
に

思
い
や
り
を

迅
速
な
外
灯
修
繕
を

高
齢
化
社
会
に

対
し
て
は

サ
イ
ク
リ
ン
グ
地

図
と
の
リ
ン
ク
は

浴
槽
付
き
の

町
営
住
宅
に

温
泉
券
利
用
拡
充
を

水
害
の
心
配
は

オ
ン
デ
マ
ン
ド

交
通
の
検
討
は

町
営
老
人
ホ
ー
ム
は

観
光
経
済
課
長

問問 問

住
民
課
長

生
活
環
境
課
長

生
活
環
境
課
長

保
健
福
祉
課
長

問問 問

問問

問 問

問

問

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

生
活
環
境
課
長

観
光
経
済
課
長

保
健
福
祉
課
長

観
光
経
済
課
長

一口
メモ

平成　　 年　　 月　　 日

有効期限／平成28年3月31日

軽井沢町長　藤巻　進

注
意
事
項

利用年月日

○この券を利用してのおつりは出ません。
　差額分は現金でお支払い下さい。
○ご本人以外の使用はできません（介助者を除く）。
　また転出された場合は、本券の利用はできません。

温泉施設
町内循環バス
温泉施設
町内循環バス

No.

利用券

平成

　

年度
27

早くタクシーにも使いたい

観
光
経
済
課
長
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二次元コードとは… 一般にいうQＲコードのことで、この中に多くの情
報が詰め込まれています。　　　　　（例 ：軽井沢町議会ホームページ→）

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
設
置
を

し
て
い
る
が
、
歩
行
者
の

安
全
確
保
は
不
十
分
で
あ

る
。
今
後
も
粘
り
強
く
県

に
要
望
し
て
い
く
。

教
育
次
長　

町
内
循
環
バ

ス
も
運
行
し
て
い
る
の
で
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
は

難
し
い
。

問　

外
国
籍
の
子
ど
も
が

授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い

の
で
国
際
交
流
協
会
員
が

学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
学

習
支
援
を
し
て
い
る
。
公

的
機
関
か
ら
人
材
派
遣
を
。

教
育
次
長　

昨
年
度
、
県

の
課
外
教
員
を
要
望
し
西

部
小
に
１
人
配
属
さ
れ
た
。

東
部
小
に
つ
い
て
も
県
に

要
望
し
て
い
く
。

問　

信
濃
追
分
駅
跨
線
橋

の
昇
降
が
大
変
で
あ
る
が
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
取
り
組

み
が
遅
れ
て
い
る
の
で
は
。

企
画
課
長　

町
か
ら
、
し

な
の
鉄
道
事
業
計
画
に
あ

げ
る
べ
き
事
で
、
町
単
独

で
昇
降
機
を
設
置
す
る
こ

と
は
、
現
状
で
は
難
し
い
。

町
で
は
道
路
、
建
物
の
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
も

含
め
整
備
し
て
い
る
の
で

取
り
組
み
は
遅
れ
て
い
な

い
。

問　

固
定
資
産
税
の
高
い

地
域
で
の
一
般
生
活
者
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
年
金
生

活
者
等
に
対
す
る
減
免
措

置
は
。

税
務
課
長　

特
定
地
域
の

固
定
資
産
税
減
額
は
現
状

で
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

矢
ヶ
崎
公
園
の
池
が

汚
れ
て
い
る
の
で
整
備
を
。

建
設
課
長　

今
後
、
実
施

計
画
の
中
で
検
討
し
た
い
。

問　

避
難
訓
練
や
避
難
所

体
験
等
の
実
施
は
。

消
防
課
長　

避
難
所
運
営

ゲ
ー
ム
等
が
体
験
可
能
な

県
の
出
前
講
座
の
活
用
も

一
つ
で
あ
る
。
防
災
訓
練

で
実
際
に
避
難
所
体
験
も

今
後
考
え
た
い
。

問　

軽
井
沢
駅
周
辺
の
電

線
地
中
化
は
。

建
設
課
長　

28
年
か
ら
の

４
年
間
で
、
軽
井
沢
本
通

り
の
東
雲
交
差
点
か
ら
観

光
振
興
セ
ン
タ
ー
ま
で
を

県
で
行
う
予
定
。
駅
周
辺

は
、
15
年
当
時
実
施
に
向

け
県
と
検
討
し
た
が
、
電

線
管
理
者
と
の
合
意
形
成

が
必
要
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

今
後
、
国
の
動
向
を
見
極

め
検
討
し
た
い
。

問　

中
国
人
観
光
客
が
多

い
が
、
英
語
だ
け
で
な
く

中
国
語
表
示
は
。

企
画
課
長　

看
板
は
で
き

る
だ
け
コ
ン
パ
ク
ト
に
日

本
語
と
英
語
表
示
の
み
と

考
え
て
い
る
。
主
要
観
光

施
設
に
つ
い
て
は
、
二
次

元
コ
ー
ド
で
言
語
表
示
さ

れ
る
こ
と
も
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

問　

民
泊
特
区
認
定
で
空

き
部
屋
、
空
き
別
荘
等
を

利
用
し
た
観
光
客
の
宿
泊

は
。

総
務
課
長　

町
で
は
民
泊

関
係
担
当
を
集
め
現
在
検

討
し
て
い
る
。
し
か
し
、

当
町
で
は
、
宿
泊
施
設
が

な
い
わ
け
で
は
な
く
、
逆

に
民
泊
特
区
を
行
政
が
積

極
的
に
進
め
、
空
き
別
荘

で
宿
泊
業
を
営
ま
れ
る
と

別
荘
文
化
が
壊
さ
れ
る
心

配
が
あ
る
。
当
町
で
は

「
規
制
す
る
立
場
を
と
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で

は
」
と
の
議
論
も
あ
る
。

問　

遊
休
農
地
の
草
刈
り

を
６
月
に
実
施
で
き
な
い

か
。

観
光
経
済
課
長　

緊
急
時

の
食
糧
確
保
に
備
え
、
農

地
保
全
の
目
的
で
実
施
し

て
お
り
、
時
期
は
委
託
先

の
都
合
に
よ
る
。

町
長　

町
と
し
て
食
糧
生

産
が
減
っ
た
場
合
に
対
応

で
き
る
よ
う
い
つ
で
も
作

付
け
で
き
る
状
態
に
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。

問　

農
道
整
備
の
充
実
を
。

観
光
経
済
課
長　

農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
等
で
確
認
し
て

い
る
。
情
報
が
あ
れ
ば
早

急
に
補
修
す
る
。

綱渡り状態のグリーンベルト

外
国
籍
の

子
ど
も
支
援
を

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

税
金
の
減
免
措
置
を

矢
ヶ
崎
公
園
の

池
の
整
備
を

避
難
訓
練
、

避
難
所
体
験
を

電
線
地
中
化
を

民
泊
特
区
は

中
国
語
表
示
は

遊
休
農
地
の

　
　 

草
刈
り
を

農
道
整
備
は

問

建
設
課
長

企
画
課
長

問

問

問

観
光
経
済
課
長

教
育
次
長

教
育
次
長

税
務
課
長

消
防
課
長

建
設
課
長

企
画
課
長

総
務
課
長

観
光
経
済
課
長

町
長

問

問問

問 問

問

一口
メモ
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今
回
は
、
10
月
22
日 

発
地
公
民
館
、
26
日 

追
分
公
民
館
、
27
日 

矢
ヶ
崎
公
園
管
理
棟
の
３
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
、
活
動
の
様
子
を
地
域
に
出
向
い
て
住
民
の
皆
様
に
報
告
・
説
明
し
、
議
会
に
対
す
る
意
見
や
提
言
を
直
接

お
聞
き
し
て
、
政
策
立
案
へ
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
を
語
る
会
」
よ
り

問　

防
災
無
線
が
聞
き
づ

ら
い
の
で
早
急
に
整
備
で

き
な
い
か
。

消
防
課
長　

ス
ピ
ー
カ
ー

の
向
き
、
遠
く
近
く
広
く

届
く
よ
う
工
夫
し
改
善
し

て
い
く
。
伝
達
方
法
と
し

て
は
、
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
で
防
災
無
線
の
内
容

を
同
時
に
周
知
す
る
。
今

後
、
防
災
無
線
自
動
再
生

電
話
応
答
装
置
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

道
路
、
歩
道
に
出
て

い
る
木
の
枝
を
優
先
的
に

切
れ
る
よ
う
特
区
に
で
き

な
い
か
。

企
画
課
長　

19
年
台
風
時

に
特
区
の
協
議
が
さ
れ
た

経
緯
が
あ
る
が
、
民
法
上

の
問
題
で
取
り
上
げ
て
も

ら
え
な
か
っ
た
。
現
状
で

は
良
策
が
と
れ
て
い
な
い
。

建
設
課
長　

道
路
に
出
て

い
て
支
障
に
な
る
木
は
切

っ
て
い
る
。
地
権
者
に
も

お
願
い
し
て
い
る
。

問　

町
の
素
晴
ら
し
い
施

設
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

を
育
成
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長　

ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
の
育
成
も
あ
る
が
、

今
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た

こ
と
の
な
い
人
達
が
体
育

館
で
運
動
す
る
な
ど
効
果

も
出
て
き
て
い
る
。
両
面

合
わ
せ
て
使
用
し
て
も
ら

い
た
い
。

問　

町
道
借
宿
バ
イ
パ
ス

線
に
つ
な
が
る
県
道
の
拡

幅
工
事
の
進
捗
は
。

建
設
課
長　

県
で
は
今
年

度
、
佐
久
方
面
か
ら
倉
賀

橋
ま
で
、
道
路
と
橋
梁
の

詳
細
設
計
を
実
施
し
て
い

る
。
進
捗
状
況
は
、
現
道

の
拡
幅
案
か
、
佐
久
方
面

か
ら
倉
賀
橋
を
渡
り
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
と
し
な
の
鉄
道

の
間
を
通
る
案
を
再
検
討

し
て
い
る
。

問　

追
分
駅
県
道
を
下
っ

た
辺
り
の
通
学
路
は
、
交

通
量
が
多
く
歩
道
も
標
識

も
な
い
の
で
対
応
を
お
願

い
し
た
い
。
部
活
等
で
真

っ
暗
な
中
帰
る
の
は
と
て

も
危
険
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
検
討
を
。

建
設
課
長　

現
状
で
は
、

県
で
ド
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
グ

「特区」とは…  一律に決められた国の規制を外した特別な地域のことです。

歩道 この先は…

問　

町
道
発
地
馬
取
線
の

歩
道
が
一
部
切
れ
た
状
態

で
あ
る
が
。

建
設
課
長　

用
地
交
渉
が

難
航
し
工
事
中
断
の
経
緯

が
あ
る
。
橋
本
体
の
改
修

や
掛
け
替
え
が
必
要
な
の

で
、
実
施
時
期
を
含
め
今

後
検
討
し
た
い
。

こうや
ったら

　どう
かこうや

ったら

　どう
か

歩
道
整
備
を

防
災
無
線
整
備
を

枝
切
り
特
区
に

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
育
成
を

県
道
の
拡
幅
工
事

の
進
捗
は

危
険
な
通
学
路

対
策
を

問建
設
課
長

問消
防
課
長

問企
画
課
長

問総
務
課
長

問

建
設
課
長

問建
設
課
長

建
設
課
長

一口
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長野県軽井沢町議会

議会だより 会　議
12月
平成27年

《東保育園 おもちつき》

指定管理者決まる
「まちづくりを語る会」より
一般質問  町への提言
委員会リポート

ボランティア広場
「スペシャルオリンピックス」26
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19
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　　前の場所よりもずっと広くなった子育て支援センター
では、乳幼児たちがのびのびと遊んでいます。
同年代の子どもを持つママ達の交流の場所にもなっていて、
初めての子育てで心配や不安なことを保健師・助産師・保育
士さんに相談できるママ達のくつろぎの場所でもあります。

以

赤ちゃんもママも笑顔！

毎月の工作を
楽しみにしている
ママがたくさん
います。

ママの育児の
悩みにも相談に
のってくれます。

同
年
代
の
子
ど
も
を
持
つ

マ
マ
達
の
交
流
の
場
所
で
す
。

26

－ 発  行 －
平成 27年 10月 20日
長野県北佐久郡軽井沢町

軽井沢町議会
〒 389-0192

☎ 0267（45）8910
－ 編  集 －

広報広聴常任委員会
－ 印  刷 －

有限会社東城印刷
☎ 0267（45）1710

編
集
後
記

　

　
お
伝
え
し
た
い
内
容
が
ど
ん

ど
ん
増
え
、
26
ペ
ー
ジ
と
な
っ

た
今
号
い
か
が
で
し
た
か
。

　
な
ん
と
い
っ
て
も
ペ
ー
ジ
を

割
い
た
の
は
13
名
の
議
員
に
よ

る
一
般
質
問
。
最
前
線
の
課
題

に
つ
い
て
率
直
な
疑
問
を
投
げ

か
け
て
お
り
ま
す
。

　
決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
委

員
一
人
ひ
と
り
の
疑
問
を
な
る

べ
く
丁
寧
に
と
り
あ
げ
る
方
針

を
と
り
ま
し
た
。
皆
様
の
税
金

が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
、

し
っ
か
り
伝
わ
る
紙
面
づ
く
り

に
今
後
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
押
金
）

議
　
長
　
　
内
堀
　
次
雄

委
員
長
　
　
川
島
さ
ゆ
り

副
委
員
長

　
　
押
金
　
洋
仁

委
　
員
　
　
寺
田
和
佳
子

利
根
川
泰
三

栁
澤
　
信
介

　
　
　
　
　 

横
須
賀
桃
子

　
　
　
　
　 

　
　
市
村
　
　
守

　
　
　
　 

篠
原
　
公
子

取材：横須賀 桃子

●初めての育児では、不安な気
　持ちや心配ごともありますが、
　親身に育児相談にのってくれ
　ます。

●支援センターでは、毎月
たのしい工作やイベント
を企画して、赤ちゃんと
ママを待っています。

●同年代の子どもを持つママとの交流を通して
　情報交換をしたり、気分をリフレッシュしています。

2015 Autumn2015 Autumn2015 Autumn2015 Autumn
子育て
支援センター
子育て
支援センター

をたずねて

保育士さんと保健師さんは
いつでもママの応援団！

工作やイベントなどの
楽しい企画がいっぱい！
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「意見書」とは… 地方自治法の規定に基づき、地方公共団体の公益に関する事件に関し、
議会が地方公共団体の機関としての議会の意思を意見としてまとめた文書で、意見書は、
国会又は関係行政庁に提出することができます。

▶▶▶ 国へ意見書を提出しました ▶▶▶

現
在
、
国
会
で
審
議
中
の
安
全
保

障
関
連
法
案
に
つ
い
て
は
、
軽
井
沢

町
議
会
６
月
会
議
で
、「
今
国
会
で

の
成
立
を
急
ぐ
の
で
は
な
く
、
国
民

の
理
解
が
得
ら
れ
る
ま
で
十
分
議
論

を
尽
く
す
べ
き
で
あ
る
。」
と
の
内

容
の
意
見
書
を
、
全
会
一
致
で
可
決

し
て
、
内
閣
総
理
大
臣
と
衆
参
両
議

長
宛
に
提
出
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
早
け
れ
ば
今
週

中
に
も
審
議
が
打
ち
切
ら
れ
、
自
民

・
公
明
両
党
の
賛
成
多
数
で
、
法
案

が
成
立
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、「
国
会
で
の
成
立
を
急
ぐ

こ
と
な
く
慎
重
な
審
議
を
求
め
た
」

軽
井
沢
町
議
会
の
意
見
と
は
相
容
れ

な
い
暴
挙
で
、
決
し
て
看
過
で
き
る

こ
と
で
は
な
い
。
私
ど
も
軽
井
沢
町

議
会
議
員
は
、
憲
法
違
反
の
疑
い
が

極
め
て
濃
い
法
案
を
、
十
分
な
審
議

が
無
い
ま
ま
成
立
さ
せ
る
こ
と
な
ど

到
底
容
認
出
来
な
い
の
で
、
安
全
保

障
関
連
法
案
の
廃
案
を
求
め
ま
す
。

提
出
先
…
内
閣
総
理
大
臣

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長

安
全
保
障
関
連
法
案
の

廃
案
を
求
め
る
意
見
書

反
対
意
見

　
　
　
　
　
日
本
は
安
全

法
制
に
つ
い
て
、
戦
後
70

年
真
剣
に
議
論
さ
れ
て
い

な
い
。
し
か
し
今
、
世
界

の
情
勢
、
中
で
も
東
ア
ジ

ア
が
大
き
く
変
革
す
る
中
、

日
本
を
い
か
に
し
て
守
る

か
、
そ
の
た
め
の
法
整
備

で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
日

本
の
守
り
方
に
は
３
点
考

え
ら
れ
る
。
①
日
米
同
盟

の
役
割
の
中
で
②
日
本
単

独
で
③
非
武
装
中
立
で
②

③
は
机
上
の
空
論
で
あ
る
。

法
案
は
日
本
を
守
る
最
小

の
法
整
備
で
あ
る
。
よ
っ

て
廃
案
に
は
反
対
す
る
。

　
　
　
　
　
　
日
本
の
平

和
に
必
要
な
法
案
で
あ
る
。

外
交
努
力
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
近
隣
諸
国
で
は
弾
道

ミ
サ
イ
ル
や
核
兵
器
を
持

ち
国
連
の
言
う
こ
と
を
聞

か
な
い
国
が
あ
る
。
法
案

は
憲
法
９
条
を
逸
脱
せ
ず
、

専
守
防
衛
以
上
の
こ
と
は

し
な
い
。
自
衛
隊
派
遣
は

Ｐ
Ｋ
Ｏ
５
原
則
に
則
り
国

　
国
会
で
審
議
中
の
安
全

保
障
関
連
法
案
に
つ
い
て

６
月
会
議
で
「
今
国
会
で

の
成
立
を
急
ぐ
こ
と
な
く

国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る

ま
で
十
分
議
論
を
尽
く
す

べ
き
」
と
の
内
容
の
意
見

書
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、

意
見
書
を
国
へ
提
出
し
た
。

９
月
16
日
総
括
質
疑
を
参

議
院
安
全
保
障
特
別
委
員

会
で
行
い
、
２
時
間
で
採

決
を
打
ち
切
る
と
い
う
強

行
採
決
が
さ
れ
る
よ
う
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
軽
井
沢

町
議
会
の
意
見
書
と
は
相

容
れ
な
い
暴
挙
で
決
し
て

看
過
で
き
な
い
。
憲
法
違

反
の
疑
い
も
あ
る
法
案
を

十
分
審
議
せ
ず
成
立
さ
せ

る
こ
と
は
到
底
容
認
で
き

な
い
の
で
意
見
書
を
提
出

す
べ
き
で
あ
る
。

（
所
定
の
人
数
の
賛
成
者

が
い
た
た
め
、
追
加
日
程

と
し
て
議
題
に
し
た
。）

安全保障関連法案の廃案を求める意見書の提出の動議が土屋浄議員から提出された。

会
に
お
け
る
例
外
な
き
事

前
承
認
、
新
３
要
件
で
強

く
縛
っ
て
い
る
。

賛
成
意
見

　
　
　
　
　
６
月
会
議
で

今
国
会
で
の
成
立
を
急
ぐ

こ
と
な
く
十
分
な
議
論
を

尽
く
す
べ
き
だ
と
い
う
意

見
書
を
全
会
一
致
で
可
決

し
て
い
る
。
し
か
し
早
期

に
審
議
が
打
ち
切
ら
れ
法

案
が
成
立
す
る
状
況
で
あ

る
。
こ
れ
は
軽
井
沢
町
議

会
の
意
見
書
を
真
っ
向
か

ら
否
定
す
る
も
の
で
到
底

容
認
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
多
く
の
国
民

が
反
対
を
し
て
い
る
中
、

採
決
さ
れ
よ
う
と
し
て
お

り
、
軽
井
沢
町
議
会
と
し

て
の
慎
重
審
議
を
求
め
た

意
見
書
に
相
反
す
る
行
動

と
な
っ
て
お
り
憲
法
違
反

の
恐
れ
が
あ
る
。

（
賛
成
13
人
・
反
対
２
人
、

賛
成
多
数
で
可
決
）

篠
原
公
子

《
賛
成
意
見
》

《
反
対
意
見
》

川
島
さ
ゆ
り

大
浦
洋
介

栁
澤
信
介

寺
田
和
佳
子

西
　
　
千
穂

押
金

　
洋
仁

利
根
川
泰
三

栁
澤

　
信
介

遠
山

　
隆
雄

横
須
賀
桃
子

土
屋

　
好
生

佐
藤

　
幹
夫

市
村

　
　
守

佐
藤

　
敏
明

大
浦
　
洋
介

土
屋
　
　
浄

賛
成

反
対

川
島
さ
ゆ
り

篠
原
　
公
子

一口
メモ

安保法案に動議
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考
え
て
い
く
。

押
金
洋
仁　

改
築
が
必
要

と
な
っ
た
経
緯
だ
が
、
ど

ん
な
こ
と
で
不
便
を
き
た

し
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

　
災
害
時
の
対

策
本
部
設
置
場
所
と
し
て

充
分
で
な
い
こ
と
、
耐
用

年
数
50
年
と
い
わ
れ
る
中

で
当
庁
は
築
47
年
経
過
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

川
島
さ
ゆ
り　

成
年
被
後

見
人
の
法
定
代
理
人
又
は

本
人
の
委
任
に
よ
る
代
理

人
と
あ
る
が
、
司
法
書

士
・
弁
護
士
・
身
内
の
他

に
他
人
が
な
る
場
合
が
あ

る
。
本
人
が
認
知
症
の
場

合
は
大
丈
夫
な
の
か
。

総
務
課
長
　
成
年
後
見
人

関
係
は
、
佐
久
広
域
連
合

の
方
で
事
務
を
進
め
て
お

り
、
誰
で
も
勝
手
に
な
れ

る
訳
で
は
な
い
の
で
大
丈

夫
で
あ
る
。

は
も
っ
て
い
な
い
。
ま
ず

は
基
金
を
貯
め
て
行
く
時

期
と
考
え
る
。

　
基
金
は
10
年
後
30
億
円

と
い
う
の
が
目
標
で
、
５

年
ぐ
ら
い
を
か
け
て
議
会
、

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意

見
等
聞
き
な
が
ら
構
想
を

内
堀
次
雄　

改
築
は
10
年

後
の
目
標
で
30
億
円
と
の

こ
と
だ
が
、
構
想
図
は
あ

る
の
か
、
ま
た
、
庁
舎
の

建
て
替
え
は
。

総
務
課
長

　
構
想
図
自
体

役
場
庁
舎
改
築
周
辺

整
備
基
金
条
例
の
制
定

委
員
会
で
の
主
な
審
査

常任委員会
総務

「マイナンバー制度」とは… 10月から国民一人一人に12桁の番号のついた通知カー
ドが送付されます。28年１月には、ICチップ付きの個人番号カードが交付され「住所・
氏名・性別・生年月日」がわかる身分証明として利用スタートします。

総
務
課
長

建て替え時期が迫る庁舎

個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
改
正

川
島
さ
ゆ
り

総
務
課
長

委
員
会
で
の
主
な
審
査

常任委員会
社会

内
堀
次
雄

災
害
時
の
拠
点

　
と
し
て
万
全
を

マ
イ
ナ
ンバ
ー
制
度
への

対
応
は
大
丈
夫
か

遠
山
隆
雄　

マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
発
行
す
る
に

あ
た
り
、
１
名
の
臨
時
職

員
で
対
応
は
大
丈
夫
な
の

か
。
ま
た
、
カ
ー
ド
の
申

請
は
家
族
一
人
ひ
と
り
が

返
信
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

手
数
料
徴
収
条
例
の

一
部
改
正

遠
山
隆
雄

一口
メモ

　

町
民
と
別
荘

住
民
の
方
々
と
の

懇
親
を
図
る
「
さ
わ
や
か
軽

井
沢
交
流
会
」
、
そ
の
第
４

回
目
が
８
月
８
日
に
開
か
れ

ア
イ
ス
パ
ー
ク
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

元
国
連
事
務
次
長
の
明
石

康
さ
ん
の
講
演
で
は
「
大
都

市
の
や
り
方
を
な
ぞ
る
会
議

都
市
構
想
で
は
な
く
、
小
規

模
で
も
専
門
性
の
高
い
対
話

型
を
」
と
い
う
お
話
が
印
象

的
で
し
た
。

　

屋
外
で
は
子
ど
も
向
け
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま

し
た
。
ま
ぶ
し
い
日
差
し
の

な
か
、
行
列
に
並
ん
で
乗
っ

た
Ｄ
51
ト
レ
イ
ン
、
楽
し
か

っ
た
夏
の
思
い
出
に
な
る
と

い
い
で
す
ね
。

（
取
材・写
真
撮
影
／
押
金
洋
仁
）

総
務
課
長

押
金
洋
仁

市
村
守　

国
際
観
光
都
市

で
あ
る
当
町
な
の
で
、
公

共
の
サ
イ
ン
に
つ
い
て
は

日
本
語
と
英
語
だ
け
で
は

な
く
多
言
語
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

総
務
課
長

　
場
所
に
よ
っ

て
順
次
検
討
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

そ
の
他

市
村
守

総
務
課
長

い
の
か
。

住
民
課
長

　
10
月
か
ら
書

留
で
世
帯
宛
て
に
申
請
書

が
郵
送
さ
れ
、
申
請
書
を

返
信
す
る
と
カ
ー
ド
が
町

役
場
に
て
交
付
さ
れ
る
。

申
請
書
は
１
世
帯
に
１
枚

で
あ
る
。

住
民
課
長

今月の
表紙

表
面
（
案
）

裏
面
（
案
）

○
個
人
番
号
を
記
載
し
な
い

○
個
人
番
号
を
記
載
す
る

↓
コ
ピ
ー
で
き
る
者
に
制
限
は
な
い

 

（
本
人
同
意
等
に
よ
り
で
き
る
）

↓
行
政
機
関
や
雇
用
主
な
ど
、
法
令
に

　

規
定
さ
れ
た
者
に
限
定
さ
れ
る

0123456789ABCDEF

様 式

1234 5678 90121234 5678 9012
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電
気
柵
の
設
置
状
況

の
把
握
は
で
き
て
い
る
か
。

18
年
か

ら
補
助
金
を
出
し
た
１
７

１
件
は
把
握
し
て
お
り
、

県
の
基
準
に
よ
る
指
導
を

し
て
い
る
。

危
険
表

示
を
見
て
回
っ
た
が
問
題

な
か
っ
た
。

つ
れ
あ
い
の
死
や
失

業
等
で
突
然
生
活
苦
に
お

ち
い
っ
た
方
々
を
緊
急
に

助
け
て
あ
げ
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

「不動産担保型生活資金貸付」とは… 低所得者の高齢者世帯に対し、所有する不動産を
担保として生活資金を貸し付ける制度のことです。

土 屋　 浄

佐久医療センターと
軽井沢を結ぶバス路線を

町の移送サービスの利用を勧めたい
生活環境課長

そ
う
い

う
方
が
利
用
で
き
る
も
の

に
社
協
が
窓
口
の
①
不
動

産
担
保
型
生
活
資
金
貸
付
、

②
緊
急
の
小
口
融
資
（
10

万
円
ま
で
）
が
あ
る
。
別

に
銀
行
が
窓
口
の
年
金
担

保
融
資
（
年
間
年
金
額
の

80
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
）
が

あ
る
。町

の
独
自
策
で
支
援

を
強
め
る
考
え
は
な
い
か
。

国
の
福
祉
施
策
は

後
退
し
て
い
な
い
の
で
、

そ
こ
を
守
り
な
が
ら
判
断

す
る
。

高
齢
者
へ
の
支
援
策
は

問

町
長

保
健
福
祉
課
長

生活に苦しむ高齢者が増えている

問

７
月
の
静
岡
県
西
伊

豆
町
で
起
き
た
２
名
死
亡
、

５
名
負
傷
と
い
う
鳥
獣
対

策
用
電
気
柵
に
よ
る
事
故

は
、
軽
井
沢
町
で
発
生
し

な
い
よ
う
に
町
は
ど
う
対

策
し
た
か
。

農
業
委

員
に
よ
る
電
気
柵
の
点
検

を
し
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

各
区
長
を
通
し
て
の
注
意

喚
起
、
広
報
か
る
い
ざ
わ

へ
の
掲
載
を
し
た
。

問観
光
経
済
課
長

問

電
気
柵
に
よ
る
感
電
死
亡

事
故
を
受
け
て
対
策
は

観
光
経
済
課
長

農
業
委
員
会
長

問

佐
久
医
療
セ
ン
タ
ー

と
軽
井
沢
町
を
結
ぶ
バ
ス

路
線
を
設
け
る
べ
き
だ
。

自
家
用
車
を
利
用
で
き
な

い
人
の
場
合
は
、
鉄
道
の

乗
り
換
え
が
あ
り
、
足
腰

の
弱
い
高
齢
者
に
は
大
変

な
苦
労
だ
が
。

高
度
医

療
機
関
な
の
で
通
院
者
は

特
定
の
患
者
と
思
わ
れ
る
。

バ
ス
の
要
望
も
な
い
。
町

の
移
送
サ
ー
ビ
ス
で
利
用

通
院
し
て
い
る
例
も
あ
り
、

こ
の
利
用
を
勧
め
た
い
。

軽井沢町からの利用者も多い佐久医療センター

生
活
環
境
課
長

一口
メモ
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篠 原 公 子
導入先の評価を見ながら検討したい
町 長

「読書通帳」の導入で
子どもの読書習慣の後押しを

子
ど
も
に
と
っ
て
読

書
は
、
言
葉
と
心
を
育
て
、

人
間
形
成
に
大
変
重
要
だ

と
考
え
る
。
図
書
館
で
借

り
た
本
を
記
入
す
る
「
読

書
通
帳
」
が
あ
る
が
、
導

入
し
た
図
書
館
で
は
、
子

ど
も
た
ち
の
読
書
へ
の
興

味
が
増
加
し
て
い
る
と
聞

く
。
中
軽
井
沢
図
書
館
へ

導
入
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

全
国
で
11
の

自
治
体
で
導
入
さ
れ
て
い

る
。

そ
の
評
価
を
見
な

が
ら
検
討
し
た
い
。

過
去
に
検
討
さ
れ
た

と
聞
く
が
、
そ
の
費
用
は
。

機
器
の
購
入
、

ソ
フ
ト
合
わ
せ
て
５
０
０

万
円
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

読
書
の
新
し
い
楽
し

み
方
に
「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト

ル
」
が
あ
る
。
中
軽
井
沢

図
書
館
で
、
子
ど
も
の
行

事
の
一
つ
に
加
え
て
は
。

問

現
在
、
離
山

図
書
館
で
友
の
会
中
心
で

開
催
し
て
い
る
が
、
子
ど

も
の
参
加
は
な
い
。

　

問 教
育
次
長

読
書
通
帳
事
業
の
導
入
を

ビブリオバトルとは… 自分が読んで面白いと思った本を４つのルールに従って、人に薦め、
最後にチャンプ本を決めるという読書の楽しみ方です。

来
年
４
月
よ
り
電
力

小
売
り
全
面
自
由
化
が
実

施
さ
れ
る
。
当
町
に
お
け

教
育
次
長

問

教
育
次
長

公
共
施
設
へ
の
新
電
力
導

入
の
取
り
組
み
状
況
は

る
電
力
購
入
の
供
給
元
、

契
約
形
態
は
。随

意
契
約
で

中
部
電
力
１
社
と
契
約
し

て
い
る
。

予
算
説
明
書
に
記
載

さ
れ
て
い
る
主
な
公
共
施

設
の
光
熱
費
の
合
計
（
25

年
度
決
算
）
は
、
約
３
億

４
千
万
円
。
そ
の
う
ち
電

気
料
金
は
。
ま
た
新
電
力

導
入
の
場
合
の
削
減
は
。

57
施
設
約
２

億
６
千
万
円
、
１
か
ら
５

パ
ー
セ
ン
ト
の
削
減
と
試

算
し
て
い
る
。
26
年
12
月

よ
り
大
賀
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
風
越
公
園
で
は
今
年

９
月
か
ら
新
電
力
会
社
と

の
契
約
を
締
結
し
、
電
力

供
給
を
受
け
て
い
る
。

議
会
と
し
て
も
地
中

熱
・
太
陽
光
な
ど
「
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
推

進
の
町
」
と
し
て
提
言
し

て
き
た
が
、
そ
の
成
果
は
。

様
々
な
施
設

で
効
果
が
あ
る
。

問

財
政
課
長

問財
政
課
長

問財
政
課
長

一口
メモ

記帳が楽しみ！「読書通帳」

町
長
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と
し
て
、
そ
し
て
こ
れ
か

ら
も
増
え
る
で
あ
ろ
う
ア

ジ
ア
か
ら
の
観
光
客
に
も

親
切
な
多
言
語
表
記
の
必

要
性
が
高
ま
っ
て
く
る
と

思
わ
れ
る
が
。外

国
人
の
来

訪
者
数
や
誘
致
目
標
な
ど

地
域
特
性
の
観
点
か
ら
、

現
時
点
に
お
い
て
は
国
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い

て
英
語
の
み
の
併
記
を
基

本
に
検
討
を
進
め
て
い
る
。

押 金 洋 仁

看板のきまりを
もっとわかりやすく

多くの方に理解を深めてもらえるよう研究
していきたい

生活環境課長

な
る
。
自
然
保
護
対
策
要

綱
も
存
続
さ
せ
つ
つ
、
た

だ
し
屋
外
広
告
の
規
制
に

つ
い
て
は
、
新
た
に
町
の

条
例
と
し
て
定
め
て
は
ど

う
か
。

条
例
の
原
則
と
し
て
、

現
在
あ
る
法
律
を
超
え
て

の
規
制
は
行
わ
な
い
。
要

綱
を
運
用
し
、
実
効
性
の

あ
る
規
制
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
が
最
良
の
方
策
と

考
え
る
の
で
景
観
行
政
団

体
へ
の
移
行
は
、
現
段
階

で
は
難
し
い
。

腐
食
が
著
し
か
っ
た

り
、
倒
壊
の
危
険
性
が
あ

る
広
告
看
板
に
つ
い
て
は

撤
去
す
る
よ
う
所
有
者
に

指
導
し
て
い
る
か
。更

新
の

許
可
書
面
に
条
件
を
付
し

て
お
り
、
管
理
を
徹
底
す

る
よ
う
明
記
し
て
事
故
防

止
に
努
め
て
い
る
。

現
在
町
に
は
看
板
を

掲
出
す
る
と
き
の
手
引
き

書
と
し
て
「
軽
井
沢
町
で

看
板
を
出
す
と
き
の
き
ま

り
」
が
あ
る
が
文
字
や
数

字
が
並
ん
で
い
る
だ
け
で

一
般
の
方
に
は
理
解
し
づ

ら
い
。
表
や
イ
ラ
ス
ト
・

写
真
等
を
使
っ
て
、
壁
面

に
対
す
る
割
合
、
色
彩
等

に
つ
い
て
読
む
と
い
う
よ

り
見
て
わ
か
る
表
現
に
し
、

わ
か
り
や
す
さ
に
軸
足
を

置
い
た
も
の
に
見
直
す
べ

き
で
は
。

提
案
さ

れ
た
意
見
も
参
考
に
多
く

の
方
に
理
解
を
深
め
て
も

ら
え
る
よ
う
研
究
し
て
い

き
た
い
。

景
観
法
で
定
め
ら
れ

た
景
観
行
政
団
体
に
移
行

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

こ
れ
に
よ
り
、
景
観
計
画

を
定
め
重
要
景
観
形
成
地

区
の
指
定
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
行
え
る
よ
う
に

問

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

の
２
０
２
０
年
に
合
わ
せ
、

公
共
案
内
サ
イ
ン
の
分
野

で
日
・
英
・
中
・
韓
の
多

言
語
サ
イ
ン
へ
の
移
行
が

重
要
視
さ
れ
て
き
て
い
る
。

当
町
に
お
い
て
も
来
年
の

交
通
大
臣
会
合
に
向
け
、

あ
る
い
は
国
際
会
議
都
市

に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
並
み

問

問

景
観
行
政
団
体
へ
の

移
行
は

多
言
語
サ
イ
ン
の導入
は

生
活
環
境
課
長

問

生
活
環
境
課
長

生
活
環
境
課
長

企
画
課
長

みんなで考えたい多言語表記の必要性

「景観行政団体」とは… 景観法に規定する様々な事務を行うことができる自治体を指しま
す。主に都道府県、政令指定市、中核市がこれにあたりますが、県と協議のうえで、その
他の市町村も、景観行政団体になることができます。

一口
メモ
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寺田 和佳子
現行制度の中で特色ある学校作りを模索
し、進める

教育長

軽井沢固有の教育を

軽
井
沢
の
子
供
達
が

ど
の
よ
う
に
育
つ
教
育
を

期
待
し
て
い
る
か
。

社
会
性
と
自
立

性
を
育
む
教
育
で
あ
る
。

25
年
度
に
作
成
さ
れ
た

「
軽
井
沢
こ
ぶ
し
教
育
」

の
理
念
に
立
ち
、
一
人
一

人
が
自
立
し
て
社
会
に
貢

献
し
、
将
来
の
軽
井
沢
を

背
負
っ
て
い
け
る
子
供
と

し
て
健
や
か
に
成
長
す
る

こ
と
で
あ
る
。

「
こ
ぶ
し
教
育
」の
具

体
的
な
教
育
内
容
は
。

『
こ
』を
意
味
す

る
心
の
教
育
は
大
槌
町
へ

の
支
援
教
育
。『
ぶ
』は
軽

井
沢
独
自
の
文
化
を
学
ぶ

「
軽
井
沢
学
」。『
し
』
は

自
然
を
取
り
入
れ
た
体
験

活
動
で
あ
る
。

小
・
中
学
校
だ
け
で

な
く
軽
井
沢
高
校
も
含
め

た
当
町
一
貫
の
教
育
方
針

は
。

連
合
校
長
会
を

立
ち
上
げ
９
月
下
旬
に
は

軽
井
沢
高
校
と
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｋ

と
も
連
携
協
定
を
結
ぶ
よ

う
に
進
め
て
い
る
。

国
の
進
め
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
以

下
Ｃ
Ｓ
）
の
組
織
は
強
い

権
限
を
持
つ
こ
と
が
法
律

に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
に
対
す
る
町
の
考
え
は
。

当
町
で
は
国
の

Ｃ
Ｓ
を
設
置
す
る
予
定
は

な
い
。信

州
型
Ｃ
Ｓ
の
枠
を

生
か
し
、
当
町
固
有
の
軽

井
沢
版
の
教
育
が
求
め
ら

れ
て
良
い
と
思
う
が
。

信
州
型
Ｃ
Ｓ
設

置
を
推
進
し
て
い
く
が
、

そ
の
前
に
現
行
制
度
の
中

で
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

を
模
索
し
て
い
か
な
け
れ

ば
と
考
え
る
。

教
育
長

町
が
期
待
す
る
教
育
と
は

　

当
町
小
・
中
・
高

教
育
の一貫
性

国
・
信
州
型
と
は
異
な
る

軽
井
沢
型
学
校
の
施
策
は

町
が
期
待
す
る
教

育
に
つ
い
て
は
教
育
長
と

全
く
同
じ
で
あ
る
が
、
付

け
加
え
る
と
、
ド
イ
ツ
へ

の
視
察
の
折
、
国
際
化
と

い
う
バ
ラ
色
に
受
け
止
め

ら
れ
が
ち
な
も
の
に
も
負

の
部
分
が
あ
る
こ
と
を
知

っ
た
。
こ
れ
を
乗
り
越
え

る
力
を
与
え
る
教
育
が
、

国
際
親
善
文
化
観
光
都
市

を
目
指
す
軽
井
沢
の
子
供

達
に
は
必
要
だ
と
感
じ
て

い
る
。

問問問

問問

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

町
長

体験する中から学ぶ大切さ

「コミュニティスクール」とは… 地域と一体となって子ども達をはぐくむ取り組みです。

一口
メモ



― ―102

19 第 108 号
平成 27 年 10 月 20 日

一 般 質 問

一口
メモ

「公共情報コモンズ」とは… ICTを活用し、災害時の避難勧告・指示など地域の安全・安
心に関するきめ細やかな情報の配信をテレビ・ラジオ・携帯電話などで、地域住民に迅速、
効率的に情報提供するものです。

自
主
防
災
組

織
で
事
例
と
し
て
紹
介
し

改
訂
版
家
庭
用
防
災
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
掲
載
可
能
で
あ

れ
ば
考
え
る
。

主
権
者
教
育
が
小
中

学
校
か
ら
必
要
だ
が
、
子

ど
も
議
会
の
実
施
、
町
議

会
の
傍
聴
は
。議

会
の
傍
聴

は
総
合
学
習
の
中
で
可
能

か
学
校
長
を
交
え
検
討
し

た
い
。

川島 さゆり

防災行政無線デジタル化に
対し、その後の研究は

公共情報コモンズへの配信準備を早急に進め
ていく

消防課長

噴
火
の
す
べ
て
が
配
信
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ

れ
ま
で
の
規
模
を
上
回
る

噴
火
を
確
認
し
た
場
合
以

外
は
、発
表
さ
れ
な
い
。町

も
噴
火
状
況
を
受
け
て
広

報
を
実
施
す
る
。

レ
ベ
ル
２
の
噴
火
時
、

広
報
が
聞
こ
え
な
い
場
所

が
あ
っ
た
が
、
他
の
情
報

手
段
が
あ
っ
て
も
高
齢
者

や
障
が
い
者
に
は
難
し
い
。

戸
別
受
信
機
も
使
え
な
く

な
る
が
そ
の
後
研
究
は
。

電
話
応
答
装

置
の
運
用
を
予
定
、
公
共

改
正
活
動
火
山
特
別

措
置
法
で
の
浅
間
山
の
監

視
体
制
・
避
難
計
画
・
火

山
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成

は
。

24
時
間
の
監

視
体
制
で
消
防
署
に
気
象

庁
職
員
２
名
配
置
。
避
難

計
画
は
法
改
正
以
前
か
ら

大
噴
火
に
対
し
取
り
組
ん

で
い
る
。

噴
火
速
報
の
運
用
開

始
は
。

ア
プ
リ
登
録

に
よ
り
登
山
者
や
一
般
人

に
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

問

情
報
コ
モ
ン
ズ
へ
の
配
信

準
備
を
早
急
に
進
め
て
い

く
。

一
級
河
川
の
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
策
定
は
。

風
水
害
対
応

の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
応
用
活
用
す
る
。
自
主

防
災
組
織
の
活
動
育
成
や

家
庭
、
個
人
の
事
前
防
災

行
動
を
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
的

に
ま
と
め
る
の
も
一
つ
と

考
え
る
。

簡
易
雨
量
計
の
活
用

は
。

消
防
課
長

問

問

教
育
次
長

問

問

消
防
課
長

消
防
課
長

消
防
課
長

18
歳
選
挙
権

避難に情報は大切！

問消
防
課
長

一口
メモ

戸別受信機

防災無線

簡易雨量計
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佐 藤 幹 夫
調査の結果が出たところで計画を作成
したい

教育次長

八田別荘の
今後の公開等活用は

八
田
別
荘
の
建
物
調

査
の
結
果
は
ど
う
だ
っ
た

か
。

28
年
２
月
末

ま
で
の
委
託
期
間
で
、
文

化
財
調
査
の
専
門
業
者
に

よ
り
、
歴
史
的
な
位
置
づ

け
、
建
物
の
公
開
等
も
含

め
現
在
調
査
を
行
っ
て
い

る
。

苔
の
庭
園
の
保
存
と

今
後
の
管
理
方
法
は
。

苔
の
庭
に
つ

い
て
は
、
室
生
犀
星
記
念

館
の
庭
園
と
合
せ
て
職
員

が
手
入
れ
を
し
て
い
る
。

維
持
管
理
方
法
に
つ
い
て

は
、
今
年
の
状
況
を
見
な

が
ら
、
外
部
委
託
も
含
め

て
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。８

月
22
日
に
見
学
会

と
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
催
さ
れ
た
が
、
参
加
人

数
等
は
。

見
学
会
に
は

問

４
１
０
名
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
は
２
５
０
名
の
参
加

者
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
筑

波
大
学
と
の
共
催
に
よ
り

見
学
会
と
併
せ
て
開
催
し

た
。今

後
も
同
じ
よ
う
な
公

開
を
考
え
て
い
き
た
い
。

八
田
別
荘
や
桝
形
の

茶
屋
等
の
公
開
を
同
日
に

行
う
な
ど
し
て
、
見
学
者

の
利
便
性
も
考
慮
し
た
公

開
を
。

八
田
別
荘
、

桝
形
の
茶
屋
と
併
せ
て
の

見
学
会
や
歴
史
民
俗
資
料

館
や
公
民
館
の
文
化
講
座

の
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上

げ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
検

討
し
た
い
。

旧
ス
イ
ス
公
使
館

に
つ
い
て
、
今
回
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
も
、
重
要
な

研
究
発
表
が
あ
り
、
ス
イ

ス
か
ら
の
情
報
は
日
本
国

内
に
存
在
し
な
い
貴
重
な

情
報
源
と
な
っ
て
い
る
。

国
内
で
の
資
料
は
わ
ず
か

で
、
外
国
に
求
め
な
け
れ

問問

問

旧
ス
イ
ス
公
使
館
の

今
後
の
公
開
等
活
用
は

「旧スイス公使館」とは… 当初は「深山荘」という名で、実業家の前田栄次郎氏が1942
年に建設したアパートスタイルの貸別荘でした。戦時中スイス公使館として使用され、現
在は町が所有しています。

一般公開が待たれる旧スイス公使館

ば
な
ら
な
い
が
、
ど
の
程

度
発
見
さ
れ
る
か
が
今
後

の
課
題
で
あ
る
。

旧
ス
イ
ス
公
使
館
の

資
料
だ
け
で
な
く
、
古
い

別
荘
等
の
い
ろ
い
ろ
な
資

料
を
展
示
す
る
資
料
館
と

し
て
、
常
時
開
設
し
て
は
。

歴
史
的
な
裏

付
け
等
を
解
明
す
る
中
で
、

改
修
費
、
多
額
の
費
用
を

か
け
る
こ
と
が
適
当
か
ど

う
か
も
含
め
、
今
後
検
討

し
た
い
。

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育
次
長

町
長

問

一口
メモ
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土 屋 好 生

グランドデザインの今後は

住民みずからが風土にかなった生活感覚と自主
的結束の中から答えを出していただきたい

町 長

「グランドデザイン」とは… 政策や経営が行われる場合使用される言葉で、事業などが計
画される場合に、壮大な図案や設計が長期間行われることです。都市開発など大規模な
事業を意味しています。

一口
メモ

問　

軽
井
沢
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
像
作
成
事
業
は
大

変
よ
か
っ
た
。
将
来
像
を

大
ま
か
な
が
ら
も
わ
か
っ

て
い
な
け
れ
ば
、
な
か
な

か
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と

は
で
き
な
い
。

　

し
か
し
、
場
合
に
よ
っ

て
は
間
違
っ
た
方
向
に
進

め
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ

る
が
町
長
の
考
え
は
。

町
長

　
将
来
イ
メ
ー
ジ
の

共
有
は
非
常
に
大
切
で
あ

る
。
重
要
な
部
分
は
、
住

民
が
主
体
と
な
っ
た
地
域

経
営
、
風
土
自
治
で
あ
り
、

そ
の
責
務
を
自
覚
し
町
民

自
身
の
気
概
に
よ
っ
て
未

来
は
展
望
さ
れ
る
。
行
政

が
全
て
の
答
え
を
用
意
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

住
民
み
ず
か
ら
が
風
土
に

か
な
っ
た
生
活
感
覚
と
自

主
的
結
束
の
中
か
ら
答
え

を
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が
ま

ち
づ
く
り
の
参
考
書
と
し

て
、
地
域
を
よ
く
す
る
た

め
の
議
論
の
火
種
に
な
っ

て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

問町
長

問　

ま
ち
づ
く
り
の
展
開

に
つ
い
て
、
22
世
紀
風
土

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
い
う
組
織

が
担
う
と
い
う
こ
と
だ
が
、

こ
れ
に
対
応
す
る
人
材
を

全
て
備
え
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
巨
大
な
組
織
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。
具
体
的
な

目
的
と
機
能
は
。

企
画
課
長

　
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
の
実
現
が
第
一
の

目
的
に
な
る
と
な
る
。
そ

の
た
め
に
、
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
の
基
調
と
な
る
風

土
自
治
や
、
行
政
と
住
民

の
意
思
決
定
、
調
整
機
関

と
し
て
、
公
民
共
同
体
と

し
て
の
機
能
を
果
た
す
よ

う
な
組
織
を
立
ち
上
げ
る
。

問　

本
来
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
担
う
の
は
住
民
で
あ

る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
、

22
世
紀
風
土
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
司
令
塔
に
な
っ
て
住
民

を
動
か
す
よ
う
に
も
受
け

取
れ
る
が
、
具
体
的
な
事

業
は
。

企
画
課
長
　
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
の
実
現
の
た
め
に

は
、
こ
の
風
土
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
住
民
と
行
政
と
の
つ

な
ぎ
手
と
な
り
、
従
来
の

行
政
主
導
型
で
は
な
く
、

住
民
と
行
政
が
協
働
し
て

推
進
す
る
た
め
に
、
気
軽

に
立
ち
寄
り
、
未
来
の
軽

井
沢
に
つ
い
て
語
る
こ
と

の
で
き
る
組
織
を
目
指
し
、

具
体
的
な
事
業
に
つ
い
て

は
今
後
検
討
す
る
。

問企
画
課
長

問企
画
課
長

発表されたグランドデザイン
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対
策
が
急
務
な
老
朽

危
険
建
物
32
件
の
進
捗
状

況
は
。

建
物
危

険
個
所
の
改
善
処
置
３
件
、

建
物
撤
去
実
施
４
件
。
情

報
提
供
で
１
件
が
追
加
、

９
月
末
に
危
険
箇
所
を
撤

去
予
定
。
残
25
件
は
10
月

開
催
の
老
朽
危
険
建
物
審

査
委
員
会
で
対
応
予
定
で

あ
る
。公

共
の
場
の
創
出
や

地
域
活
性
化
に
資
す
る
事

業
の
た
め
、
税
の
優
遇
や

補
助
金
等
で
空
き
家
を
活

用
し
て
い
る
自
治
体
が
増

え
て
い
る
。
当
町
も
そ
の

方
向
性
で
検
討
し
て
は
。

秋
開
催

の
審
査
委
員
会
で
所
有
者

の
意
向
を
確
認
の
上
、
検

討
。
解
体
費
補
助
は
慎
重

に
検
討
し
た
い
。

に
は
広
報
機
関
と
な
る
Ｆ

Ｍ
軽
井
沢
と
の
連
携
強
化

な
ど
、
今
一
度
見
直
し
て

は
。

数
々
の
提
案
、

今
後
の
参
考
に
す
る
。

浅
間
山
噴
火
の
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
を
検
討
し
て
は
。

　
策
定
手
法
を

学
び
、
地
域
の
防
災
対
応

推
進
に
向
け
た
研
究
課
題

と
し
た
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
た
安
否
確
認
の
検
討

は
。

現
時
点
で
は

考
え
て
い
な
い
。

電
話
の
み
が
安
否
確

認
の
連
絡
手
段
に
な
る
方

の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
。

避
難
行

動
要
支
援
者
台
帳
を
作
成

し
、
関
連
機
関
と
の
協
力

体
制
を
構
築
。
台
帳
を
基

に
各
地
区
ご
と
に
、
災
害

時
支
え
合
い
マ
ッ
プ
を
作

成
。
24
区
は
作
成
済
、
残

り
の
６
区
は
28
年
度
ま
で

に
作
成
予
定
。
台
帳
は
毎

年
更
新
し
て
い
る
。

緊
急
時
に
色
分
け
さ

れ
た
旗
を
示
す
等
、
避
難

完
了
な
ど
を
一
目
で
確
認

で
き
る
工
夫
は
。

関
係
課
と
と

も
に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

火
山
知
識
の
啓
発
、

携
帯
で
き
る
防
災
マ
ッ
プ
、

レ
ベ
ル
３
以
上
の
警
戒
時

西　 千 穂
風水害対応を先行検討、火山災害にはそれを
応用する

消防課長

タイムラインの導入は

問

問

消
防
課
長

保
健
福
祉
課
長

災害対応のスケジュール表“タイムライン”

問

「タイムライン」とは… 事前防災行動計画のことで、被害発生リスクに対し、あらかじめ
関係機関が「いつ」「何を」「誰が」実施すべきか対策を時系列でプログラム化し、防災・
減災に役立てる計画のことです。

消
防
課
長

問生
活
環
境
課
長

問

生
活
環
境
課
長

消
防
課
長

問

一口
メモ

問消
防
課
長

空
き
家
対
策
の
状
況
は
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利根川 泰三

指定管理者の労務管理は

労務管理を目的としたモニタリングは実施し
ていない

企画課長

応
体
制
、
環
境
へ
の
配
慮
、

事
業
収
支
の
状
況
及
び
受

託
団
体
の
状
況
等
で
あ
る
。

労
務
管
理
を
目
的
と
し

た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
実
施

し
て
い
な
い
。

今
後
も
従
業
員
の
労

働
条
件
・
労
働
環
境
の
審

査
を
実
施
す
る
考
え
は
。

指
定
管
理
者
へ
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
と
内

容
は
。

各
施
設
ご
と

に
定
期
会
議
・
打
ち
合
わ

せ
を
実
施
し
て
い
る
。

内
容
は
事
業
へ
の
具
体

的
な
取
り
組
み
方
、
施
設

管
理
体
制
や
組
織
の
状
況
、

安
全
管
理
・
緊
急
時
の
対

従
業
員
の
労

働
条
件
に
つ
い
て
は
、
労

働
法
令
に
基
づ
き
指
定
管

理
者
が
定
め
る
就
業
規
則

等
に
の
っ
と
り
確
保
さ
れ

て
い
る
の
で
、
町
と
し
て

は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
中
で

可
能
な
範
囲
で
行
っ
て
い

き
た
い
。

労
務
管
理
を
取
り
入

れ
て
と
い
う
考
え
は
。

労
務
災
害
に

つ
い
て
は
指
定
管
理
者
が

第
一
義
の
義
務
を
負
う
と

い
う
事
で
、
町
が
労
務
管

理
部
分
の
専
門
的
な
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
設
け
る
考
え

は
な
い
。

業
務
上
の
事
故
や
過

労
死
な
ど
が
発
生
し
た
場

合
の
町
の
責
任
は
。

指
定
管
理
者

が
第
一
義
的
な
義
務
を
負

う
と
い
う
事
で
認
識
し
て

い
る
。

基
本
的
に
は
、
指
定
管

理
者
に
責
任
が
あ
る
。

軽
井
沢
駅
の
そ
ば
に

何
年
も
工
事
の
中
断
さ
れ

た
現
場
が
あ
る
が
、
町
で

は
何
ら
か
の
指
導
は
。

指
導
を

行
っ
た
経
緯
は
な
い
が
、

確
認
し
た
と
こ
ろ
９
月
に

入
り
工
事
を
進
捗
さ
せ
た

い
旨
の
意
向
が
示
さ
れ
た

の
で
、
今
後
の
動
向
を
見

守
り
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

町
で
は
景
観
条
例
等

に
よ
る
厳
し
い
規
制
を
し

て
い
る
が
足
場
や
シ
ー
ト

が
か
か
り
っ
ぱ
な
し
の
状

況
を
ど
う
思
う
か
。シ

ー
ト

内
は
ひ
ど
い
状
況
だ
が
、

景
観
は
そ
れ
ほ
ど
悪
く
な

い
の
で
、
特
に
規
制
す
る

も
の
で
は
な
い
。

「指定管理者」とは…地方公共団体が、公の施設の管理を行わせるために、期間を定めて
指定する団体のことです。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は

問

問

企
画
課
長

問

問

問

問

労
働
条
件
審
査
は

企
画
課
長

企
画
課
長

企
画
課
長

長
期
工
事
現
場
の
景
観
は

生
活
環
境
課
長

生
活
環
境
課
長

労務管理は大丈夫？

一口
メモ
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べ
、
町
づ
く
り
に
参
加
で

き
る
機
会
が
必
要
で
あ
る
。

ぜ
ひ
町
内
の
小
・
中
高
生

を
メ
ン
バ
ー
に
入
れ
る
べ

き
で
は
。検

討
し
た
い
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
予
算

は
何
を
基
準
に
決
め
る
の

か
。

地
域
会
議
の

開
催
、
住
民
と
の
対
話
窓

口
の
設
置
、
交
流
ス
ペ
ー

ス
の
検
討
な
ど
も
含
め
て

考
え
て
い
る
。

年
に
１
回

満
足
度
調
査
を
実
施
し
て

い
る
。全

患
者
を
対
象
に
、

月
に
１
回
く
ら
い
実
施
し

て
は
ど
う
か
。

患
者
サ
ー

ビ
ス
委
員
会
で
検
討
す
る
。

こ
こ
３
年
間
に
寄
せ

ら
れ
た
医
師
や
職
員
に
対

す
る
不
満
意
見
は
。

医
師
が
15

件
、
職
員
が
26
件
で
あ
る
。

対
象
と
な
る
医
師
、

職
員
に
ど
の
様
な
指
導
を

行
っ
て
い
る
か
。ま

ず
は
副

院
長
、
そ
の
あ
と
院
長
よ

り
指
導
が
あ
る
。
理
解
で

き
な
い
部
分
も
あ
る
の
で
、

そ
の
都
度
指
導
を
し
て
い

る
。

町
民
の
声
に
対
し
て

町
立
病
院
の
設
立
者
と
し

て
の
町
長
の
考
え
は
。

一
方
向
の
声
だ
け

で
対
象
と
な
る
方
を
捉
え

て
は
い
け
な
い
。
職
員
か

ら
話
を
聞
く
と
ま
た
違
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
単

一
思
考
的
な
形
で
そ
の
人

を
判
断
し
た
く
な
い
。

患
者
サ
ー
ビ
ス
向
上

の
た
め
に
実
施
し
て
い
る

事
は
。

準
備
委
員
会
の
ビ
ジ

ョ
ン
と
は
。

行
政
と
住
民

の
新
し
い
関
係
を
作
り
出

す
組
織
を
目
指
し
て
い
る
。

だ
れ
が
何
名
く
ら
い

任
命
す
る
の
か
。

町
長
が
、
有

識
者
・
住
民
・
役
場
職
員

を
15
名
ほ
ど
任
命
す
る
。

選
挙
権
も
18
歳
以
上

と
引
き
下
げ
ら
れ
、
子
ど

も
達
が
政
治
を
楽
し
く
学

横須賀 桃子
患者サービス委員会で検討する
病院事務長

病院理念である心温かい
良質な医療のため
月に1回の満足度アンケートを

子ども達は未来そのもの

問

町
長

問

企
画
課
長

問

企
画
課
長

病
院
事
務
長

病
院
事
務
長

町
長

問

病
院
事
務
長

問病
院
事
務
長

子
ど
も
達
を
22
世
紀
風
土
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
メ
ン
バ
ー
に

問問問

問企
画
課
長

「22世紀風土フォーラム」とは… 行政と住民が軽井沢の未来を話し合う土壌として、
町の50年、100 年先の未来像「軽井沢グランドデザイン」の中で提案されており、
多様な考え方を一つの舞台に乗せて話し合う「風土自治」のことです。

一口
メモ
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遠 山 隆 雄

外国人旅行者を
どう誘致するのか

欧米の人々にも自然の豊かさを宣伝し
誘客したい

町 長

代
表
質
問
で
「
日
本
海
側

で
ロ
シ
ア
人
ス
キ
ー
客
が

目
立
っ
て
い
る
の
で
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ク
等
へ
誘
致
活

動
す
る
こ
と
を
、
観
光
協

会
と
協
議
し
検
討
す
る
。」

と
し
た
が
協
議
結
果
は
ど

う
な
っ
た
か
。

ア
ジ
ア
の
次
の
戦

略
と
し
て
ロ
シ
ア
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
考
え
た
。
し
か

外
国
人
旅
行
者
の
現

状
と
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

台
湾
、

香
港
、
韓
国
、
中
国
と
ア

ジ
ア
圏
が
上
位
を
占
め
て

お
り
、
今
年
６
月
の
宿
泊

者
数
を
見
て
も
台
湾
及
び

香
港
で
72
パ
ー
セ
ン
ト
を

占
め
て
い
る
。

今
後
も
観
光
協
会
と
連

携
し
、
海
外
で
の
誘
客
活

動
や
現
地
メ
デ
ィ
ア
へ
の

情
報
提
供
を
は
じ
め
、
広

告
宣
伝
、
海
外
の
旅
行
会

社
の
視
察
受
け
入
れ
な
ど

積
極
的
に
実
施
し
て
い
く
。

町
は
対
象
と
す
る
市

場
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

こ
れ
か

ら
も
台
湾
、
香
港
を
中
心

に
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
重
要

市
場
と
捉
え
て
い
る
。

町
長
は
昨
年
３
月
の

問

問

総
務
課
長

問

町
職
員
の
定
数
管
理
は

「インバウンド」とは… 外国人旅行者を自国へ誘致することです。国では2020年までに
2500万人の目標を掲げています。

町
長

し
、
国
交
上
の
問
題
で
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
は
対
象
外

と
し
た
。

今
後
は
、
欧
米
の
人
々

も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
自
然
を

売
り
と
し
て
誘
客
し
て
い

き
た
い
。

受
け
入
れ
環
境
の
整

備
と
し
て
、
現
在
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
及
び
ホ
ー
ム
ペ

観
光
経
済
課
長

効
率
的
な
行
財
政
運

営
の
推
進
と
い
う
立
場
か

ら
今
ま
で
も
町
職
員
数
の

削
減
が
図
ら
れ
て
き
た
が
、

27
年
４
月
か
ら
31
年
度
末

ま
で
の
第
四
次
適
正
化
計

画
期
間
の
職
員
数
の
目
標

は
。

基
本
的
に
退

職
者
の
補
充
と
し
、
31
年

度
末
ま
で
の
５
年
間
で
一

般
行
政
職
が
７
人
の
増
、

保
育
士
・
医
療
職
は
同
数
、

技
能
労
務
職
は
６
人
の
減

で
、
合
計
で
１
人
の
増
と

な
る
計
画
で
あ
る
。

問

問

観
光
経
済
課
長

ー
ジ
を
対
象
国
・
地
域
の

使
用
言
語
ご
と
に
相
手
方

の
嗜
好
や
文
化
、
旅
行
形

態
に
応
じ
た
デ
ザ
イ
ン
や

内
容
に
変
え
る
考
え
は
あ

る
か
。

観
光
協

会
と
内
容
を
精
査
し
た
中
、

今
後
検
討
し
た
い
。

観
光
経
済
課
長

盛んなインバウンド活動
一口
メモ
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大 浦 洋 介
自主事業は本来、事業計画を補完するもの
で特筆するものではない

企画課長

直売所を成功させる上で
「魅力ある自主事業」が
必要と考えるが

「発地市庭」完成予想図

建
設
中
の
発
地
市
庭

が
成
功
す
る
か
ど
う
か
、

設
置
目
的
を
達
成
で
き
る

か
は
、
魅
力
あ
る
自
主
事

業
に
関
す
る
事
業
計
画
に

か
か
っ
て
い
る
が
。

自
主
事
業
が

本
来
の
事
業
計
画
を
補
完

す
る
も
の
と
い
う
ふ
う
に

捉
え
て
お
り
、
施
設
の
設

置
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
自
主
事
業
と
し
て
特
筆

す
る
の
で
は
な
く
、
本
来

の
管
理
運
営
に
お
け
る
事

業
計
画
に
記
載
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。

建
設
中
の
直
売
所
は
、

一
期
工
事
だ
け
で
も
10
億

円
を
超
え
る
大
型
事
業
で

あ
る
。
指
定
管
理
の
選
定

で
、
専
門
家
か
ら
意
見
や

ア
ド
バ
イ
ス
は
受
け
た
の

か
。

専
門
家
の
意

見
、
ア
ド
バ
イ
ス
は
受
け

て
い
な
い
。

発
地
市
庭
の
よ
う
に

床
面
積
が
２
千
平
方
メ
ー

問

ト
ル
を
超
え
る
大
規
模
直

売
所
は
全
国
で
も
数
少
な

い
が
、
当
該
施
設
全
体
で

ど
れ
程
の
年
間
販
売
額
を

見
込
ん
で
い
る
の
か
。

Ｊ
Ａ
の

現
在
の
直
売
所
が
約
９
千

万
円
を
売
り
上
げ
て
い
る

の
で
、
３
億
円
を
見
込
ん

で
い
る
。

Ｊ
Ａ
の
直
売
所
は
年

間
８
ヶ
月
の
営
業
で
あ
る
。

こ
れ
を
通
年
に
換
算
す
る

と
１
億
４
、
５
千
万
円
に

な
る
。
年
間
で
３
億
円
程

度
の
売
り
上
げ
な
ら
、
４

分
の
１
ぐ
ら
い
の
施
設
で

も
良
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。

地
域
住

民
と
の
交
流
を
促
進
す
る

施
設
と
捉
え
て
い
る
の
で
、

こ
こ
か
ら
収
益
が
あ
が
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

町
か
ら
指
定
管
理
者

に
年
間
２
５
０
０
万
円
の

指
定
管
理
料
が
支
払
わ
れ

る
が
、
指
定
管
理
に
お
け

問

る
収
入
が
支
出
を
上
回
っ

た
場
合
、
指
定
管
理
料
を

減
額
、
あ
る
い
は
独
立
採

算
に
移
行
す
る
こ
と
は
あ

る
の
か
。

収
入
が

支
出
を
上
回
っ
た
場
合
、

指
定
管
理
料
は
減
額
す
る
。

将
来
的
に
は
独
立
採
算
制

に
移
行
し
、
経
営
状
況
に

よ
っ
て
は
収
入
の
一
定
額

を
町
に
納
入
し
て
頂
く
。

企
画
課
長

観
光
経
済
課
長

「自主事業」とは… 受託事業以外に行われる、自主的な事業（イベント等）のことです。

問企
画
課
長

問

観
光
経
済
課
長

問

観
光
経
済
課
長
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全面舗装は、整備計画に基づいて順次行う

敷
地
内
の
雨
水
・
湧
水
処
理

問　

イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー
ナ

ー
及
び
加
工
室
の
排
水
処

理
は
、
農
業
集
落
排
水
に

接
続
す
る
の
か
。
ま
た
条

令
上
認
め
ら
れ
る
の
か
。

観
光
経
済
課
長

　
油
脂
分

を
含
ん
だ
排
水
が
想
定
さ

れ
る
で
、
グ
リ
ス
ト
ラ
ッ

プ
を
経
由
し
、
農
業
集
落

排
水
へ
放
流
を
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
排
水
の

接
続
は
可
能
で
あ
り
、
関

東
農
政
局
に
確
認
を
し
て

認
め
ら
れ
て
い
る
。

問　

発
地
市
庭
が
、
拡
張

し
た
場
合
、
今
の
農
業
集

落
排
水
の
設
備
で
足
り
る

の
か
。

上
下
水
道
課
長
　
集
落
排

水
事
業
は
、
７
１
０
人
で

計
画
し
て
お
り
、
現
在
の

接
続
が
４
４
９
人
で
あ
る
。

発
地
市
庭
が
２
１
０
人
槽

な
の
で
若
干
余
裕
が
あ
る

と
考
え
る
。

佐 藤 敏 明

急を要する
町道全面改修を

建設課長

問　

鹿
島
の
森
の
通
り
は
、

傷い
た

み
が
ひ
ど
い
の
で
早
急

に
改
修
工
事
が
必
要
で
は
。

財
政
課
長
　
池
ノ
端
旧
軽

井
沢
線
は
、
今
年
度
現
状

の
道
路
幅
で
改
修
工
事
を

す
る
。

発
地
市
庭

問　

発
地
市
庭
の
指
定
管

理
者
の
選
定
で
、
何
人
か

問　

現
在
、
町
内
の
町
関

係
の
橋

き
ょ
う
り
ょ
う梁

数
は
。

建
設
課
長

　
81
橋
あ
り
ボ

ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
構
造

の
橋
が
７
カ
所
あ
る
。

問　

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ

ッ
キ
と
は
。

建
設
課
長

　
軽
井
沢
駅
北

口
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
高

架
等
に
よ
り
、
車
道
か
ら

立
体
的
に
分
類
さ
れ
た
歩

行
者
専
用
の
通
路
で
、
広

場
の
機
能
も
あ
わ
せ
持
つ

も
の
で
あ
る
。

道
路
補
修
に
つ
い
て

問　

現
在
の
補
修
の
進
捗

状
況
は
。

建
設
課
長
　
早
急
に
補
修

が
必
要
な
道
路
33
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
は
、
３
路
線
の
補

修
工
事
が
終
了
し
、
９
月

以
降
５
路
線
工
事
予
定
で

あ
る
。
延
長
で
約
２
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
弱
の
改
修
を
見

込
ん
で
い
る
。
全
面
舗
装

は
、
整
備
計
画
に
基
づ
い

て
順
次
行
う
。

補修完了までもう一息！

と
交
渉
し
て
い
る
と
い
う

答
弁
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ

は
選
定
の
趣
旨
に
反
す
る

の
で
は
。

観
光
経
済
課
長
　
誰
も
応

募
が
な
い
よ
う
な
状
況
は

避
け
た
い
と
考
え
、
数
件

の
事
業
者
の
方
に
声
を
か

け
た
。
募
集
要
項
に
よ
り

公
募
し
て
い
る
の
で
、
趣

旨
に
反
し
て
い
る
と
は
考

え
て
い
な
い
。

ボックスカルバートとは … 道路が水路や小道と立体交差するときに設置される箱型
のコンクリート構造物。人や車両が通行できる大型のものもあります。

問建
設
課
長

問

問

問

問

観
光
経
済
課
長

建
設
課
長

 
道
路
補
修

建
設
課
長

敷
地
内
の
雨
水
・
湧
水
処
理

 
発
地
市
庭

問問

観
光
経
済
課
長

上
下
水
道
課
長

上
下
水
道
課
長

財
政
課
長

一口
メモ
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９月会議では、13人の議員が一般質問を行いました。
全質問、答弁は11ページから23ページです。

一般質問

佐藤  敏明 ●急を要する町道全面改修を （11ページ）

大浦  洋介 ●直売所を成功させる上で「魅力ある事
業」が必要と考えるが （12ページ）

遠山  隆雄 ●外国人旅行者をどう誘致するのか （13ページ）

横須賀 桃子 ●病院理念である心温かい良質な医療の
ために月に1回の満足度アンケートを （14ページ）

利根川 泰三 ●指定管理者の労務管理は （15ページ）

西   千穂 ●タイムラインの導入は （16ページ）

土屋  好生 ●グランドデザインの今後は （17ページ）

佐藤  幹夫 ●八田別荘の今後の公開等活用は （18ページ）

川島 さゆり ●防災行政無線デジタル化に対し、その
後の研究は （19ページ）

寺田 和佳子 ●軽井沢固有の教育を （20ページ）

押金  洋仁 ●看板のきまりをもっとわかりやすく （21ページ）

篠原  公子 ●「読書通帳」の導入で子供の読書習慣
の後押しを （22ページ）

土屋　浄 ●佐久医療センターと軽井沢を結ぶバス
路線を （23ページ）

町
へ
の
提
言
!!

＜１日目＞
８月31日

「一般質問」とは… 本会議で議員が行う町政全般に関する質問や提言をするものです。
当町の場合、一問一答で町側答弁も含め一人一時間以内となっています。

＜２日目＞
９月１日

＜３日目＞
９月２日

第60回を迎えた東部小学校運動会の組体操『私たちのふるさと軽井沢』
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その他の主な補正予算 金  額 財  源

住宅リフォーム補助金増 １億円 町

道路新設改良一般経費増 １８５０万円 町

庁舎改築周辺整備基金 ２億円 町

「プロポーザル」とは… 業務の委託先や建築物の設計者を選定する際、複数の受託希
望者に企画を提案してもらい、その中から優れた提案を選定することです。

　
今
春
の
人
事
異
動
で
上
下
水
道
課
の
施
工

管
理
者
が
増
加
し
、
工
事
の
種
別
に
よ
り
直

営
に
て
施
工
管
理
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
　

委
託
費
か
ら
工
事
費
へ
事
業
費
を
組

み
替
え
た
理
由
は
。
　
　

答
　
人
事
異
動
に
よ
り
上
下
水
道
課
内
で

工
事
を
施
工
管
理
で
き
る
職
員
が
３
名
と

な
り
、
そ
の
職
員
が
直
営
で
で
き
る
た
め
、

施
工
管
理
の
委
託
費
を
工
事
請
負
費
に
組

み
替
え
た
。

問　

今
後
の
施
工
管
理
委
託
は
。

答
　
町
職
員
で
施
工
管
理
で
き
る
の
か
工

事
の
種
別
に
よ
り
委
託
か
直
営
か
を
判
断

し
て
い
く
。

公共下水道建設費委託料
から工事請負費に変更 250万円

問 答 問答

　
さ
わ
や
か
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、

生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
や
好
き
な

地
域
を
応
援
し
た
い
と
い
う
方
の
想

い
を
形
に
す
る
仕
組
み
で
、
寄
付
金

の
税
額
控
除
は
２
０
０
０
円
を
超
え

る
金
額
が
対
象
で
す
。
な
お
１
万
円

以
上
を
寄
付
し
た
方
に
は
１
年
間
軽

井
沢
町
の
広
報
を
送
っ
て
い
ま
す
。

問　

さ
わ
や
か
軽
井
沢
ふ
る
さ
と

寄
付
金
は
何
件
か
。

答
「
守
ろ
う
自
然
」
が
３
件
、「
育

も
う
教
育
と
文
化
」
が
17
件
で

合
計
20
件
。
そ
の
内
「
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｋ
」

の
分
が
16
件
で
あ
る
。

答

一口
メモ

368万円さわやか軽井沢ふるさと寄付金

問

補 正 予 算

　
区
民
の
総
意
に
よ
り
、
旧
軽
井
沢
に
長
年

の
懸
案
で
あ
っ
た
公
衆
ト
イ
レ
が
で
き
ま
す
。

問　

ト
イ
レ
の
設
計
委
託
に
３
０
０
万
円

は
適
正
な
金
額
か
。

答
　
新
規
に
旧
軽
井
沢
地
区
に
設
け
る
ト

イ
レ
の
設
計
と
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
出
す
経

費
で
あ
る
。

問　

こ
の
ト
イ
レ
の
場
所
は
。

答  

旧
軽
井
沢
郵
便
局
の
裏
で
振
興
公
社

で
運
営
を
し
て
い
る
駐
車
場
の
一
画
で
あ

る
。

問答問 答

300万円

旧軽井沢地区
公衆トイレ整備工事

設計委託

ボランティアに参加する ISAKの子ども達
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答
　
安
定
し
た
地
盤
を
つ
く
る
工
事
を
進

め
て
い
る
。

問　

こ
の
湧
水
を
有
効
利
用
で
き
な
い
か
。

答
　
今
の
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

工
事
は
予
定
通
り
完
成
す
る
の
か
。

答
　
３
月
中
の
完
了
計
画
に
な
っ
て
い
る
。

問　

湧
水
処
理
設
備
の
耐
用
年
数
は
。

答
　
建
物
の
耐
用
年
数
よ
り
長
い
。

定
条例
制
例

制

決
契約
締
約

締

1 8 歳まで安心の医療

発
地
市い
ち
ば庭

の
建
設
工
事
変
更

役
場
庁
舎
の
整
備

「動議」とは… 予定議案以外の議案を議員が口頭や文書で提言するもので、所定の人
数の賛成を要します。

◎
変
更
請
負
代
金
の
増
加
額

　
１
７
２
８
万
円

◎
変
更
後
の
契
約
額

　
　
９
億
７
３
０
８
万
円

　
工
事
を
進
め
て
い
く
中
で
、
新
た
に
湧
水
が

確
認
さ
れ
、
そ
の
処
理
の
追
加
工
事
で
す
。

問　

地
盤
沈
下
や
建
物
へ
の
影
響
は
。

問

答問答問答問答

　
役
場
庁
舎
改
築
周
辺
整
備
事
業
の
財
源
に
充

て
る
た
め
、「
役
場
庁
舎
改
築
周
辺
整
備
基
金
」

の
設
置
と
そ
の
管
理
及
び
運
用
に
つ
い
て
定
め

る
条
例
で
す
。

問　

基
金
の
運
用
は
。

答
　
銀
行
の
定
期
預
金
で
あ
る
。

問　

周
辺
と
い
う
の
は
ど
こ
ま
で
を
指
す

の
か
。

答
　
役
場
周
辺
の
公
共
施
設
も
含
め
て
後

に
協
議
す
る
。

問答問答「
安
全
保
障
関
連
法
案
の
廃
案

を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出

詳
し
く
は
25
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

動  議

渋滞緩和のための町道整備で、すべての工区が
30年度に完成予定です。

「借宿バイパス」工事進行中 !!
議案
審議
　
27
年
度
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
町

道
借
宿
バ
イ
パ
ス
線
新
設
改
良
工
事（
１
工
区
）

請
負
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

４
４
８
２
万
円

問　

３
０
０
メ
ー
ト
ル
が
１
４
１
メ
ー
ト

ル
に
な
っ
た
理
由
は
。

答
　
地
権
者
の
同
意
が
と
れ
て
い
な
い
場

所
が
あ
る
。

問　

工
期
が
遅
れ
る
心
配
は
。

答
　
遅
れ
な
い
よ
う
努
力
す
る
。

問　

通
行
止
め
に
対
す
る
迂
回
措
置
と
そ

の
期
間
は
。

答
　
迂
回
路
は
確
保
す
る
。
期
間
は
工
事

の
状
況
に
よ
る
。

問　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
は
。

答
　
必
要
が
あ
れ
ば
設
置
す
る
。

決
契約
締
約

締

借
宿
バ
イ
パ
ス
線

問答

　
28
年
度
か
ら
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、

子
育
て
世
帯
及
び
若
年
世
帯
の
経
済
的
支
援
を

目
的
に
、
医
療
費
の
助
成
に
対
す
る
児
童
の
対

象
年
齢
を
15
歳
か
ら
18
歳
（
年
齢
到
達
直
後
の

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）
に
引
き
上
げ
る
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

問　

18
歳
ま
で
で
収
入
の
あ
る
方
は
。

答
　
全
て
の
方
を
対
象
と
す
る
。

医
療
費
助
成
の

対
象
年
齢
引
き
上
げ

正
条例
改
例
改答問 答問答 問答問

一口
メモ

第１工区

4482万円4482万円
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「ポケットパーク」とは… 街の一角などに設けられた小公園のことです。住民の憩いの場
所として、利用されています。

クローズアップ

「歩行者、特に子どもの安全確保に役
立っています。ドライバー目線で見て
も目立ちます。」   （40代  保護者女性）

「町内にとても素晴らしいグラウンドができ
て嬉しいです。練習にも力が入ります。」

（中学校  サッカー部員）

こんなところに
使われました

風越公園の
人工芝グラウンド

「女性ドライバーの暖かい言葉に、遅延のイ
ライラも解消されました。」　　（70代  女性）

　

グリーンベルト

　

　

循環バス

中学校建設

ポケットパーク

ＮＴＴの跡地を借りて観光振興センターとポ
ケットパークに生まれ変わりました。
「憩いの場所ができ、喜んでいます。」

（60代  男性）

「新しい校舎と体育館、そして全教室
に設置される電子黒板で学べることを
楽しみにしています。」

（小学６年 女子児童）
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上
下
水
課
長

　
水
道
料

金
を
滞
納
し
て
い
る
方
に

は
、
６
月
、
９
月
、
12
月

と
年
に
３
回
ほ
ど
給
水
停

止
を
促
し
、
そ
れ
で
も
支

払
わ
れ
な
い
場
合
は
給
水

停
止
と
し
て
い
る
。

　
石
綿
管
の
交
換
は
、
26

年
度
末
で
２
０
１
２
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
残
っ
て
い
る
。

川
島
さ
ゆ
り　

人
工
透
析

の
患
者
数
が
増
え
て
い
る

が
、
拡
充
を
考
え
て
い
る

か
。

病
院
事
務
長

　
今
す
ぐ
に

は
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上

対
応
で
き
な
い
。

い
る
が
、
こ
れ
ら
の
施
設

に
対
す
る
利
用
者
の
要
望

や
意
見
に
対
し
て
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
る
か
。

建
設
課
長

　
１
ヶ
月
に
１

回
実
施
し
て
い
る
指
定
管

理
者
と
行
政
間
で
の
会
議

に
お
い
て
、
利
用
者
か
ら

の
意
見
や
対
応
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
い
る
。

利
根
川
泰
三　

中
学
生
の

バ
ス
借
り
上
げ
の
内
容
は
。

教
育
次
長

　
遠
足
や
部
活

の
送
迎
で
あ
る
が
、
練
習

試
合
へ
の
送
迎
は
含
ま
れ

て
い
な
い
。

横
須
賀
桃
子　

学
校
保
健

事
業
と
し
て
小
中
学
生
の

血
液
検
査
、
尿
検
査
、
歯

科
検
診
や
耳
鼻
科
検
診
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
が
、

再
検
査
の
状
況
は
。

教
育
次
長
　
血
液
検
査
や

尿
検
査
の
再
検
査
に
お
い

て
は
、
ほ
ぼ
１
０
０
パ
ー

セ
ン
ト
で
あ
る
が
、
歯
科

検
診
や
耳
鼻
科
検
診
の
割

合
は
低
い
。

篠
原
公
子　

中
学
校
に
設

置
さ
れ
て
い
る
心
の
教
育

相
談
員
の
内
容
と
利
用
状

況
は
。

教
育
委
員
　
不
登
校
や
情

緒
不
安
定
な
生
徒
達
の
相

談
の
た
め
と
教
職
員
の
た

め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

26
年
度
は
生
徒
か
ら
の
相

談
が
94
件
、
父
母
か
ら
の

相
談
が
36
件
、
祖
父
母
か

ら
の
相
談
が
７
件
で
あ
り
、

の
べ
１
３
７
件
の
相
談
が

あ
っ
た
。
教
職
員
か
ら
の

相
談
は
な
か
っ
た
。

遠
山
隆
雄　

水
道
料
金
の

滞
納
に
対
す
る
対
応
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
石
綿
管
の
交

換
工
事
が
進
ん
で
い
る
と

思
う
が
、
ま
だ
残
り
は
あ

る
か
。

Ｒ
は
継
続
す
る
こ
と
で
誘

客
が
図
ら
れ
て
い
る
。
北

関
東
圏
で
は
昨
年
初
め
て

実
施
し
た
が
今
後
の
効
果

に
期
待
し
た
い
。

西
千
穂　

こ
れ
ら
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
た
こ
と
に
よ

る
数
値
的
に
示
さ
れ
た
経

済
効
果
は
。

観
光
経
済
課
長

　
成
果
を

数
値
的
に
は
出
し
て
い
な

い
が
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
に

よ
る
地
元
へ
の
経
済
効
果

は
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。

佐
藤
敏
明　

公
衆
ト
イ
レ

の
清
掃
委
託
は
月
に
何
回

ぐ
ら
い
か
。

観
光
経
済
課
長
　
基
本
的

に
毎
日
実
施
し
て
い
る
。

午
前
午
後
の
各
１
回
、
多

い
場
所
で
は
各
２
回
の
と

こ
ろ
も
あ
る
。

篠
原
公
子　

風
越
公
園
の

よ
う
な
公
共
施
設
は
、
指

定
管
理
者
に
委
託
さ
れ
て

「石綿管」とは… アスベストを含んだセメントでできた水道管。寒さや地震にもろい
のが難点です。

建
設
課
長

教
育
委
員
会

建 

設 

課

横
須
賀
桃
子

教
育
次
長

利
根
川
泰
三

佐
藤
敏
明

川
島
さ
ゆ
り

観
光
経
済
課
長

篠
原
公
子

篠
原
公
子

教
育
次
長

教
育
次
長

上
下
水
道
課

遠
山
隆
雄

上
下
水
道
課
長

病
　
院

病
院
事
務
長

　
今
後
は
、
名
実
と
も
に
国
内
外
に
誇
れ
る
「
緑
豊
か
で

美
し
い
景
観
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
「
町
民
の
誰
も
が
豊

か
さ
を
共
有
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
、
こ
の
町
に
関
わ

る
す
べ
て
の
人
々
が
一
体
と
な
っ
て
実
現
し
て
い
く
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
は
、
早
急
に

対
策
が
必
要
な
町
道
の

整
備
は
勿
論
の
こ
と
、

美
し
い
街
並
み
づ
く
り

と
そ
れ
を
実
現
で
き
る

大
胆
な
施
策
、
高
齢
者

福
祉
や
切
れ
目
の
な
い

子
育
て
・
教
育
支
援
な

ど
、
「
軽
井
沢
な
ら
で

は
」
の
行
政
運
営
に
シ

フ
ト
し
て
い
く
こ
と
が

望
ま
れ
る
。

　
決
算
特
別
委
員
会

委
員
長
　
大
浦  

洋
介

観
光
経
済
課
長

西
千
穂

交換作業のすすむ石綿管

一口
メモ
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26年度
決算審査

協
力
事
業
所
制
度
が
あ
る

の
で
啓
発
し
て
い
き
た
い
。

　川
島
さ
ゆ
り　

保
育
園
で

は
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
給
食

の
提
供
が
さ
れ
て
い
る
が
、

各
園
に
い
る
ア
レ
ル
ギ
ー

の
あ
る
園
児
数
は
。

　
　
　
　
　
　
　
東
保
育

園
13
人
・
中
保
育
園
６
人

・
南
保
育
園
４
人
・
西
保

育
園
５
人
で
あ
る
。

寺
田
和
佳
子　

不
妊
治
療

補
助
の
対
象
は
第
二
子
も

可
能
か
。
１
回
５
年
間
有

効
だ
が
、
そ
の
後
２
回
目

を
申
請
す
る
こ
と
も
可
能

か
。

保
健
福
祉
課
長

　
第
一
子

の
み
が
対
象
で
あ
る
。
通

算
５
年
と
い
う
こ
と
な
の

で
、
５
年
を
越
え
て
の
治

療
は
で
き
な
い
。

市
村
守　

妊
婦
乳
児
一
般

検
診
委
託
の
う
ち
、
妊
娠

出
産
時
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
と
は
具
体
的
に
何
か
。

保
健
福
祉
課
長

　
基
本
検

診
11
回
、
超
音
波
検
査
４

回
を
ク
ー
ポ
ン
券
（
12
万

円
相
当
）
と
し
て
、
母
子

手
帳
申
請
時
に
支
給
し
て

い
る
。
乳
児
検
診
も
１
回

含
ま
れ
る
。

利
根
川
泰
三　

町
内
循
環

バ
ス
の
乗
車
状
況
は
。

生
活
環
境
課
長
　
一
日
あ

た
り
平
均
乗
車
率
は
、
東

・
南
廻
り
線
１
４
４
名
、

北
廻
り
線
41
名
、
西
コ
ー

ス
43
名
で
あ
る
。

押
金
洋
仁　

町
道
の
グ
リ

ー
ン
ベ
ル
ト
は
歩
行
者
、

と
く
に
児
童
を
守
る
の
に

土
屋
好
生　

消
防
団
員
が

定
員
に
達
し
て
い
な
い
が
、

団
員
募
集
活
動
に
予
算
を

あ
て
て
は
ど
う
か
。

消
防
課
長

　
ポ
ス
タ
ー
掲

示
・
若
手
消
防
団
員
に
よ

る
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
県
の
優
遇
措

置
を
受
け
ら
れ
る
消
防
団

各会計の決算状況

※表中の金額は、原則として万円単位未満を四捨五入としましたが、
　端数調整の都合上これによらないものもあります。

有
効
だ
と
思
う
。
施
工
す

る
に
あ
た
り
路
線
選
定
の

基
準
、
優
先
順
位
は
ど
の

よ
う
に
し
て
決
め
る
の
か
。

生
活
環
境
課
長

　
年
次
計

画
に
よ
り
順
次
整
備
し
て

い
る
。
場
所
に
つ
い
て
は

各
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
学
校
へ
要

望
が
あ
が
り
、
そ
の
中
か

ら
教
育
委
員
会
で
選
定
し

て
い
る
。

土
屋
好
生　

写
真
パ
ネ
ル

展
、
観
光
宣
伝
放
映
、
若

葉
ま
つ
り
、
紅
葉
ま
つ
り
、

ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
、
そ
れ
ぞ
れ
委
託
し

て
い
る
が
、
事
業
の
効
果
、

成
果
測
定
は
求
め
な
い
の

か
。

観
光
経
済
課
長
　
写
真
展

は
、
北
陸
新
幹
線
開
業
を

見
据
え
て
石
川
・
富
山
で

行
っ
た
。
そ
の
後
今
年
に

入
っ
て
か
ら
の
北
陸
方
面

か
ら
の
入
客
が
あ
る
の
で
、

そ
の
効
果
は
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
首
都
圏
で
の
Ｐ

消 

防 

課

土
屋
好
生

消
防
課
長

「実質収支」とは… 単年度の収入と支出の差額から、翌年度に繰り越すことが決まっ
ている財源を差し引いたものです。

保
健
福
祉
課

川
島
さ
ゆ
り

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

寺
田
和
佳
子

保
健
福
祉
課
長

市
村
守生

活
環
境
課

利
根
川
泰
三

生
活
環
境
課
長

押
金
洋
仁

生
活
環
境
課
長

観
光
経
済
課

土
屋
好
生

収入額230億 3100万円

観
光
経
済
課
長

一口
メモ実質収支

13億6900万円

一般・特別会計
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メモ

西
千
穂　

臨
時
福
祉
給
付

金
は
原
則
１
万
円
だ
が
例

外
も
あ
る
か
。

総
務
課
長
　
所
得
税
が
非

課
税
の
方
２
９
０
６
人
へ

給
付
、
そ
の
う
ち
年
金
受

給
者
１
６
９
８
人
に
対
し

て
は
５
千
円
加
算
し
て
支

給
。
あ
と
は
事
務
費
が
含

ま
れ
て
い
る
。

土
屋
浄　

町
は
転
入
者
に

対
し
て
、
区
へ
の
加
入
を

促
す
た
め
抜
本
的
に
取
り

組
む
べ
き
だ
が
。

総
務
課
長

　
窓
口
で
の
手

続
き
の
際
、
加
入
を
勧
め
、

了
解
の
取
れ
た
方
に
は
区

長
か
ら
更
に
声
を
か
け
る

取
り
組
み
を
し
て
い
る
が
、

個
々
の
事
情
が
あ
る
の
で

難
し
い
。
今
後
も
区
長
と

話
し
合
い
、
よ
り
良
い
方

法
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
い

き
た
い
。

押
金
洋
二　

軽
井
沢
国
際

カ
ー
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

運
営
委
託
の
内
容
と
委
託

先
は
。

総
務
課
長
　
大
会
運
営
や

賞
金
は
町
か
ら
の
支
出
に

協
賛
金
等
を
含
め
た
も
の

で
行
っ
て
い
る
。
町
は
実

行
委
員
会
に
委
託
し
、
更

に
委
員
会
は
一
部
を
Ｓ
Ｃ

軽
井
沢
へ
委
託
し
て
い
る
。

柳
沢
信
介　

し
な
の
鉄
道

増
便
の
た
め
支
出
し
て
い

る
が
、
町
民
の
意
見
を
聞

い
て
増
便
の
時
間
を
決
め

て
い
る
か
。

企
画
課
長

　
新
幹
線
終
電

へ
の
接
続
や
通
勤
・
通
学

を
考
慮
し
、
平
等
に
使
い

易
く
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

寺
田
和
佳
子　

地
方
税
滞

納
で
困
難
を
極
め
る
案
件

に
つ
い
て
は
機
構
に
処
理

委
託
を
し
て
い
る
が
、
町

は
ど
ん
な
努
力
を
し
て
い

る
か
。

税
務
課
長
　
訪
問
・
夜
間

徴
収
や
督
促
状
の
送
付
を

行
い
、
更
に
滞
納
者
に
は

財
産
調
査
を
し
、
土
地
や

預
金
・
権
利
等
の
差
し
押

さ
え
を
行
っ
て
い
る
。

収 入
174億
9,662万円

支 出
154億
2,826万円土木費

36億3,082万円

民生費
30億5,706万円

総務費
31億4,835万円

衛生費
10億2,787万円

労働費80万円

教育費
 23億2,699万円

繰越金
20億5,196万円

議会費1億5,762万円消防費3億1,072万円

災害復旧費2,264万円

地方譲与税・交付金5億8,390万円

分担金及び負担金1億3,087万円

使用料及び手数料2億4,827万円

諸収入2億9,885万円

町債（借金）1億円

町税
91億1,805万円

商工費6億5,543万円

農林水産業費6億8,029万円

公債費（借金返済）4億967万円

国庫支出金
9億935万円

財産収入
寄附金･繰入金
36億73万円

県支出金
4億5,464万円

一般会計決算内訳

　
予
算
が
計
画
な
ら

決
算
は
実
績
で
す
。

決
算
特
別
委
員
会
で

は
、
議
長
・
監
査
委

員
を
除
く
全
議
員
の

目
で
四
日
間
に
わ
た

り
、
行
政
側
と
対
峙

し
て
皆
様
の
税
金
が

ど
う
使
わ
れ
た
か
を

慎
重
に
審
査
を
致
し

ま
し
た
。

西
千
穂

総
務
課
長

土
屋
浄

総
務
課
長

企
画
課
長

「臨時福祉給付金」とは… 消費税の引き上げによる影響を緩和するため、低所得者に
対して臨時的に支給するものです。12月 4日まで住民課で申請受付しています。

総 

務 

課

税 

務 

課

企 

画 

課

押
金
洋
仁

総
務
課
長

栁
澤
信
介

寺
田
和
佳
子

税
務
課
長

一口
メモ

支出額207億 5100万円

大型施設の
効率的利用をすすめよ
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問　

大
日
向
で
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｋ

関
係
の
工
事
車
両
の
通
行

で
砂
ぼ
こ
り
に
よ
る
農
作

問　

旧
軽
井
沢
公
民
館
前

の
ゴ
ミ
集
積
場
所
は
、
不

法
投
棄
が
多
く
困
っ
て
い

る
。
何
か
対
策
を
。

生
活
環
境
課
長

　
区
の
役

員
と
業
者
を
含
め
て
対
応

し
て
い
き
た
い
。

問　

観
光
振
興
セ
ン
タ
ー

の
案
内
板
が
小
さ
く
て
わ

か
り
づ
ら
い
。

観
光
経
済
課
長

　
８
月
12

日
に
設
置
し
て
あ
る
。

　
　

　

問　

浅
間
山
噴
火
の
際
、

町
民
へ
の
周
知
が
遅
れ
た
。

体
制
の
見
直
し
を
。

消
防
課
長

　
天
候
が
悪
く
、

噴
火
の
確
認
に
時
間
が
か

か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
放

送
が
遅
れ
た
。
体
制
の
見

直
し
を
検
討
し
て
い
る
。

問消
防
課
長

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を

問　

軽
井
沢
中
学
校
に
進

学
し
な
い
生
徒
が
い
る
。

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を

し
て
欲
し
い
。

教
育
長

　
全
国
学
力
学
習

実
態
調
査
で
も
国
・
県
平

均
と
見
劣
り
し
な
い
。
県

の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
指
定

校
と
し
て
地
域
性
、
国
際

性
を
身
に
つ
け
、
小
中
高

の
連
携
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
ス
ク
ー
ル
の
推
進
等
、

魅
力
や
特
色
の
あ
る
学
校

づ
く
り
の
中
で
努
力
し
て

い
る
。

　

問

問

教
育
長

生
活
環
境
課
長

観
光
経
済
課
長

噴
火
時
の
速
報
体
制
の
見
直
し
を

そ
の
他

10月 22日㈭ 発地公民館
《出席議員》大浦洋介　佐藤敏明　横須賀桃子

栁澤信介　寺田和佳子

10月 26日㈪ 追分公民館
《出席議員》土屋浄　土屋好生　川島さゆり

利根川泰三　西千穂

10月 27日㈫ 矢ヶ崎公園管理棟
《出席議員》篠原公子　市村守　佐藤幹夫

遠山隆雄　押金洋仁
※議長は全日程に出席します。
　「議会だより108号」をお持ちください。

１０月の語る会 予告

「ＩＳＡＫ」とは… 大日向に校舎を構え、アジアを中心とした高校生（各学年 50人）
を対象とした全寮制の「インターナショナルスクール オブ アジア カルイザワ」のこ
とです。

感動！旧校舎最後のからまつ祭

問

こう
やっ
たら

どう
か

問

物
へ
の
被
害
対
策
を
。

建
設
課
長

　
今
年
度
工
事

を
予
定
し
て
い
る
。

建
設
課
長

一口
メモ
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問　

渋
滞
対
策
と
し
て
、

プ
リ
ン
ス
通
り
か
ら
六
本

辻
へ
直
進
可
能
と
し
た
ら

ど
う
か
。

生
活
環
境
課
長
　
警
察
の

話
で
は
、
先
が
別
荘
地
で

苦
情
等
も
あ
り
無
理
で
は

な
い
か
と
聞
い
て
い
る
。

いつまでたっても直らぬインターロッキング

今
回
は
、
７
月
13
日 

借
宿
公
民
館
、
16
日 

中
軽
井
沢
区
民
会
館
、
17
日 

旧
軽
井
沢
公
民
館
の
３
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

問　

公
立
図
書
館
を
民
間

に
運
営
委
託
す
る
こ
と
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

教
育
次
長

　
図
書
館
の
指

公
共
施
設
の
さ
ら
な
る
活
用
を

問　

ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
よ
る
閉

鎖
期
間
の
短
縮
を
。

建
設
課
長

　
指
定
管
理
者

に
よ
り
、
短
く
す
る
よ
う

検
討
し
て
い
る
。

問　

八
田
別
荘
は
町
の
所

有
で
あ
る
こ
と
や
文
化
財

と
し
て
の
説
明
が
必
要
で

は
。

教
育
次
長

　
歴
史
的
な
意

義
な
ど
を
含
め
調
査
し
て

い
る
。
結
果
に
よ
り
、
文

化
財
指
定
や
説
明
板
、
公

開
方
法
等
を
検
討
す
る
。

定
管
理
者
制
度
導
入
に
は

否
定
的
な
意
見
も
あ
る
。

今
後
検
討
し
て
い
く
。

お
も
て
な
し
の
道
路
行
政
を

問　

木
の
根
が
歩
道
の
イ

ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
を
持

ち
上
げ
危
険
で
あ
る
。
安

全
に
通
行
で
き
る
よ
う
改

善
を
。

建
設
課
長
　
町
道
は
町
で
、

県
道
は
県
で
直
す
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

問　

停
電
時
の
交
通
信
号

機
に
ソ
ー
ラ
ー
発
電
を
利

用
で
き
な
い
か
。

生
活
環
境
課
長
　
県
警
に

問
い
合
わ
せ
た
が
、
大
容

量
電
力
が
必
要
な
た
め
、

現
時
点
で
は
利
用
で
き
な

い
。

問　

お
水
端
か
ら
旧
ゴ
ル

フ
へ
の
道
路
側
溝
を
直
し

て
欲
し
い
。

建
設
課
長

　
今
年
度
、
工

事
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

舗
装
を
し
な
い
道
路

の
穴
ぼ
こ
、
水
た
ま
り
対

策
を
。

建
設
課
長
　
補
修
方
法
を

工
夫
し
て
い
る
が
、
な
か

な
か
う
ま
く
い
か
な
い
。

そ
の
都
度
補
修
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

問建
設
課
長

教
育
次
長

「八田別荘」とは… 日本人が軽井沢に建てた別荘第一号。築 120 年余、福井県出身
の旧海軍大佐の八田裕次郎氏が 1893 年（明治 26年）に旧軽井沢に建てました。八田
家より建物の寄贈を受け、町が土地を購入しました。

　
議
会
で
は
、
活
動
の
様
子
を
地
域
に
出
向
い
て
住
民

の
皆
様
に
報
告
・
説
明
し
、
議
会
に
対
す
る
意
見
や

提
言
を
直
接
お
聞
き
し
て
、
政
策
立
案
へ
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
を
語
る
会
」よ
り

問　

風
越
公
園
エ
リ
ア
は
、

交
通
の
便
が
悪
い
。
対
策

を
考
え
て
欲
し
い
。

生
活
環
境
課
長
　
町
内
循

環
バ
ス
が
乗
り
入
れ
し
て

い
る
の
で
、
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

問 問

教
育
次
長

生
活
環
境
課
長

建
設
課
長

問

問

問

問

建
設
課
長

建
設
課
長

生
活
環
境
課
長

生
活
環
境
課
長

問

問

一口
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「まちづくりを語る会」より
平成26年度決算審査
13人の議員が一般質問
安保法案に動議
子育て支援センターを訪ねて

No.108

長野県軽井沢町議会

議会だより 会　議
７･９月
平成27年

26

4

2

25

10
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編
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後
記

　

　
４
月
26
日
執
行
の
選
挙
で
新

人
６
人
を
迎
え
、
内
堀
議
長
の

も
と
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
致
し

ま
し
た
。

　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
も
新

人
４
人
を
含
む
８
人
体
制
で
意

欲
的
に
編
集
作
業
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
委
員
一
同
、
町
民
の
皆
様
に

よ
り
議
会
を
身
近
に
感
じ
親
し

ん
で
頂
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。（

川
島
）

議
　
長

　
　
内
堀

　
次
雄

委
員
長
　
　
川
島
さ
ゆ
り

副
委
員
長
　
　
押
金
　
洋
仁

委
　
員
　
　
寺
田
和
佳
子

利
根
川
泰
三

栁
澤
　
信
介

　
　
　
　
　 

横
須
賀
桃
子

　
　
　
　
　 

　
　
市
村
　
　
守

　
　
　
　 

篠
原
　
公
子

玄関に入った瞬間、子ども達の元気な声！「放課後子ども教室はどう？」と聞くと、
『すごく楽しい！』と笑顔の子ども達。
軽井沢の宝である子ども達、いっぱい遊んで、スクスク成長してくださいね。 

（取材：横須賀 桃子）

お友だちがいっぱ～い !

雨の日だって楽しいよ !
!

きまり
を守り

元気にあ
いさつ

をたずねて

お友達といっぱい遊べて楽しい ! と、
子ども達も大喜びです。

雨の日も、広い室内で
元気に飛び跳ねて遊んでいます。

まずはしっかり宿題から

《保護者の声》
「宿題をきちんと終わらせる習慣もつき、

とても助かっています。」

《保護者の声》
 「指導員の先生方も多く、
子どもを安心して預けられます。」

《保護者の声》
 「室内の遊び道具が充実している
ので、子ども達も楽しい時間を
過ごしています。」

放課後子ども教室では、まず始めに宿
題をします。宿題が終わったら、楽し
い遊びの時間です。

を合言葉に!!
中地区児童館

保
護
者
の
声
で
一
番
多
か
っ
た
の
は
…

「
学
校
の
敷
地
内
に
あ
る
の
で
、
交
通
安
全

の
面
で
安
心
し
て
い
ま
す
。」
で
し
た
。
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＜平成27年５月・６月会議　提出議案、請願、陳情＞
議案第36号 平成 27年度町単直売所建設工事請負契約の締結

議案第37号 軽井沢町農産物等直売施設軽井沢発地市庭条例の制定

議案第38号 軽井沢町の長期継続契約を締結することができる契約を定める条例の全部改正

議案第39号 （旧）軽井沢駅舎記念館に関する条例の全部改正

議案第40号 平成 26年度地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）事業
災害備蓄資機材購入契約の締結

議案第41号 平成 27年度軽井沢町一般会計補正予算（第３号）

請願第１号 集団的自衛権を具体化する法案についての請願

陳情第１号 農協改革をはじめとした「農業改革」に関する陳情

＜５月・６月会議　議決状況＞

梅
雨
の
晴
れ
間
の
６
月
28

日
、
第
23
回
軽
井
沢
病
院

祭
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

中
部
小
学
校
吹
奏
楽
部
の

皆
さ
ん
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
の
後
に
は
、
子
ど
も
の

ホ
ー
ム
ケ
ア
や
認
知
症
に
つ
い
て

の
講
演
も
あ
り
、
来
場
さ
れ
た
方

は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

玄
関
前
に
は
と
っ
て
も
ス
リ
ム
に

な
っ
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
ル
イ
ザ
ち

ゃ
ん
も
登
場
し
て
、
子
ど
も
た
ち

も
ニ
ッ
コ
ニ
コ
。
い
つ
ま
で
も
親

し
ま
れ
る
病
院
で
あ
り
た
い
、
関

係
者
の
皆
さ
ん
の
そ
ん
な
思
い
が

伝
わ
っ
て
く
る
お
祭
り
で
し
た
。

（
取
材
・
写
真
撮
影
／
押
金
洋
仁
）

今月の
表紙

広報広聴常任委員会

取
材
も
撮
影
も
自
分
た
ち
で

「議会だより」… 議会活動を皆さんにしっかりとお伝えするため、年４回定期的に「広報
広聴常任委員会」が発行しています。取材や写真撮影も議員が責任を持って行っており、
常に「読みやすく」「伝わりやすい」広報を目指しています。ご意見をお聞かせください。

一口
メモ 議会だより
作成中！
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《
請 

願
》

◎
陳
情
者
　
長
野
県
単
位
農
協
労
働
組
合
連
合
会
　
執
行
委
員
長
　
赤
羽
　
清
吉

　（
趣
旨
）
農
協
改
革
に
あ
た
っ
て
は
家
族
農
業
経
営
者
の
育
成
で
食
料
自

給
率
向
上
を
目
指
す
こ
と
。
及
び
一
般
企
業
に
農
地
取
得
の
道
を
開
く
農

地
法
改
正
や
農
業
委
員
会
の
公
選
制
な
ど
の
廃
止
、
並
び
に
農
協
自
身
の

改
革
を
尊
重
し
法
的
な
措
置
に
よ
る
強
制
を
止
め
る
こ
と
を
求
め
る
。

（
不
採
択
理
由
）
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
は
、
す
で
に
国
の
農
業
改

革
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
今
後
は
国
と
の
協
議
を
見
守
る
べ
き
こ
と
と
考

え
る
た
め
。

乳
幼
児
医
療
費
窓
口
無
料
化
等
に
つ
な
が
る
地

方
単
独
事
業
に
係
る
国
保
の
減
額
調
整
措
置
の

見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

◎
請
願
者

　
軽
井
沢
憲
法
９
条
の
会

　
　
世
話
人
代
表

　
稲
垣

　
壬
午

紹
介
議
員

　
土
屋

　
　
浄

　

（
趣
旨
）
こ
の
法
案
は
、
自
衛
隊
の
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
軍
事
支
援
、
国
際

治
安
支
援
部
隊
参
加
及
び
日
本
が
攻
撃
さ
れ
て
い
な
く
て
も
集
団
的
自
衛

権
を
発
動
し
海
外
で
戦
争
参
加
を
可
能
と
す
る
点
で
重
大
な
問
題
が
あ

る
。
首
相
は
国
際
法
上
違
法
な
先
制
攻
撃
を
し
た
場
合
集
団
的
自
衛
権
発

動
を
否
定
し
て
い
な
い
。
国
際
情
勢
が
不
安
定
な
今
こ
そ
憲
法
９
条
の
精

神
で
国
際
貢
献
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
法
案
撤
回
を
求
め
る
。

（
不
採
択
の
理
由
）
請
願
書
の
内
容
は
事
実
と
異
な
る
点
が
あ
り
、
こ
の

ま
ま
で
は
請
願
書
の
趣
旨
に
沿
い
か
ね
る
。

集
団
的
自
衛
権
行
使
を
具
体
化
す
る
法

案
の
撤
回
を
求
め
る
。

農
協
改
革
を
は
じ
め
と
し
た
「
農
業
改
革
」

で
農
協
自
身
の
改
革
を
尊
重
し
法
的
措
置

に
よ
る
強
制
を
止
め
る
こ
と
を
求
め
る
。

《
陳 

情
》

不
採
択

「発議」とは… 議会において、議員が議事の対象とするべき問題について意見を提出する
ことを言います。ちなみに議案の場合は、一般的に提案と言っています。

不
採
択

▶▶▶ 国へ意見書を提出しました ▶▶▶
「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
具
体
化
す
る
法
案
に
つ
い
て
は
、

国
防
、
安
全
保
障
の
根
幹
に
関
わ
り
、
国
民
生
活
に
も
影
響

を
及
ぼ
す
重
要
な
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
国
会
で
の
成

立
を
急
ぐ
こ
と
な
く
、
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
ま
で
十
分

な
議
論
を
尽
く
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。」　

　
　（
全
員
賛
成
）

提
出
先
…
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣

「
長
野
県
で
は
、
軽
井
沢
町
を
含
め
多
く
の
自
治
体
で
独
自
の

助
成
制
度
を
設
け
、
窓
口
で
一
部
負
担
金
を
支
払
い
、
申
請

し
た
口
座
に
そ
の
後
自
動
的
に
振
り
込
む
自
動
給
付
方
式
を

導
入
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
多
く
の
町
民
か
ら
、
子
ど

も
の
医
療
費
に
つ
い
て
窓
口
で
の
一
時
払
い
に
対
す
る
負
担

の
重
さ
を
訴
え
る
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
更
に
、
地
方
創

生
の
観
点
か
ら
人
口
減
少
問
題
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
む
た

め
に
、
子
ど
も
、
子
育
て
世
代
の
支
援
充
実
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
全
国
の
自
治
体
で
取
り

組
ま
れ
て
い
る
乳
幼
児
医
療
の
助
成
制
度
な
ど
単
独
の
医
療

費
助
成
制
度
に
対
す
る
国
の
減
額
調
整
措
置
に
つ
い
て
、
早

急
に
見
直
し
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
強
く
要
請
い
た
し
ま

す
。」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
賛
成
）

提
出
先
…
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
財
務
大
臣
、
総
務
大
臣

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
具
体
化
す
る
法
案
に

関
す
る
慎
重
な
議
論
を
求
め
る
意
見
書

発
　
委

発
　
議

慎重審査
みなさま
からの

を

請願１件･陳情１件
▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶

一口
メモ
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施
設
管
理
者
に

つ
い
て
、
農
協
が
単
独
で

運
営
を
行
う
の
は
ま
ず
い

と
い
う
話
が
あ
る
が
。

農
協
単

独
で
は
ま
ず
い
と
い
う
事

で
は
な
い
。
観
光
、
商
工

面
で
の
連
携
を
考
え
る
と
、

得
意
な
分
野
を
活
か
し
た

共
同
体
で
の
運
営
が
望
ま

し
い
と
考
え
る
。

今
後
公
募
を
行

う
が
、
単
独
で
応
募
し
て

き
た
団
体
に
は
ア
ド
バ
イ

ス
を
す
る
の
か
。

指
定
管
理
者
は

公
募
で
あ
る
以
上
、
単
独

で
の
応
募
も
あ
る
。
農
業

者
の
と
り
ま
と
め
等
を
考

え
る
と
、
事
前
に
様
子
を

見
て
調
整
を
図
り
た
い
。

農
協
の
み
の

応
募
で
あ
っ
た
場
合
は
。

今
ま
で
頂
い
て
い

常任委員会
社会

る
意
見
等
を
踏
ま
え
考
慮

す
る
。

指
定
管
理
者

公
募
の
概
略
は
。

応
募
で

き
る
団
体
は
県
内
の
事
業

者
。
７
月
１
日
よ
り
28
日

ま
で
に
応
募
し
て
も
ら
い
、

９
月
に
業
者
の
選
定
を
し
、

選
定
委
員
会
等
の
審
査
を

経
て
12
月
会
議
で
決
定
し

た
い
。

12
月
に
指
定

管
理
者
が
決
定
し
、
予
定

で
は
28
年
４
月
１
日
オ
ー

プ
ン
だ
が
、
間
に
合
う
か
。

町
で
野

菜
の
で
き
る
時
期
を
考
え

る
と
、
５
月
連
休
前
と
し

た
い
。

老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
利
用
は
条
例
で

は
老
人
の
み
だ
が
、
誰
で

も
利
用
で
き
る
よ
う
な
施

設
に
で
き
な
い
か
。65

歳
以

上
の
方
に
利
用
し
て
頂
く

施
設
で
あ
り
、
条
例
の
改

正
は
考
え
て
い
な
い
。

町
の
中
心
に

あ
る
セ
ン
タ
ー
は
、
す
べ

て
の
町
民
に
と
っ
て
利
用

し
や
す
い
施
設
と
考
え
る
。

総
合
福
祉
の
場
と
し
て
の

施
設
の
利
用
方
法
は
。

利
用
者

の
年
齢
範
囲
を
広
げ
る
こ

と
に
関
し
て
は
現
在
考
え

て
い
な
い
。

旧
軽
井
沢
、

二
手
橋
付
近
の
別
荘
の
塀

が
朽
ち
果
て
一
部
崩
れ
た

り
し
て
い
る
。
ま
た
周
辺

に
あ
る
看
板
も
古
く
汚
れ

て
い
る
物
が
目
立
つ
、
景

観
上
問
題
と
考
え
る
が
。

別
荘
の

塀
に
つ
い
て
は
、
以
前
所

有
者
に
修
繕
の
依
頼
を
し

て
一
部
撤
去
し
て
も
ら
っ

た
。
看
板
も
含
め
、
現
場

を
確
認
し
対
応
す
る
。

移
動
町
長

室
で
外
国
人
を
対
象
者
と

し
た
懇
談
を
行
う
が
、
英

語
に
よ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
で
の
案
内
で
、
多

く
の
外
国
人
へ
の
周
知
を
。

ポ
ッ
ト
ラ
ッ

ク
交
流
会
の
参
加
者
へ
は

案
内
を
し
た
が
、
今
後
参

考
に
す
る
。

軽
井
沢
発
地
市
庭
条

例
制
定

委
員
会
で
の
主
な
審
査

横
須
賀
桃
子

観
光
経
済
課
長

栁
澤
信
介

町
長

保
健
福
祉
課
長

市
村
守

副
町
長

総
務
課
長

遠
山
隆
雄

篠
原
公
子

観
光
経
済
課
長

市
村
守

篠
原
公
子

観
光
経
済
課
長

そ
の
他

篠
原
公
子

保
健
福
祉
課
長

篠
原
公
子

生
活
環
境
課
長

みんなが憩える場所を

世代を超えた交流を
  老人福祉センターで

一口
メモ

「ポットラック交流会」とは… 参加者が何でも一品ずつ持ち寄るホームパーティー。
当町では、軽井沢に住む様々な国籍やルーツの方に、親しく交流を深めていただく
目的で開催しています。
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だ
が
、
町
民
は
無
料
に
で

き
な
い
か
。

公
の
施
設
で

維
持
管
理
が
必
要
な
た
め
、

最
低
限
の
料
金
は
頂
く
こ

と
に
な
る
。建

物
自
体
が
旧

駅
舎
の
移
築
で
も
な
く
、

前
材
料
を
使
っ
て
い
る
わ

け
で
も
な
い
。
レ
プ
リ
カ

来
館
者
を

増
や
す
た
め
の
施
策
は
考

え
て
い
る
か
。26

年
度
５
９

９
４
人
の
来
館
者
数
で
、

今
後
指
定
管
理
者
の
企
画

力
に
期
待
し
た
い
。

町
の
建
物

（
旧
）軽
井
沢
駅
舎
記
念
館

に
関
す
る
条
例
改
正

委
員
会
で
の
主
な
審
査

常任委員会
総務

物
と
考
え
る
。

結
果
【
採 

択
】

賛
成
６
人
、
反
対
１
人

賛
成
多
数
で
原
案
可
決

「発委」とは… 委員会において委員が議事の対象となるべき問題について、意見を
提出することを言います。

川
島
さ
ゆ
り

建
設
課
長

寺
田
和
佳
子

建
設
課
長

土
屋
浄

災
害
備
蓄
資
機
材
購

入
契
約
締
結

指定管理で有効活用を

活かせるか
（旧）軽井沢駅舎

●
先
制
攻
撃
は
首
相
が
し

な
い
と
明
確
に
言
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
請
願
書

の
文
章
は
お
か
し
い
。

●
法
案
は
憲
法
９
条
内
の

専
守
防
衛
以
上
の
事
は

し
な
い
と
な
っ
て
い
る
。

●
戦
争
法
案
で
あ
る
か
ら

撤
回
し
て
欲
し
い
。

●
新
３
要
件
が
守
ら
れ
る

か
心
配
。

と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

二
次
避
難

所
の
収
容
可
能
人
数
は
。

施
設
の
床
面

積
で
計
算
し
て
い
る
が
、

中
学
校
４
７
５
６
人
、
東

部
小
学
校
１
９
６
０
人
、

西
部
小
学
校
２
２
６
１
人
、

寺
田
和
佳
子

押
金
洋
仁

消
防
課
長

消
防
課
長

で
は
な
い
の
か
。

残
し
て
欲
し
い
と

の
住
民
団
体
か
ら
陳
情
、

要
望
が
あ
り
、
慎
重
に
解

体
し
た
経
過
が
あ
る
。
し

な
の
鉄
道
経
営
者
と
も

　
軽
井
沢
駅
舎
を
駅
に

と
の
検
討
も
含
め
、
東
側

用
地
、
車
両
の
扱
い
な
ど

を
議
題
に
話
し
合
っ
て
い

る
。
現
状
の
ま
ま
で
良
い

と
は
考
え
て
い
な
い
。

《
反
対
意
見
》

旧
駅
舎
の
移
転

で
も
な
く
、
以
前
の
材
料

の
使
用
も
な
い
レ
プ
リ
カ

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
閉
鎖

す
べ
き
で
あ
る
。

《
賛
成
意
見
》建

物
や
展
示

内
容
は
懐
か
し
く
、
歴
史

的
に
も
貴
重
な
資
料
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
広
く
皆
さ

ん
に
見
て
頂
き
た
い
。

町
内
店
舗
に

は
懐
か
し
い
旧
駅
舎
の
写

真
を
飾
っ
て
い
る
人
も
い

る
こ
と
か
ら
、
大
事
な
建

風
越
総
合
体
育
館
２
５
０

７
人
の
試
算
で
あ
る
。

購
入
予
定
の

炊
き
出
し
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

と
真
空
ア
ル
ミ
毛
布
と
は
。

非
常
時
や
イ

ベ
ン
ト
に
使
用
可
能
な
コ

ン
パ
ク
ト
収
納
で
、
ご
飯
、

汁
物
を
50
人
か
ら
１
２
０

人
分
の
炊
き
出
し
が
で
き

る
。
ア
ル
ミ
製
の
毛
布
は

保
温
性
に
優
れ
、
一
般
の

毛
布
、
布
団
と
一
緒
に
使

用
す
る
。

佐
藤
幹
夫

町
長

討
　
　
論

土
屋
浄

押
金
洋
仁

一
方
で
、
全
委
員
か
ら

●
国
民
に
理
解
を
得
ら
れ

る
ま
で
国
会
で
慎
重
審

議
を
尽
く
し
て
も
ら
い

た
い
。

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

結
果
【
不
採
択
】

不
採
択
６
人
、
採
択
１
人

（
委
員
会
と
し
て
発
委
し

ま
し
た
。
※
Ｐ
18
参
照
）

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
具
体
化
す
る
法
案
に
つ
い
て

の
請
願
書

一口
メモ

《
賛
成
意
見
》

《
反
対
意
見
》

い

（
旧
）
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特
別
支
援
が
必
要
な

子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
や
、

長
期
休
暇
の
預
か
り
に
対

し
て
、
保
護
者
は
た
い
へ

ん
困
っ
て
い
る
が
。

地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
放
課

後
５
時
ま
で
、
預
か
っ
て

い
る
。
６
時
ま
で
の
延
長

を
検
討
し
た
い
。

今
後
、
指
定
事
業
所
開

設
を
考
え
て
い
る
事
業
者

と
も
協
議
し
て
い
く
。

選
択
肢
の
一

つ
と
し
て
児
童
館
の
検
討

も
あ
る
。

中
部
小
学
校
区
の
児

童
館
の
一
つ
を
、
障
が
い

児
支
援
の
拠
点
と
し
て
活

用
し
て
は
。

今
ま
で
に
固
執
す

る
こ
と
な
く
新
し
い
も
の

を
採
用
・
改
革
を
し
な
け

れ
ば
と
思
う
。
課
題
も
大

き
い
が
、
非
常
に
大
切
な

部
分
で
あ
る
の
で
、
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

篠 原 公 子

児童館の一つを障がいのある
子どもの支援拠点に活用しては

今までの制度に固執することなく新しい改革
が必要と思う

町 長

サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
の

利
用
者
が
少
な
い
が
、
積

極
的
に
声
掛
け
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

積
極
的

な
活
用
が
で
き
る
よ
う
配

慮
し
進
め
て
い
き
た
い
。

特
別
支
援
が
必
要
な

子
ど
も
の
把
握
は
行
政
と

保
護
者
が
つ
な
が
る
と
い

う
点
で
、
た
い
へ
ん
大
事

だ
と
思
う
が
、
人
数
の
把

握
は
。

３
歳
未

満
の
未
就
園
児
４
名
、
幼

・
保
育
園
児
11
名
、小
学
校

44
名
、
中
学
校
16
名
、
小

諸
養
護
学
校
16
名
、
在
宅

１
名
の
合
計
92
名
で
あ
る
。

そ
の
子
ど
も
た
ち
に

対
し
て
、
行
政
と
し
て
ど

の
様
に
関
わ
っ
て
い
る
か
。

サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
や
個

別
支
援
利
用
計
画
な
ど
は
。

サ
ポ
ー

ト
ブ
ッ
ク
は
保
健
セ
ン
タ

ー
で
は
４
人
、
小
諸
養
護

学
校
児
童
生
徒
16
人
に
配

布
し
て
い
る
。小

中
学
校
で

は
対
象
者
全
員
に
支
援
計

画
を
作
成
し
て
い
る
。

問保
健
福
祉
課
長

特別支援が必要な子ども達を放課後預かる
作業終了後の地域活動支援センター

問

問

障
が
い
の
あ
る
子
ど

も
へ
の
関
わ
り
は

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

児
童
館
を
支
援
の
拠
点
と
し
て

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
を
し
て
は

問

保
健
福
祉
課
長

町
長

問

教
育
次
長

「サポートブック（虹のかけはし）」とは… 子どもに関する様々な情報を、家庭が成長に合
わせて書きためることができるものです。新しいライフステージに進み、福祉サービスを利
用する際に支援が途切れることなく継続されるよう、手助けとなる手帳です。

住
民
課
長

一口
メモ
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市 村　 守
コンパクトシティを念頭に進めていく
町 長

道路政策は

早期の舗装 ･ 補修対策を

舗
装
の
穴
埋
め
の
要

請
件
数
は
。

26
年
度
は
１

０
５
件
で
、
９
５
９
箇
所

の
穴
埋
め
を
実
施
し
た
。

舗
装
の
補
修
工
事
が

必
要
な
道
路
の
割
合
は
。

舗
装
済
み
の

町
道
２
２
９
㎞
の
う
ち
、

何
ら
か
の
補
修
が
必
要
な

の
は
、
１
２
６
㎞
、
約
55

％
と
な
っ
て
い
る
。
早
急

に
補
修
が
必
要
な
の
は
約

33
㎞
で
15
％
と
な
っ
て
い

る
。

舗
装
さ
れ
た
農
道
の

補
修
工
事
が
必
要
な
割
合

は
。

割
合
は

捉
え
て
い
な
い
が
、
耕
作

に
影
響
が
出
た
り
、
生
活

道
路
と
し
て
通
行
量
が
多

い
路
線
な
ど
は
優
先
的
に

補
修
を
進
め
て
い
る
。

建
設
課
長

問

道
路
後
退
用
地
は
道

路
と
し
て
の
状
態
に
あ
る

か
。
ま
た
、石
垣
や
塀
、植

栽
さ
れ
て
い
る
場
所
の
対

策
は
。

高
低
差
が
あ

る
場
合
を
除
き
通
行
で
き

る
。
石
垣
、
塀
等
の
撤
去

は
費
用
や
景
観
上
の
問
題

も
あ
り
、
場
所
に
よ
っ
て

は
理
解
を
得
る
た
め
地
道

な
努
力
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。幅

員
４
ｍ
未
満
の
道

路
で
も
舗
装
で
き
る
よ
う

に
方
針
を
転
換
し
て
の
政

策
を
講
じ
ら
れ
な
い
か
。

幅
員
４
ｍ
以

上
と
い
う
町
の
舗
装
基
準

に
よ
り
対
応
し
て
い
く
。

道
路
も
造
る
べ
き

は
造
り
、
舗
装
す
べ
き
は

舗
装
す
る
が
、
常
に
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
念
頭
に
、

慎
重
に
進
め
て
い
く
。

問

町
長

問 建
設
課
長

建
設
課
長

観
光
経
済
課
長

問建
設
課
長

問 狭
あ
い
道
路
の
対
策
は

「コンパクトシティ」とは… 中心部に公共施設や商業施設、住宅地を集めることによって、
市街地の活性化や行政コストの削減を図り、住民の利便性を向上させようとする都市、ま
たはそれを目指すまちづくり政策のことです。

一口
メモ
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諏訪ノ森公園に
新しいトイレを

区の総意であれば考える
観光経済課長

ら
れ
て
い
る
。

来
訪
者
が
憩
え
る
公

園
と
し
て
ベ
ン
チ
を
増
や

し
、
ト
イ
レ
が
必
要
で
は
。

ベ
ン
チ
は
現

状
で
足
り
て
い
る
。ト

イ
レ

を
つ
く
る
と
す
れ
ば
、
利

便
性
の
高
い
場
所
に
と
い

う
こ
と
で
考
え
た
い
。

振
興
公
社
の
所
に
つ

く
る
と
い
う
こ
と
か
。

特
に
こ

こ
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

私
個
人
と
し
て
は
、

公
園
内
の
ト
イ
レ
を
改
修

す
れ
ば
旧
軽
に
ト
イ
レ
は

必
要
な
い
と
感
じ
て
い
る

が
。

区
と
し

て
と
り
ま
と
め
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
そ
の
場
所
で
と

い
う
こ
と
で
考
え
る
。

区
の
総
意
と
し
て
改

修
し
て
ほ
し
い
と
言
っ
た

ら
可
能
か
。

公
園
内
の
ト
イ
レ
は
、

な
ぜ
放
置
さ
れ
改
修
で
き

な
い
の
か
。

区
の
同

意
を
得
な
い
ま
ま
無
理
に

取
り
壊
す
こ
と
は
し
な
い

が
、
残
す
に
し
て
も
現
状

の
ま
ま
に
な
る
こ
と
で
了

解
を
得
て
い
る
。
改
修
を

す
る
考
え
は
な
い
。

旧
軽
唯
一
の
公
園
内

の
ト
イ
レ
を
改
修
で
き
な

い
の
は
納
得
で
き
な
い
が
。

ほ
か
の

場
所
、
例
え
ば
振
興
公
社

の
駐
車
場
が
郵
便
局
の
裏

に
あ
る
が
、
近
隣
の
方
の

同
意
を
得
て
い
た
だ
け
れ

ば
積
極
的
に
設
置
を
考
え

た
い
。駐

車
場
の
ス
ペ
ー
ス

を
削
っ
て
ま
で
つ
く
る
必

要
は
な
い
。
公
園
内
の
施

設
と
し
て
改
修
す
る
の
が

合
理
的
と
思
う
が
。

観
光
客
が
多
く
訪

れ
る
往
来
の
場
所
の
近
く

に
設
置
す
る
こ
と
が
求
め

問問 観
光
経
済
課
長

問

きれいにしてよ  このトイレ

問

建
設
課
長

問

観
光
経
済
課
長

町
長

観
光
経
済
課
長

観
光
経
済
課
長

問問 観
光
経
済
課
長

地
権
者

と
の
協
議
が
必
要
だ
が
区

の
総
意
で
あ
れ
ば
考
え
た

い
。

観
光
経
済
課
長
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よ
り
利
便
性
の
高
い

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
ネ

ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
で
の
納

税
方
法
の
導
入
は
。

ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
で
は
既
に
納
税
可

能
で
あ
る
。
カ
ー
ド
決
済

導
入
は
費
用
対
効
果
が
見

込
め
る
か
情
勢
を
み
て
い

き
た
い
が
、
現
状
で
は
難

し
い
。 空

き
家
問
題
は
除
却

の
み
が
対
策
法
で
は
な
く
、

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
想

定
し
、
今
す
で
に
あ
る
住

宅
を
い
か
に
循
環
さ
せ
る

か
と
い
う
テ
ー
マ
で
も
論

じ
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

ど
こ
か

で
抑
制
、
ま
た
は
循
環
さ

せ
な
く
て
は
と
考
え
て
お

り
、
課
題
と
し
て
研
究
し

て
い
き
た
い
。

査
に
基
づ
く
判
断
で
あ
る
。

今
後
本
年
４
月
に
設
置
し

た
老
朽
危
険
建
物
対
策
検

討
委
員
会
に
お
い
て
最
終

的
な
判
定
を
行
う
。

西　 千 穂
総合戦略≦長期振興計画≦グランドデザイン
まちづくりの基軸は同じである

企画課長

地方創生総合戦略と長期振興計画、
グランドデザインの位置づけは

地
方
創
生
総
合
戦
略

を
、
各
自
治
体
は
今
年
度

中
に
示
す
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

「
自
然
と
文

化
が
奏
で
る
軽
井
沢
」
を

基
本
理
念
に
、
平
成
25
年

度
か
ら
10
年
間
の
長
期
振

興
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

ま
た
そ
の
数
値
目
標
も
既

に
５
年
間
の
前
期
基
本
計

画
に
お
い
て
示
し
て
い
る
。

長
期
振
興
計
画
等
を
踏
ま

え
た
形
で
の
総
合
戦
略
を

策
定
し
て
い
く
。

５
月
26
日
に
「
空
き

家
対
策
推
進
特
別
措
置
法
」

が
施
行
さ
れ
た
。
空
き
家

の
定
義
に
別
荘
や
賃
貸
に

お
け
る
空
物
件
も
含
ま
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
対
策

が
急
務
な
状
態
の
空
き
家

を
「
特
定
空
き
家
」
と
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
町

で
は
「
老
朽
危
険
建
物
対

問

策
検
討
委
員
会
」
が
そ
の

実
態
調
査
を
す
す
め
る
と

の
こ
と
だ
っ
た
が
、
把
握

軒
数
は
。

軒
数
は

32
軒
で
、
外
見
か
ら
の
調

問 企
画
課
長

地
方
創
生
総
合
戦
略
は

空
き
家
対
策
は

問

生
活
環
境
課
長

生
活
環
境
課
長

危険な廃屋

税
務
課
長

問
未
収
金
の収
納
努
力
は

「特定空き家」とは… 倒壊、保安上危険の恐れ、衛生上有害、管理がされず景観を損なっ
ていて周辺の生活環境の保全のために放置できない空き家のことです。

一口
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川島 さゆり

デジタル教科書とともに
デイジー教科書導入を

効果が見込める生徒がいるので導入する
教育次長

な
ど
の
検
討
結
果
を
受
け
、

次
の
教
科
書
改
訂
の
４
年

後
を
め
ど
に
全
児
童
生
徒

へ
の
配
布
を
検
討
し
た
い
。

以
前
デ
イ
ジ
ー
教
科

書
導
入
の
質
問
を
し
た
が
、

そ
の
後
発
達
障
が
い
児
の

把
握
や
効
果
検
証
は
。

直
接
保
護
者

に
意
見
は
聞
い
て
い
な
い

が
、
各
学
校
の
報
告
で
は

効
果
の
見
込
め
る
特
別
支

援
学
級
の
児
童
生
徒
が
い

る
。

デ
イ
ジ
ー
教
科
書
の

導
入
予
定
は
。タ

ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
納
品
後
、
教
職
員

を
交
え
必
要
な
教
科
書
選

定
や
使
用
方
法
に
つ
い
て

の
校
内
研
修
、
デ
イ
ジ
ー

教
科
書
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の

申
請
手
続
き
を
進
め
て
い

く
。

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
導

入
に
よ
る
効
果
は
。

通
常
の
教
科

書
と
の
併
用
で
、
子
ど
も

達
の
学
習
意
欲
や
興
味
関

心
を
高
め
、
わ
か
り
や
す

く
主
体
的
な
学
び
を
実
現

で
き
る
。

導
入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

各
学
校
に
１

台
あ
る
電
子
黒
板
と
、
各

教
室
に
設
置
し
て
あ
る
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
を
活
用
す

る
た
め
に
、
接
続
機
器
を

各
学
年
に
１
台
購
入
す
る
。

納
品
後
、
教
師
の
研
修
を

行
い
順
次
授
業
を
進
め
る
。

小
中
学
校
で
購
入
予

定
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
、

支
援
教
室
の
み
で
の
活
用

か
。

27
年
度
は
、

支
援
教
室
の
み
各
学
校
３

台
導
入
す
る
。
今
後
文
部

科
学
省
で
の
教
科
書
検
定

や
教
科
書
無
償
制
度
、
健

康
面
、
教
員
の
研
修
支
援

問問 教
育
次
長

問

楽しいデジタル授業

問

問

教
育
次
長

教
育
次
長

機
械
操
作
の
不
得
意

な
教
師
の
た
め
に
研
修
体

制
は
あ
る
か
。
ま
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）支
援

員
の
配
置
は
。県

総
合
教
育

セ
ン
タ
ー
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
修

が
27
年
度
80
講
座
以
上
あ

り
積
極
的
受
講
を
呼
び
か

け
る
。
教
育
事
務
所
か
ら

指
導
主
事
、
専
門
主
事
を

招
き
研
修
会
を
行
い
、
得

意
な
教
師
に
校
内
研
修
を

実
施
し
て
も
ら
う
。
支
援

員
は
考
え
て
い
な
い
。

教
育
次
長

教
育
次
長

問教
育
次
長

「デイジー教科書」とは… 通常の教科書の内容をパソコン・タブレット端末などを活用し
て音声や文字を映像で同時再生できるようにした教科書です。

一口
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軽
井
沢
を
は
じ
め
東

北
信
の
上
空
を
飛
ぶ
米
軍

機
の
飛
来
回
数
が
４
月
以

来
急
激
に
増
え
、
ご
う
音

被
害
、
墜
落
の
危
険
に
地

域
住
民
の
不
満
と
不
安
が

募
っ
て
い
る
。
町
と
し
て

も
実
態
把
握
と
と
も
に
県
、

国
に
対
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン

を
起
こ
す
べ
き
で
は
。

町
民
の

安
心
安
全
が
脅
か
さ
れ
る

よ
う
な
場
合
は
広
域
的
な

働
き
か
け
で
飛
行
中
止
の

要
請
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

商
店
版
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
の
そ
の
後
の
検
討
結

果
は
。

諸
問
題

が
出
て
き
て
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
研
究
し
て
い
る
。

う
と
い
う
も
の
で
戦
争
法

案
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
。

国
会
の
憲
法
審
査
会
に
呼

ば
れ
た
三
人
の
憲
法
学
者

が
口
を
そ
ろ
え
て
「
法
案

は
違
憲
」
と
指
摘
し
、
法

案
反
対
の
県
民
大
集
会
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
反
対
の

世
論
は
急
速
に
盛
り
上
が

っ
て
い
る
。
非
核
平
和
都

市
軽
井
沢
か
ら
「
憲
法
守

れ
」
の
発
信
を
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

国
会
で
の
審
議
を

注
視
し
た
い
の
で
、
現
状

で
は
そ
う
い
う
発
信
は
考

え
て
い
な
い
。

土 屋　 浄
来年度からの無料化を目指している
住民課長

「子どもの医療費無料化」
高校卒まで拡充を

戦争法案に反対して開かれた長野県民集会（６月７日 長野市）

今
国
会
で
集
団
的
自

衛
権
行
使
の
具
体
化
を
図

る
安
保
関
連
法
案
が
審
議

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

戦
争
で
き
る
国
を
つ
く
ろ

戦
争
法
案
に
対
す
る

見
解
は

問

ジ
ェ
ッ
ト
機
の
騒
音

対
策
は

問生
活
環
境
課
長

町
長

商
店
版
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
は

問観
光
経
済
課
長

３
月
会
議
で
は
子
ど

も
の
医
療
費
無
料
化
を
高

校
卒
ま
で
拡
充
す
る
こ
と

に
つ
い
て
の
検
討
を
約
束

し
た
が
、
そ
の
結
果
は
。

子
育
て
支
援

策
と
し
て
来
年
度
の
施
行

を
目
指
し
て
い
る
。

国
の
奨
学
金
は
貸
与

制
の
た
め
、
大
卒
か
ら
の

返
済
が
若
者
と
家
庭
を
苦

し
め
て
い
る
。
県
に
続
い

て
町
も
返
済
不
要
の
給
付

型
奨
学
金
制
度
を
創
設
す

る
よ
う
３
月
会
議
で
質
問

し
た
が
、
検
討
結
果
は
。

他
に
給
付
型

が
あ
る
の
で
、
実
施
の
優

先
度
は
低
い
と
考
え
る
。

問住
民
課
長

問教
育
次
長

給
付
型
奨
学
金
制
度

の
創
設
は
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利根川 泰三

自転車道・歩行者用
道路の管理は

町民の皆様のご協力を頂き管理していきたい
町 長

町
の
膨
大
な
数
の

道
路
施
設
を
管
理
す
る
に

は
、
町
民
を
は
じ
め
多
く

の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た

だ
か
な
け
れ
ば
で
き
な
い
。

平
成
26
年
の
「
広
報

か
る
い
ざ
わ
」
に
掲
載
さ

れ
た
、
国
道
18
号
バ
イ
パ

ス
自
転
車
専
用
道
の
有
効

利
用
の
検
討
と
は
。整

備
に

つ
い
て
は
ま
だ
実
施
方
針

が
固
ま
っ
て
い
な
い
。
方

向
付
け
に
つ
い
て
話
し
合

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

町
と
し
て
は
、

例
え
ば
湯
川
ふ
る
さ
と
公

園
を
経
由
し
て
旧
18
号
と

つ
な
げ
る
形
、
あ
る
い
は

新
設
さ
れ
る
『
発
地
市
庭
』

を
含
め
て
回
遊
で
き
る
よ

う
な
設
定
を
考
え
、
利
便

性
の
向
上
を
図
る
計
画
を

立
て
よ
う
と
い
う
話
に
な

っ
て
き
て
い
た
。
し
か
し
、

国
道
事
務
所
の
進
捗
状
況

が
ス
ト
ッ
プ
し
た
状
況
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、

現
状
で
は
ま
だ
方
向
づ
け

町
道
に
関
し
て
町
は

ど
の
よ
う
な
管
理
を
し
て

い
る
か
。

草
刈
り
は
、

年
に
２
回
７
月
と
９
月
に

実
施
。
落
ち
葉
の
処
理
は

草
刈
り
時
と
状
況
に
応
じ

て
夏
前
に
実
施
す
る
。

国
道
・
県
道
の
管
理

の
要
望
は
。

国
や
県
に
要

望
し
、
国
道
に
関
し
て
は

草
刈
を
７
月
と
９
月
の
２

回
、
県
道
に
つ
い
て
は
夏

前
に
１
回
実
施
す
る
。

自
転
車
通
学
の
中
学

生
に
対
す
る
危
険
や
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
む
観

光
客
に
、
観
光
地
と
し
て

の
対
策
は
し
て
い
る
か
。

車
道
に
関
し

て
は
年
４
回
の
道
路
清
掃

は
し
て
い
る
が
、
歩
道
に

関
し
て
は
な
か
な
か
厳
し

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

各
地
区
の
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。

問

生
活
環
境
課
長

問 建
設
課
長

企
画
課
長

歩きにくい歩道

建
設
課
長

問建
設
課
長

問

「アダプトプログラム（里親制度）」とは… まちづくりを協働推進するため、公共の道路、
公園などの清掃や除雪など、住民が里親になりボランティアで管理するものです。

一口
メモ

町
長

を
し
よ
う
と
い
う
形
ま
で

で
終
わ
っ
て
い
る
。
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一 般 質 問

一口
メモ

押 金 洋 仁
出産・子育て支援を引き続き進める
企画課長

若年層・子育て世代の
定住化を

若いファミリーがもっと住める町に

当
町
に
お
け
る
、
あ

る
べ
き
年
齢
別
人
口
構
成
、

い
わ
ゆ
る
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
を
ど
の
よ
う
に
描
い
て

い
る
か
。
軽
井
沢
に
と
っ

て
望
ま
し
い
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

の
形
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

０
歳
か
ら
14

歳
ま
で
の
年
少
人
口
が
２

３
０
０
人
、比
率
11
％
、15

歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
生
産

年
齢
人
口
は
１
万
１
９
０

０
人
、
比
率
を
56.

７
％
、

65
歳
以
上
の
人
口
に
つ
い

て
は
６
８
０
０
人
、
比
率

が
32.

３
％
と
設
定
し
て

い
る
。町

外
の
若
者
夫
婦
や

子
育
て
30
代
の
移
住
支
援

に
も
積
極
的
に
取
り
組
む

べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

「
小
１
の
壁
」

解
消
に
つ
な
が
る
放
課
後

子
ど
も
教
室
、
低
学
年
の

企
画
課
長

望
ま
し
い
人
口
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
の
か
た
ち
と
は

問

補
助
教
員
の
配
置
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
保

健
師
の
配
置
に
よ
る
出
産
、

育
児
へ
の
不
安
解
消
サ
ポ

ー
ト
等
を
通
し
て
若
い
世

代
の
移
住
を
支
援
し
て
い

る
。

な
ぜ
軽
井
沢
町
の

人
口
は
伸
び
て
き
た
の
か
。

そ
れ
は
自
然
保
護
対
策
要

綱
な
ど
で
建
物
の
高
さ
や

建
ぺ
い
率
を
規
制
す
る
な

ど
、
環
境
や
景
観
を
守
り

独
特
な
ま
ち
づ
く
り
を
し

て
き
た
成
果
で
は
な
い
か
。

た
だ
今
回
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
は
人
口
増
加
策
を

狙
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

む
し
ろ
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
と
し
て
人
口
減
少
社
会

に
も
対
応
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
そ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
人
口
減
少
に

対
し
て
手
を
こ
ま
ね
い
て

い
れ
ば
よ
い
、
と
言
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
が
軽

井
沢
が
全
国
的
な
人
口
減

少
問
題
の
流
れ
に
乗
っ
て

考
え
る
だ
け
の
町
で
は
な

い
こ
と
を
申
し
上
げ
た
い
。

問

町
長

問

旧
軽
井
沢
、
新
軽
井

沢
、
成
沢
、
離
山
な
ど
主

に
町
の
東
側
で
は
１
世
帯

当
た
り
の
居
住
者
数
は
平

均
２
人
未
満
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
高
齢
化

が
進
む
地
区
で
は
災
害
時

の
互
助
や
世
代
間
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
円
滑
に
す
る
役

割
と
し
て
、
若
年
層
の
定

住
化
が
必
要
で
は
。
町
営

住
宅
の
あ
っ
せ
ん
や
民
間

ア
パ
ー
ト
を
町
で
借
り
上

げ
る
な
ど
し
て
廉れ

ん
か価

で
子

育
て
世
代
に
貸
し
出
す
と

い
っ
た
方
策
も
あ
る
と
思

う
が
。

町
営
住
宅
の

入
居
資
格
に
つ
い
て
は
、

公
営
住
宅
法
に
規
定
さ
れ

て
お
り
、
入
居
資
格
の
条

件
、
子
ど
も
や
年
齢
基
準

の
整
備
は
今
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
な
い
。
ま
た
、
民

間
ア
パ
ー
ト
等
の
借
り
上

げ
に
つ
い
て
も
考
え
て
い

な
い
。

企
画
課
長

住
民
課
長

若
者
の
移
住
支
援
は

「小１の壁」とは… 主に共働き家庭において、子どもの小学校入学を機に仕事と育児の
両立が困難になることです。

一口
メモ
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「
子
ど
も
・
子
育
て
新

制
度
」
の
中
で
、
障
が
い

児
支
援
利
用
計
画
な
ど
の

作
成
は
考
え
て
い
る
か
。

25
年
度

か
ら
29
年
度
で
障
が
い
福

祉
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、

そ
の
中
に
障
が
い
児
支
援

を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

横須賀 桃子

継続的な「妊娠・出産・子育て」
支援のガイドブックを

ワークショップの子育て提案を反映して、
今年度中に作成する考えである

住民課長

一
般
的
な
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
で
は
「
妊
娠
し
た
ら
」

の
項
目
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
が
、
子
ど
も
の
成
長
は

生
ま
れ
る
前
か
ら
成
人
ま

で
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考

え
る
。
当
町
独
自
に
「
妊

娠
を
望
ん
だ
ら
」
を
最
初

の
項
目
に
追
加
し
て
は
ど

う
か
。

各
地
区

の
保
健
補
導
員
と
と
も
に

に
考
え
る
機
会
が
で
き
れ

ば
良
い
と
思
っ
て
い
る
。

４
月
か
ら
実
施
し
て

い
る
「
子
ど
も
・
子
育
て

新
制
度
」
の
新
し
い
事
業

と
は
。

保
育
料
は
据

え
置
き
の
ま
ま
標
準
保
育

時
間
を
11
時
間
と
し
、
８

時
間
保
育
料
の
料
金
は
引

き
下
げ
た
。ま
た
、第
３
子

以
降
の
保
育
料
を
月
額
限

度
６
０
０
０
円
と
し
、
２

分
の
１
の
補
助
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。

当
町
で
は
現
在
、
１

枚
の
プ
リ
ン
ト
で
子
育
て

支
援
事
業
を
載
せ
て
い
る

が
、
出
生
率
や
転
入
率
が

上
が
っ
た
先
進
地
で
は
、

カ
ラ
フ
ル
な
イ
ラ
ス
ト
と

分
か
り
や
す
い
説
明
を
載

せ
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
発

行
し
て
い
る
。
今
後
ど
の

よ
う
な
冊
子
の
作
成
を
考

え
て
い
る
の
か
。

他
の
自
治
体

を
参
考
に
子
育
て
情
報
の

冊
子
を
作
成
す
る
考
え
で

あ
る
。

問

保
健
福
祉
課
長

住
民
課
長

問

ふやそう　笑顔

問

障
が
い
児
の
子
育
て

支
援
の
中
で
、
医
療
相
談

や
子
育
て
相
談
の
充
実
は

た
い
へ
ん
重
要
で
あ
る
が
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
「
特

別
な
支
援
が
必
要
な
子
ど

も
の
た
め
に
」
の
項
目
を

考
え
て
い
る
の
か
。

特
別
な
支
援

が
必
要
な
子
ど
も
の
関
係

も
項
目
に
入
れ
る
考
え
で

あ
る
。

住
民
課
長

住
民
課
長

問

問

保
健
福
祉
課
長

先進地では … インターネット上で子育て支援専用ページを充実させ、様々な情報が
気軽に入手できます。

一口
メモ



― ―135

6第 107 号
平成 27 年 7月 20 日
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６月会議では、９人の議員が一般質問を行いました。
全質問、答弁は７ページから15ページです。

一般質問

横須賀 桃子 （７ページ）

●継続的な「妊娠・出産・子育て」支援の
ガイドブックを

押金  洋仁 （８ページ）

●若年層・子育て世代の定住化を

利根川 泰三 （９ページ）

●自転車道・歩行者用道路の管理は

土屋   浄 （10ページ）

●「子どもの医療費無料化」高校卒まで拡充を
●給付型奨学金制度の創設は
●戦争法案に対する見解は
●ジェット機の騒音対策は
●商店版リフォーム補助は

川島 さゆり （11ページ）

●デジタル教科書とともにデイジー教科書
導入を

西   千穂 （12ページ）

●地方創生総合戦略のビジョンは
●空き家対策は
●未収金の収納努力は

栁澤  信介 （13ページ）

●諏訪ノ森公園に新しいトイレを

市村   守 （14ページ）

●道路政策は

篠原  公子 （15ページ）

●児童館の一つを障がいのある子どもの支
援拠点に活用しては

町
へ
の
提
言
!!

＜１日目＞
６月９日

＜２日目＞
６月10日

「一般質問」とは… 本会議で議員が行う町政全般に関する質問や報告 ･提言を求める
ものです。当町の場合、一問一答で町側答弁も含め一人一時間以内となっています。
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その他の主な予算 金  額 財  源
青年就農給付金 ４５０万円 県

コミュニティ助成事業助成金（新軽 ･借宿区の自主防災組織） ２６０万円 他

外国人旅行者受け入れ環境整備事業（無線ＬＡＮ整備事業） ３００万円 県

中部小学校防球ネット ２５０万円 町

子育て支援センター改修工事 320万円

「マイナンバー制度」とは… 今年の 10月、国民一人一人に 12桁の番号のついた通
知カードが送付されます。平成 28年１月には、ICチップ付きの個人番号カードが交
付され「住所・氏名・性別・生年月日」がわかる身分証明として利用スタートします。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ
る
も
の
が
多
い
が
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
に
対
し
て
の
懸
念
は
な
い
の
か
。

国
で
も
最
善
を
尽
く
し
て
い
る
が
、
町
と
し
て
も

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
を
守
り
最
善
を
尽
く
す
。

本
件
は
、
本
会
議
に
て
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

《
反
対
意
見
》

年
金
機
構
の
問
題
も
あ
り
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が

心
配
で
あ
る
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

《
賛
成
意
見
》国

の
制
度
で
あ
り
、
カ
ー
ド
情
報
は
「
住

所
・
氏
名
・
性
別
・
生
年
月
日
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
心

配
な
い
と
考
え
賛
成
す
る
。

採
決
は
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

問答土
屋
浄

土
屋
好
生

追
分
宿
の
防
衛
の
た
め
に
街
道
を
鉤か

ぎ

の

手
に
曲
げ
た
場
所
に
あ
る
枡ま

す

形が
た

の
茶
屋

「
津
軽
屋
」。
こ
の
歴
史
的
に
貴
重
な
建
物

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
伴
い
町
で
は
そ
の
土
地
を
購

入
し
ま
す
。

建
物
内
部
の
調
査
は
し
た

の
か
。
ま
た
今
後
の
施
設
運
用

は
。

住
民
が
住
ん
で
い
た
の
で

ま
だ
内
部
は
調
査
し
て
い
な
い
。

今
後
に
つ
い
て
は
地
元
追
分
区

と
も
相
談
し
使
用
方
法
を
考
え

て
い
く
。

問答

1114万円

《
賛
成
意
見
》

《
反
対
意
見
》

一般会計補正予算
７４３８万円追加

マイナンバー
制度運用 689万円

補正
予算

総額145億1613万円に

今
年
４
月
、
中
軽
井
沢
南
児
童
館
は
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
今
後
は
乳
幼
児
が
対

象
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
廊
下
の
扉
や
あ
そ
び

の
広
場
の
飛
び
出
し
防
止
柵
な
ど
の
改
修
工

事
を
し
ま
す
。

以
前
児
童
館
だ
っ
た
の
で
、
底
冷

え
し
乳
幼
児
に
は
冬
は
寒
さ
が
こ
た
え

る
と
思
う
。
保
護
者
の
声
を
聞
い
て
床

暖
房
を
考
え
て
頂
き
た
い
が
。

天
井
シ
ー
リ
ン
グ
を
二
つ
設
置
す

る
予
定
な
の
で
様
子
を
見
る
が
、
床
暖

房
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て
参
り
た

い
。

枡
ます

形
がた

の茶屋「津軽屋」土地購入

一口
メモ

答 問
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平成28年春オープンをめざして南保育園近くで
農産物等直売施設の建設が始まりました。

9億5580万円
「軽井沢発地市庭」建設決まる!!

定
条例
制
例

制

5･6月
会議

国
の
地
方
創
生
先
行
型
の
事
業
で
、
二
次
避

難
所
の
中
学
校
・
西
部
小
学
校
・
東
部
小
学
校

の
三
カ
所
に
備
蓄
す
る
資
機
材
を
購
入
す
る
も

の
で
す
。

保
存
水
や
発
電
機
な
ど
の
各
学
校
へ

の
配
分
は
。

交
付
金
の
関
係
で
予
算
の
上
限
が
決

ま
っ
て
お
り
、
そ
の
範
囲
内
で
の
購
入
で

あ
り
、
三
カ
所
の
小
中
学
校
へ
配
分
す
る
。

災
害
時
の
暖
房
の
確
保
は
。

避
難
所
と
し
て
の
体
育
館
使
用
で
は

移
動
式
ス
ト
ー
ブ
を
各
10
台
ず
つ
配
置
し
、

寒
さ
対
策
を
す
る
。

決
契約
締
約

締循
環
バ
ス
の
乗
り
入
れ
は
。

全
て
の
コ
ー
ス
と
ま
で
は
い
か
な
い
が
検

討
す
る
。

レ
ス
ト
ラ
ン
部
分
を
浅
間
山
の
見
え
る
北

側
に
と
の
意
見
が
あ
っ
た
が
設
計
変
更
は
し
た

か
。

変
更
は
せ
ず
現
在
の
設
計
で
決
定
と
し
、

飲
食
は
イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー
ナ
ー
だ
け
で
な
く
外

で
も
可
能
と
す
る
。
　

問答問答

軽
井
沢
発
地
市
庭
で
は
、
地
元
で
収
穫
さ
れ

た
新
鮮
な
野
菜
の
直
売
、
農
業
振
興
、
加
工
施

設
の
併
設
に
よ
る
６
次
産
業
化
推
進
、
農
業
、

観
光
、
商
工
と
の
連
携
に
よ
る
農
作
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
は
じ
め
、
地
域
活
性
化
や
農
作
物
を

直
接
提
供
で
き
る
直
売
所
を
設
置
し
ま
す
。
町

内
の
素
材
、
食
文
化
を
最
大
限
に
活
用
し
た
飲

食
の
提
供
施
設
や
交
流
施
設
、
そ
ば
打
ち
体
験

を
メ
イ
ン
に
し
た
加
工
施
設
な
ど
で
す
。
公
の

施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
営
業
時
間
、
使
用
料
金

な
ど
の
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

年
末
年
始
に
休
業
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
。
ま
た
開
店
が
午
前
９
時
で
は
遅
い

の
で
は
な
い
か
。

公
の
施
設
と
い
う
こ
と
で
、
条
例
制

定
は
す
る
が
、
指
定
管
理
者
の
判
断
で
の

変
更
も
可
能
で
あ
る
。

問答

（
旧
）軽
井
沢
駅
舎
記
念
館
は
、
観
光
協
会
に

よ
る
運
営
で
し
た
が
、
観
光
振
興
セ
ン
タ
ー
へ

協
会
が
移
転
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
28
年
度

か
ら
「
さ
わ
や
か
ハ
ッ
ト
」
と
一
体
で
指
定
管

理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
条
例
改

正
で
す
。

カ
フ
ェ
な
ど
商
業
施
設
と
し
て
活
用

す
る
考
え
は
な
い
か
。

指
定
管
理
者
で
そ
う
い
っ
た
こ
と
も

検
討
し
て
も
ら
う
。

問

答決
契約
締
約

締問答問答

いちば

9億5580万円

発地の新名所に

発
地
市い

ち
ば庭

の
建
設

発
地
市い

ち
ば庭

の
条
例

駅
舎
記
念
館

災
害
時
の
そ
な
えいざという時のために

「指定管理者」とは… 地方公共団体が公の施設の管理運営を委託するために、期間を
定めて指定する民間団体のことです。

一口
メモ

正
条例
改
例
改
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平成27年 5月 1日「新体制スタート」

議会が新しくなりま
よろし

佐
藤  

敏
明

（
南
軽
井
沢
）

大
浦  

洋
介

（
中
軽
井
沢
）

土
屋
　
浄

（
借
宿
）

篠
原  

公
子

（
成
沢
）

内
堀  

次
雄

（
追
分
）

利
根
川 

泰
三

（
新
軽
井
沢
）

栁
澤  

信
介

（
旧
軽
井
沢
）

遠
山  

隆
雄

（
借
宿
）
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議  長

 内  堀  次  雄 

議
長
あ
い
さ
つ

ました。
くお願い致します。

軽
井
沢
町
議
会
は
「
町
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
」「
開
か

れ
た
議
会
」
を
目
指
し
て
議
会
改
革
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
一
定
の
改
革
は
進
ん
で
お
り
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
十
分
に
機
能
さ
せ
、
二

元
代
表
制
の
一
方
と
し
て
、
合
議
制
で
あ
る
か
ら
こ
そ
多
様

な
意
見
の
中
か
ら
合
意
を
得
て
い
く
と
い
う
利
点
を
生
か
し
、

町
当
局
と
対
峙
し
て
行
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
は
議
員
同
士
が
十
分
な
討
議
を
し
て
議
会
と
し
て
の
合

意
形
成
を
図
り
、「
政
策
立
案
で
き
る
議
会
」「
議
決
責
任
を

自
覚
し
、
説
明
責
任
を
果
た
せ
る
議
会
」
に
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

新
し
く
編
成
さ
れ
た
議
会
の
中
で
、
積
極
的
な
研
修
や
勉

強
会
を
開
催
し
て
政
策
立
案
能
力
を
高
め
、
町
民
の
皆
様
に

信
頼
さ
れ
る
議
会
づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

副議長

 市  村　　守 

横
須
賀 

桃
子

（
塩
沢
）

川
島 

さ
ゆ
り

（
古
宿
）

土
屋  

好
生

（
中
軽
井
沢
）

佐
藤  

幹
夫

（
旧
軽
井
沢
）

市
村

　
守

（
油
井
）

寺
田 

和
佳
子

（
古
宿
）

西
　
千
穂

（
中
軽
井
沢
）

押
金  

洋
仁

（
新
軽
井
沢
）
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長野県軽井沢町議会

議会だより

新体制スタート
「軽井沢発地市庭」建設決まる !!
一般質問  町への提言 !!
活かせるか（旧）軽井沢駅舎
世代を超えた交流を老人福祉センターで
請願･陳情･意見書・議決結果
中地区児童館をたずねて

会　議
5･6月
平成27年

20

18

6

4

17

16
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編
集
後
記

　

ありがとう！！ 児童館！！中軽井沢

藤の花の下で
みんなでお花見

夏祭り。すごく楽しかった

　　祭りでは、わたあめ・フランクフルトなどの食べ物
コーナーや、まとあて・たからつりなどの遊びコーナー
に大勢の皆さんが参加してくれました。

　　軽井沢南児童館での最
後のお楽しみ会ということで、
中部小学校の太鼓クラブと吹
奏楽部の皆さん、民生委員の
ウサギとカメの朗読劇、母親
クラブ役員のハンドベル演奏
などもありました。
最後は、サンタさんが登場し
て、プレゼントを届けてくれ
ました。

中

夏
　　　　　　　　　　おやつは、藤棚の下で
お花見をしながら食べました。

最後のお楽しみ会。
地域の方がサンタクロースに

幼児のつどい

　

３
月
議
会
は
町
の
骨
格
を
な

す
、
大
切
な
予
算
審
議
を
す
る

会
議
で
す
。

　

当
議
会
は
、
４
日
間
に
渡
り

集
中
的
に
、
各
課
係
長
以
上
の

出
席
を
求
め
、
細
部
に
わ
た
り

説
明
を
受
け
審
査
を
し
ま
し
た
。

議
会
は
責
任
を
も
っ
て
議
決
し

た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。

　

４
月
29
日
を
も
っ
て
現
議
員

の
任
期
が
満
了
と
な
り
ま
す
。

次
号
か
ら
は
、
新
し
い
委
員
に

よ
り
編
集
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
が
、
引
き
続
き
ご
愛
読
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（

荻
原
）

議　

長　
　

篠
原　

公
子

委
員
長　
　

荻
原　

宗
夫

副
委
員
長　
　

土
屋　

好
生

委　

員　
　

横
須
賀
桃
子

　
　
　
　
　

 

川
島
さ
ゆ
り

　
　
　
　
　

 　
　

佐
藤　

敏
明

　
　
　
　

 

大
林　

義
博

　中軽井沢区の農協通りにあった児童館が、中部小学校敷地内に移り中地区児童館となり、放課後子ども教室
も運営されます。旧中軽井沢南児童館は子育て支援センターとなります。両施設とも４月１日から利用してます。

南子育て
支援センターへ
リニューアル

最
後
に
感
謝
を
こ
め
て

ピ
カ
ピ
カ
に
お
掃
除
！
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決まりました
◎
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
新
幹
線
跨
線

橋
耐
震
補
強
工
事
委
託
に
関
す
る
第
２
回
変
更

協
定

・
２
週
間
の
工
期
短
縮
及
び
工
事
見
直
し
等
に

よ
り
５
７
１
万
４
０
０
０
円
の
減
額
で
す
。

◎
町
道
Ⅰｰ
37
号
線
道
路
用
地
取
得

１
億
35
万
４
０
０
０
円

・
町
道
借
宿
バ
イ
パ
ス
線
新
設
改
良
事
業
の
た

め
の
土
地
取
得
で
す
。

 

　

借
宿
バ
イ
パ
ス
の
土
地
取
得
は
終

了
し
た
の
か
。

 

　

残
り
の
用
地
に
お
い
て
は
、
交
渉

を
進
め
用
地
の
取
得
に
向
か
っ
て
い
る
。

　
◎
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

２
５
０
０
万
円
を
減
額
し
、

総
額
１
４
９
億
４
２
０
万
円

 

　

遊
休
農
地
草
刈
委
託
２
０
０
万
円

減
額
の
理
由
は
。

　

申
請
が
少
な
く
、
ま
た
予
定

よ
り
も
安
く
契
約
が
で
き
た
た
め
で
あ
る
。

 

　

農
業
委
員
会
と
の
連
携
を
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　

農
業
委
員
会
に
遊
休
農
地
の

草
刈
り
事
業
が
あ
る
こ
と
を
周
知
す
る
よ
う
伝

え
た
。　

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
減

額
理
由
は
。

　

25
年
度
の
対
象
数
値
か
ら
推
計
し

２
４
０
０
人
を
見
込
ん
だ
が
、
実
績
が
２
１
０

０
人
だ
っ
た
の
で
減
額
し
た
。

◎
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）

24
億
６
５
９
２
万
円
を
追
加
し
、

総
額
１
７
３
億
７
０
１
２
万
円

・
債
務
負
担
行
為
補
正
45
億
円
を
20
億
６
０
０

０
万
円
に
減
額
。

・
地
方
債
補
正
１
億
円
を
12
億
５
５
０
０
万
円

に
増
額

・
軽
井
沢
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
１
１
３
０
万
円

◎
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）、

24
億
４
０
１
３
万
円
を
減
額
し
総
額
を
１
４
４

億
３
９
８
７
万
円
と
す
る
。

・
国
の
補
助
金
が
26
年
度
中
に
交
付
さ
れ
る
た

め
の
減
額
で
す
。

補
正
予
算

（
主
な
も
の
）

子育て支援の充実を

変
更
協
定
の
締
結

土
地
の
取
得

観
光
経
済
課
長

内
堀
次
雄

観
光
経
済
課
長

市
村
守

荻
原
宗
夫

建
設
課
長

内
堀
次
雄

総
務
課
長

そ
こ
が
聞
き
た
い

そ
こ
が
聞
き
た
い

風
越
公
園
整
備
事
業
特
別
委
員
会
の
報
告
を

し
解
散
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆ 

４
月
第
１
回
会
議（   

　      

）

４
月
７
日
開
催

よりよい町よりよい町よりよい町

「
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
」
を
利
用
し
、
風

越
公
園
一
体
の
整
備
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

風
越
公
園
整
備
事
業
特
別
委
員
会
と
し
て
、
事

業
を
見
守
っ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
26
年
度
を
も

っ
て
事
業
が
完
了
し
た
の
で
、
現
地
視
察
を
行
い

報
告
書
を
提
出
し
、
解
散
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
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議
案
33
件
を
原
案
の
通
り
可
決
し
ま
し
た
。
発

委（
委
員
会
提
案
）４
件
を
可
決
、
人
事
案
件
１

件
を
同
意
し
、
報
告
２
件
を
受
け
ま
し
た
。

◆ 

３
月
定
例
会
議（   

　
　     

）

２
月
26
日
か
ら
３
月
17
日

ま
で
の
20
日
間
で
開
催

◎
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
に
係
る
利

用
者
負
担
額
を
定
め
る
条
例

　

　

保
育
料
と
延
長
の
説
明
を
。

　

保
育
料
を
引
き
下
げ
、
働
く
ご
家

庭
の
支
援
を
す
る
た
め
に
長
時
間
保
育
を
行
う
。

◎
風
致
地
区
内
に
お
け
る
建
築
等
の
規
制
に
関
す

る
条
例

　

建
築
が
し
づ
ら
い
地
域
の
見
直
し

は
。

　

今
回
の
制
定
は
、
県
条
例
か
ら
町

条
例
へ
の
変
更
で
あ
り
、
見
直
し
の
考
え
は
な

い
。

◎
教
育
委
員
会
教
育
長
の
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤

務
条
件
に
関
す
る
条
例

・
国
の
法
改
正
に
よ
り
、
教
育
委
員
長
と
教
育

議
　
案

（
主
な
も
の
）

そ
こ
が
聞
き
た
い

荻
原
宗
夫

住
民
課
長

そ
こ
が
聞
き
た
い

長
を
一
本
化
し
た
責
任
者
（
新
教
育
長
）
が

設
置
さ
れ
る
改
正
等
で
す
。

　
◎
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

・
昨
年
12
月
に
０.

２
７
％
増
額
し
た
給
与
が

４
月
よ
り
０.

３
２
％
減
額
さ
れ
る
改
正
で
す
。

　

◎
行
政
手
続
条
例

・
行
政
指
導
の
中
止
等
を
求
め
る
こ
と
及
び
処

分
等
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
改
正
で
す
。

　

自
然
保
護
対
策
要
綱
の
お
願
い
事

項
は
法
律
ま
た
は
条
例・法
令
に
当
て
は
ま
る
か
。

　

条
例
や
法
令
等
に
は
該
当
し
な
い

要
綱
で
あ
る
。

◎
福
祉
に
関
す
る
条
例

・
福
祉
医
療
支
給
対
象
者
の
障
が
い
者
18
歳
未

満
本
人
及
び
扶
養
義
務
者
等
の
所
得
制
限
を

設
け
な
い
改
正
で
す
。

◎
介
護
保
険
条
例

・
所
得
区
分
が
現
行
の
８
段
階
か
ら
10
段
階
へ

変
更
す
る
条
例
で
す
。

　

介
護
保
険
料
は
上
が
る
の
か
。

　

前
回
対
比
11.

６
％
増
で
５

０
０
円
上
が
る
。

◎
議
会
委
員
会
条
例

・
広
報
広
聴
常
任
委
員
を
２
人
増
員
す
る
改
正

で
す
。

◎
議
会
基
本
条
例

・
議
会
議
員
活
動
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、

議
員
報
酬
の
減
額
を
行
う
規
定
の
追
加
で
す
。

◎
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例

・
議
会
基
本
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
議
員

報
酬
等
の
減
額
規
定
の
追
加
で
す
。

佐
藤
敏
明

荻
原
宗
夫

大
林
義
博

保
健
福
祉
課
長

建
設
課
長

総
務
課
長

条
例
の
制
定

条
例
の
全
部
改
正

条
例
の
一
部
改
正

議
会
関
係
条
例
の
一
部
改
正

そ
こ
が
聞
き
た
い

そ
こ
が
聞
き
た
い

広聴部門の強化へ

町づくりのために町づくりのために町づくりのために
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所
得
の
多

い
人
の
保
育
料
は
も
っ
と

上
げ
て
も
い
い
の
で
は
な

い
か
。

今
後
考
え
た

い
。

介
護
保
険
料

の
引
き
上
げ
で
、
運
営
は

良
く
な
る
の
か
。

保
険
料

引
き
上
げ
は
、
現
状
を
維

持
し
て
い
く
た
め
の
も
の

で
あ
る
。

所
得
の
多

い
人
の
保
険
料
は
も
っ
と

上
げ
て
も
い
い
の
で
は
な

い
か
。

今
後
の

課
題
と
し
て
検
討
す
る
。

今
回
の
改
正
案

で
は
随
分
保
険
料
が
上
が

る
が
、
一
般
会
計
か
ら
繰

り
入
れ
は
で
き
な
い
の
か
。

主
導
で
や
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

指
定
管
理
者
だ
け

に
委
ね
る
の
で
は
な
く
、

相
互
に
ア
イ
デ
ア
を
持
ち

寄
っ
た
中
で
進
め
て
い
く

の
が
い
い
。
野
菜
だ
け
で

な
く
海
産
物
な
ど
も
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
当
委
員
会
で
は
、
条

例
の
制
定
１
件
、
条
例

の
一
部
改
正
３
件
、
条

例
の
廃
止
１
件
の
計
５

件
の
議
案
に
つ
い
て
審

査
を
行
い
、
い
ず
れ
の

議
案
も
原
案
可
決
と
の

報
告
を
致
し
ま
し
た
。

な
っ
て
い
る
の
か
。こ

れ
か

ら
公
募
す
る
。売

り
上
げ
予

定
額
等
を
示
し
た
企
画
書

が
な
い
た
め
、
農
業
関
係

者
を
は
じ
め
多
く
の
町
民

が
不
安
を
抱
い
て
い
る
が
。

販
売
単

価
等
に
つ
い
て
は
指
定
管

理
者
が
生
産
者
と
調
整
す

る
中
で
決
め
ら
れ
て
い
く
。

こ
れ
か
ら
ホ
テ
ル
宿
泊
者

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な

ど
を
行
う
中
で
企
画
書
等

を
作
成
し
て
い
く
。

指
定
管
理
者
に

任
せ
る
の
で
は
な
く
、
町

保
育
時
間
が

延
び
る
が
、
職
員
の
負
担

は
大
き
く
な
ら
な
い
か
。

職
員
を
補
充

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
。

西
保
育
園

の
園
児
は
増
え
て
い
る
が
、

現
行
の
職
員
で
対
応
で
き

て
い
る
の
か
。対

応
で
き
て

い
る
。

延
長
保
育
は
臨

時
保
育
士
を
充
て
る
の
か
。

シ
フ
ト
制
で

正
規
保
育
士
と
臨
時
保
育

士
を
充
て
る
。

仕
事
の
依
頼
が

あ
る
保
育
士
と
な
い
保
育

士
が
い
る
と
聞
く
が
。

登
録
保
育
士

の
希
望
時
間
等
を
考
慮
し

て
依
頼
し
て
い
る
。

常任委員会
社会

（
標
準
）保
育
時
間
の
変
更

基
金
の

積
み
立
て
か
ら
繰
り
入
れ

る
。
具
体
的
に
は
、
28
年

度
に
２
０
０
０
万
円
を
繰

り
入
れ
る
予
定
。

町
長
は
こ
れ

ま
で
通
年
営
業
す
る
と
言

っ
て
き
た
。
最
近
は
直
売

所
運
営
検
討
委
員
会
か
ら

の
報
告
も
途
絶
え
て
い
る

が
、
指
定
管
理
者
は
ど
う

委
員
会
で
の
主
な
審
査
内
容
（
質
疑
）

土
屋
春
男

住
民
課
長

川
島
さ
ゆ
り

住
民
課
長

住
民
課
長

住
民
課
長

土
屋
浄

土
屋
浄

栁
澤
講
次
郎

住
民
課
長

介
護
保
険
料
の
引
き
上
げ

土
屋
春
男

保
健
福
祉
課
長

栁
澤
講
次
郎

保
健
福
祉
課
長

土
屋
浄

保
健
福
祉
課
長

発
地
市
庭
の

通
年
営
業
は

土
屋
正
治

観
光
経
済
課
長

土
屋
春
男

そ
の
他（
委
員
か
ら
）

土
屋
浄

観
光
経
済
課
長

町
長

　

な
お
、
介
護
保
険
料

の
改
正
に
関
す
る
議
案

は
、
６
対
１
で
可
決
。

ばいち

「発地市庭」
通年営業目標に!

発地市庭のイメージ図
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電
機
、
充
電
器
等
で
の
対

応
を
考
え
て
い
る
。

で
き
る
よ
う
に
と
考
え
て

い
る
。

停
電
時
に
、

メ
ー
ル
配
信
が
で
き
な
か

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

教
訓
に
し
て

複
数
の
方
法
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

防
災
専
用
の

パ
ソ
コ
ン
を
導
入
し
、
発

行
政
手
続
き

の
違
反
を
し
た
り
、
発
見

し
た
場
合
の
申
し
出
等
に

つ
い
て
の
改
正
で
あ
る
が
、

町
民
に
も
わ
か
り
易
く
説

明
す
る
方
策
は
あ
る
の
か
。

第
３
者
か
ら

行
政
庁
と
事
業
者
の
間
で

行
っ
て
い
る
行
為
に
対
し

て
、
違
反
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
指
摘
さ
れ
た
場

合
に
は
、
行
政
が
調
査
を

し
て
、
法
令
等
に
基
づ
い

て
行
っ
て
い
る
こ
と
を
説

明
し
て
了
解
を
と
る
。
間

違
え
が
あ
れ
ば
是
正
を
求

め
る
と
い
う
も
の
で
、
誰

も
が
指
摘
で
き
る
。

町
道
借
宿
バ

イ
パ
ス
線
の
取
得
の
残
り

は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
。

２
件
で
あ
る
。

県
か
ら
町
へ
規

制
の
権
限
が
委
譲
さ
れ
、

事
務
量
が
増
え
る
が
、
メ

リ
ッ
ト
は
あ
る
か
。

自
然
保
護
対

策
要
綱
で
指
導
し
て
い
た

が
、
今
後
は
条
例
で
規
制

で
き
る
。

申
請
等
へ
の

回
答
が
早
く
な
る
の
か
。

許
可
は
多
少

ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。

教
育
委
員
長
と

教
育
長
が
一
本
化
さ
れ
る

が
、
体
制
は
ど
う
な
る
か
。

　

４
名
の
教
育

委
員
と
新
教
育
長
で
５
名

体
制
と
な
る
。

市
村
守

総
務
課
長

荻
原
宗
夫

荻
原
宗
夫

風
致
地
区
内
に
お
け

る
建
築
等
の
規
制

行
政
手
続
条
例

委
員
会
で
の
主
な
審
査
内
容
（
質
疑
）

常任委員会
総務

建
設
課
長

建
設
課
長

特
別
職
の
職
員
で

常
勤
の
者
等
の
給
与

市
村
守

教
育
次
長

発
地
市い

ち

庭ば

は
、
通
年
利
用
が
可
能

な
建
物
を
設
計
し
、
建
設

に
向
け
て
計
画
を
進
め
て

い
る
。
通
年
営
業
を
目
標

に
し
て
い
る
が
、
冬
場
の

状
況
も
分
か
ら
ず
管
理
者

が
初
め
て
運
営
を
行
う
た

め
、
必
ず
し
も
通
年
営
業

と
い
う
考
え
で
な
く
、
今

後
５
年
間
の
指
定
管
理
の

間
に
は
、
冬
期
の
営
業
が

観
光
経
済
課
長

建
設
課
長

内
堀
次
雄

消
防
課
長

企
画
課
長

そ
の
他（
行
政
側
か
ら
）

　
当
委
員
会
で
は
、
規

約
の
変
更
１
件
、
条
例

の
制
定
１
件
、
条
例
の

全
部
改
正
１
件
、
条
例

の
一
部
改
正
４
件
、
変

更
協
定
１
件
、
土
地
の

取
得
１
件
の
計
９
件
に

つ
い
て
審
査
を
行
い
、

い
ず
れ
の
議
案
も
原
案

可
決
と
の
報
告
を
致
し

ま
し
た
。

そ
の
他（
委
員
か
ら
）

内
堀
次
雄

教育行政は
どう変わるか

土
地
の
取
得
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別
職
報
酬
審
議
会
条
例
で

は
、
議
員
報
酬
等
の
改
定

に
つ
い
て
は
、
審
議
会
の

意
見
を
聞
く
事
と
規
定
さ

れ
て
お
り
、
現
在
の
社
会

情
勢
で
は
難
し
い
と
考
え

る
。

多
様
化
し
た
社
会
情

勢
や
自
主
防
災
組
織
を
立

ち
上
げ
そ
の
活
動
範
囲
は

広
が
る
一
方
で
あ
る
。
や

は
り
、
増
額
す
べ
き
と
思

う
が
。

近
隣
市
町
と

比
較
し
て
特
段
低
い
と
は

言
え
ず
、
当
面
は
現
在
の

ま
ま
と
考
え
て
い
る
。

課
長
の
持
っ
て
い
る

責
任
の
重
さ
は
計
り
知
れ

な
い
も
の
が
あ
る
。
人
事

院
勧
告
で
決
ま
る
事
は
承

知
し
て
い
る
が
改
善
を
望

む
。

職
員
の
モ
チ

荻 原 宗 夫

議員・区長・各種審議委員等の
報酬増額を

現段階で審議会を開催し報酬の増額は難しい
総務課長

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
が
懸

念
さ
れ
る
が
、
人
事
評
価

制
度
の
勤
務
成
績
を
給
与

等
に
反
映
す
る
こ
と
で
、

公
務
員
力
の
維
持
向
上
を

計
り
た
い
。

ア
リ
ー
ナ
で
の
ス
ポ

ー
ツ
は
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ

ー
・
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー

ト
・
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク

ス
ケ
ー
ト
等
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
競
技
が
リ
ン
ク
を

確
保
す
る
の
に
苦
労
し
て

い
る
。
第
２
ア
リ
ー
ナ
の

建
設
を
望
む
。現

在
の
状
況

下
で
は
難
し
い
。

軽
井
沢
中
学
校
の
改

築
で
、
今
の
財
政
状
況
は

承
知
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

大
型
事
業
終
了
後
に
考
え

て
は
。

財
源
の
め
ど

が
立
つ
時
期
が
き
た
ら
考

え
る
。

一般質問全項目掲載

あ
り
、
小
諸
市
の
10
％
減

ぐ
ら
い
で
あ
る
。
市
な
み

の
予
算
規
模
で
運
営
さ
れ

て
お
り
、
さ
ら
に
、
議
員

の
活
動
日
数
も
年
間
１
２

０
日
以
上
で
あ
る
。
若
手

の
議
員
の
出
や
す
い
環
境

の
た
め
に
も
、
増
額
を
考

え
る
時
期
か
と
思
う
が
。

議
員
の
報
酬

は
地
方
自
治
法
で
定
め
ら

れ
て
お
り
、
軽
井
沢
町
特

議
会
は
８
年
前
に
議

員
数
を
16
名
に
削
減
し
た
。

18
年
前
の
議
員
報
酬
の
総

額
は
、
１
億
４
７
０
万
円

で
あ
っ
た
が
現
在
７
０
４

０
万
円
で
そ
の
差
は
３
４

３
０
万
円
で
あ
る
。
こ
れ

は
議
会
自
ら
の
責
任
に
お

い
て
歳
出
削
減
を
し
て
き

た
結
果
で
あ
る
。ま
た
、一

般
会
計
予
算
に
し
て
も
東

御
市
、
千
曲
市
と
同
等
で

問

総
務
課
長

課
長
級
の
給
与
も

年
々
下
降
気
味
だ
が

議員に出やすい環境へ

区
長
・
審
議
会
等
委

員
の
報
酬
の
増
額
は

問

建
設
課
長

問

総
務
課
長

問

問

第
２
ア
リ
ー
ナ
の
建
設
を

建
設
課
長

総
務
課
長
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く
全
て
の
住
民
が
享
受
し

て
い
る
。
積
極
的
に
税
金

投
入
し
て
町
の
公
共
事
業

と
し
て
里
山
整
備
を
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

森
林
の

持
つ
多
面
的
な
機
能
の
中

で
、
利
用
す
る
森
、
保
全

す
る
森
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

箇
所
で
必
要
に
応
じ
て
整

備
を
し
て
い
く
。

自
然
と
ふ
れ
あ
う
環

境
づ
く
り
の
た
め
に
森
林

管
理
署
と
の
協
定
締
結
に

よ
る「
遊
々
の
森
」や「
ふ

れ
あ
い
の
森
」
と
し
て
整

備
す
る
考
え
は
な
い
か
。

国
設
軽

井
沢
野
鳥
の
森
、
軽
井
沢

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森

や
、
千
ケ
滝
せ
せ
ら
ぎ
の

道
、
信
濃
路
自
然
歩
道
等

の
よ
う
に
国
有
林
と
の
調

整
に
よ
り
森
林
、
高
原
の

自
然
環
境
を
一
体
的
に
整

備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

遊
々
の
森
に

つ
い
て
は
現
在
考
え
て
い

な
い
。

長
期
振
興
計
画
の
中

で
森
林
・
里
山
に
つ
い
て

適
正
な
環
境
保
持
と
森
の

恵
み
の
有
効
利
用
や
自
然

と
ふ
れ
あ
う
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
と
し
て
い
る
が
、

平
成
27
年
度
の
整
備
計
画

は
。
ま
た
、
平
成
23
年
策

定
の
森
林
整
備
計
画
に
基

づ
い
た
事
業
の
進
捗
状
況

は
。

森
林
税

を
活
用
し
た
森
林
づ
く
り

推
進
支
援
金
事
業
で
民
有

林
の
間
伐
を
中
心
と
し
て
、

約
23
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
整
備

を
予
定
し
て
い
る
。
間
伐

材
の
整
備
は
所
有
者
の
協

力
を
得
て
年
次
計
画
に
よ

り
事
業
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
登
山
道
整
備
や
森
林

と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
提

供
す
る
た
め
の
整
備
を
毎

年
実
施
し
て
い
る
ほ
か
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
団
体
の
森
林

整
備
事
業
に
協
力
を
し
て

い
る
。森

林
か
ら
の
恵
み
は

森
林
の
所
有
者
だ
け
で
な

薪
ス
ト
ー
ブ
よ
り
扱

い
の
楽
な
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト

ー
ブ
の
普
及
に
積
極
的
に

努
め
、
ペ
レ
ッ
ト
を
安
価

で
提
供
す
る
た
め
小
規
模

ペ
レ
ッ
ト
工
場
の
検
討
を

し
た
ら
ど
う
か
。

現
在
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
購
入
補

助
を
交
付
し
て
い
る
が
、

今
後
も
民
間
業
者
と
も
情

報
交
換
を
し
な
が
ら
普
及

推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

小
規
模
ペ
レ
ッ
ト
工
場
に

つ
い
て
は
広
域
的
な
観
点

か
ら
の
研
究
が
必
要
と
考

え
る
。

内 堀 次 雄
森林の持つ多面的な機能をそれぞれの箇所で
必要に応じて整備していく

町 長

森林・里山の整備は町の公共
事業として積極的に出来ないか

一般質問全項目掲載

問問 観
光
経
済
課
長

問観
光
経
済
課
長

観
光
経
済
課
長

問

手入れの行き届いた里山

教
育
次
長

観
光
経
済
課
長
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「
温
泉
施
設
・
町
内
循

環
バ
ス
利
用
券
」
の
利
用

率
は
77
％
と
い
う
こ
と
だ

が
、
利
用
率
を
一
層
高
め

る
た
め
に
も
、
プ
ー
ル
を

始
め
様
々
な
健
康
増
進
機

器
を
備
え
る
ス
カ
ッ
プ
軽

井
沢
で
も
利
用
で
き
る
よ

う
に
し
て
は
ど
う
か
。

ス
カ
ッ

プ
軽
井
沢
を
始
め
、
風
越

公
園
内
の
各
施
設
に
限
っ

て
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

順
次
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

病
院
事
業
の
優
先
課

題
と
し
て
、
病
院
医
師
の

確
保
は
ど
の
程
度
の
優
先

順
位
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

最
重
要
の

課
題
と
考
え
て
い
る
。

過
日
病
院
側
か
ら

「
医
師
の
確
保
は
町
内
の

子
ど
も
の
中
か
ら
先
行
確

保
す
る
の
が
現
実
的
で
望

ま
し
い
。
議
会
も
尽
力
し

て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
が

保
健
福
祉
課
長

大 浦 洋 介

「温泉施設等利用券」
スカップ軽井沢での利用を

スカップ軽井沢等風越公園内の各施設に限っ
て利用できるよう順次拡大を図っていく

保健福祉課長

あ
っ
た
。
医
師
の
確
保
を

目
的
と
し
た
奨
学
金
制
度

を
創
設
で
き
な
い
か
。

病
院
事
業

で
は
、
財
政
的
に
奨
学
金

を
出
し
て
医
師
を
確
保
す

る
こ
と
は
難
し
い
。

問問

一般質問全項目掲載

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

の
認
識
は
あ
る
か
。

27
年
度
か

ら
正
職
員
を
１
名
増
や
し

て
２
名
体
制
と
す
る
。
車

両
に
つ
い
て
も
１
台
増
や

し
て
今
以
上
の
運
営
体
制

を
整
え
て
い
く
。

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
は
、
規
模
が
大
き
い

ほ
ど
収
支
の
状
況
が
良
い

と
の
調
査
報
告
が
あ
る
。

今
の
オ
ン
コ
ー
ル
体
制
を

改
善
す
る
上
で
も
、
規
模

を
拡
大
・
拡
充
し
て
い
く

考
え
は
あ
る
か
。今

後
利
用

患
者
が
増
え
た
場
合
、
そ

の
よ
う
な
体
制
を
整
え
て

い
く
。

病
院
医
師
等
の
安
定

的
な
確
保
策
を

問病
院
事
務
長

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョン

の
改
善
・
拡
充
を

病
院
事
務
長

問

病
院
事
務
長

問

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
看
護
師
は
１
年
３

６
５
日
、
そ
れ
も
24
時
間

体
制
の
過
酷
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
職
務
を
遂
行
し
て

い
る
。
改
善
を
図
っ
て
い

利用拡大が望まれるスカップ軽井沢

病
院
事
務
長

※
オ
ン
コ
ー
ル
体
制
と
は

医
師
を
は
じ
め
、
医
療
従

事
者
が
患
者
の
急
変
時
や
、

救
急
搬
送
時
に
勤
務
時
間

外
で
も
呼
ば
れ
れ
ば
い
つ

で
も
対
応
で
き
る
よ
う
に

待
機
し
て
い
る
こ
と
。

※
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ア
団
体
へ
と
つ
な
げ
る
。

小
・
中
学
生
を
含
め

て
、
今
年
度
は
何
人
か
ら

問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
か
。

具
体
的
な
件

数
は
把
握
し
て
い
な
い
。

身
近
で
は
な
い
か
ら

こ
そ
紹
介
し
て
い
く
事
が

大
切
で
あ
り
、
環
境
づ
く

町
長
は
子
ど
も
達
に

必
要
な
教
育
は
知
識
だ
け

で
な
く
自
分
で
考
え
る
力

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
踏
み
込
ん
だ
検
討
や

施
策
が
必
要
で
あ
る
と
言

っ
て
い
る
。
私
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
こ
そ
が
そ

の
答
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

魅
力
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

一
人
で
も
仲

間
と
で
も
参
加
で
き
る
活

動
で
あ
り
、
人
の
た
め
に

活
動
す
る
と
喜
ん
で
く
れ

る
人
が
い
る
こ
と
を
体
験

を
通
し
て
理
解
で
き
る
こ

と
に
あ
る
。

子
ど
も
達
が
参
加
で

き
る
活
動
は
。小

・
中
学
校

で
は
大
槌
町
へ
の
支
援
や

軽
井
沢
ふ
れ
あ
い
祭
り
・

大
槌
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
の

手
伝
い
な
ど
が
あ
る
。

学
校
活
動
以
外
で
も

「
ぷ
れ
ジ
ョ
ブ
」
と
い
っ

た
支
援
の
必
要
な
子
ど
も

達
と
地
域
住
民
が
連
携
し

て
行
う
す
ば
ら
し
い
活
動

な
ど
も
あ
る
が
、
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
事
か
ら

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す

る
意
識
調
査
が
必
要
で
あ

る
と
思
う
が
実
施
し
て
い

る
か
。

行
っ
て
い
な

い
。

総
合
の
時
間
を
利
用

し
て
学
校
活
動
以
外
に
実

施
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
紹
介
し
て
は
。

積
極
的
に
総

合
学
習
で
取
り
上
げ
る
試

み
は
、
今
後
学
校
と
協
議

し
て
進
め
た
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
興
味
を
持
っ
た
時
の
窓

口
は
。

学
級
担
任
が

窓
口
に
な
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

り
を
町
独
自
で
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
。

行
政
や
教
育
委
員

会
が
で
き
る
範
囲
で
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

信
州
型
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
の
軽

井
沢
版
の
中
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
も
取
り
組
み

た
い
。

横須賀 桃子
行政や教育委員会ができる範囲で
進めていきたい

問

問

教
育
次
長

問 問

問 問

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
大
き
な
教
育
効
果
を

子ども達がボランティア活動
できる環境づくりを

一般質問全項目掲載

教
育
次
長

問

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育
長

町
長

養護ホームでお話ボランティアをする子ども達

町 長
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町
民
へ
の
周
知
、
特

に
高
齢
者
へ
の
電
話
相
談

窓
口
や
出
前
講
座
の
考
え

は
。

広
報
紙
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
周
知
す

る
。
各
種
団
体
と
協
議
を

重
ね
機
会
が
あ
れ
ば
出
向

い
て
周
知
す
る
。

川島 さゆり

誰もが安心できる
マイナンバー制度に

総務課中心に各課で相談体制をとる
総務課長

地
方
創
生
人
材
支
援

制
度
の
活
用
の
考
え
は
。

支
援
窓
口
で

あ
る
地
方
創
生
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
の
専
任
希
望
は
提

出
し
た
。

消
費
喚
起
効
果
の
高

い
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
の
考
え
は
。

町
商
工

会
で
町
内
経
済
活
性
化
の

た
め
に
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
を
発
行
す
る
。
１

０
０
０
円
の
商
品
券
12
枚

１
万
２
０
０
０
円
分
を
１

万
円
で
販
売
す
る
。

一般質問全項目掲載

今
年
度
個
人

番
号
に
関
す
る
研
修
を
多

く
の
職
員
が
受
講
し
、
知

識
の
習
得
、
意
識
レ
ベ
ル

の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

罰
則
は
、
原
則
個
人
情
報

保
護
法
の
適
用
だ
が
、
番

号
法
は
、
よ
り
厳
し
く
法

定
刑
も
重
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

と
は
。

税
と
社
会
保

障
に
関
す
る
事
務
処
理
の

効
率
化
と
、
よ
り
良
い
住

民
サ
ー
ビ
ス
提
供
。
本
人

確
認
の
た
め
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ

プ
付
き
個
人
番
号
カ
ー
ド

で
全
国
民
が
身
分
証
明
と

し
て
使
え
る
。

導
入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

平
成
27
年
10

月
に
番
号
付
番
が
開
始
さ

れ
通
知
カ
ー
ド
の
送
付
、

平
成
28
年
１
月
に
個
人
番

号
カ
ー
ド
の
交
付
、
平
成

29
年
１
月
に
国
と
の
情
報

連
携
が
開
始
さ
れ
、
７
月

地
方
公
共
団
体
の
情
報
連

携
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

企
業
・
行
政
の
情
報

漏
洩
や
流
出
が
心
配
さ
れ

る
が
、
職
員
研
修
の
実
施
、

悪
用
や
不
正
利
用
等
の
罰

則
は
。

問総
務
課
長

問総
務
課
長

問

総
務
課
長

問

企
画
課
長

問

総
務
課
長

地
方
版
総
合
戦
略
策
定
は

問企
画
課
長

問観
光
経
済
課
長

早くコンビニ交付ができれば

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票

や
所
得
証
明
等
、
証
明
書

類
発
行
を
可
能
に
し
た
住

民
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
な
い

か
。

国
の
補
助
要

綱
が
変
更
さ
れ
た
た
め
今

は
検
討
段
階
で
あ
る
。
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土 屋　 浄
調査研究をしたい
教育次長

返済不要の奨学金制度の
創設はできないか

一般質問全項目掲載

給付制奨学金でこの子らにのびのびと学ばせたい

大
学
進
学
者
へ
の
奨

学
金
、
そ
れ
も
返
済
不
要

の
給
付
型
の
制
度
を
創
設

し
て
は
ど
う
か
。
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
経
済
的

理
由
で
進
学
を
あ
き
ら
め

る
例
、
奨
学
金
が
返
済
で

き
な
い
で
困
っ
て
い
る
ケ

ー
ス
が
増
え
て
い
る
。
国

の
奨
学
金
は
貸
与
型
だ
が
、

こ
れ
を
取
り
扱
う
日
本
学

生
支
援
機
構
は
返
済
を
求

め
て
毎
年
６
０
０
０
件
も

の
裁
判
を
起
こ
し
て
い
る
。

県
は
全
国
に
先
駆
け
て
給

付
制
の
奨
学
金
制
度
を
創

設
し
た
。
町
も
考
え
ら
れ

な
い
か
。

事
業
の
妥
当

性
も
含
め
調
査
研
究
を
し

た
い
。共

産
党
が
実
施
し
た

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
（
集
約

中
）
で
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
で
暮
ら
し
向
き
が
「
悪

教
育
次
長

独
自
で
返
済
不
要
の

奨
学
金
制
度
の
創
設
は

問家
計
を
温
め
る
施
策
こ
そ

く
な
っ
た
」
と
の
回
答
が

８
割
を
こ
え
て
い
る
。
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
の
よ

う
な
家
計
を
温
め
る
施
策

が
さ
ら
に
必
要
と
考
え
る

が
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は

確
実
に
地
方
を
潤
す
と
考

え
る
。
観
光
に
よ
る
外
貨

獲
得
と
内
需
拡
大
を
進
め

て
い
き
た
い
。

医
療
費
の
無
料
化
を

高
校
卒
ま
で
拡
充
す
る
点

で
財
政
豊
か
な
軽
井
沢
町

が
遅
れ
を
と
っ
て
い
て
は

い
け
な
い
。
現
行
の
中
学

卒
ま
で
か
ら
高
校
卒
ま
で

に
拡
充
す
る
考
え
は
。

県
内
全
23
町

の
う
ち
18
歳
到
達
後
３
月

31
日
ま
で
無
料
と
し
て
い

る
の
は
13
町
、
中
学
卒
業

ま
で
と
し
て
い
る
の
は
当

町
含
め
９
町
あ
る
。
町
は

子
育
て
支
援
策
と
し
て
本

件
も
含
め
検
討
し
て
い
る
。

問

住
民
課
長

町
長医

療
費
無
料
化
を

高
校
卒
ま
で
拡
充
を

問
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直
売
所
を
拠
点
と
す
る
考

え
は
。

発
地
市い

ち

庭ば

と
風
越

公
園
施
設
の
相
互
利
用
や
、

周
辺
の
農
業
関
連
施
設
で

の
体
験
、
見
学
な
ど
新
た

な
観
光
コ
ー
ス
を
構
築
し
、

観
光
振
興
、
農
業
と
商
工

業
の
連
携
を
深
め
て
い
き

た
い
。観

光
経
済
課
の
体
制

の
見
直
し
は
。

観
光
と
農
業
の
連

携
を
図
る
た
め
、
観
光
経

済
課
と
し
て
事
業
を
実
施

し
て
き
た
。
観
光
振
興
セ

ン
タ
ー
と
発
地
市
庭
の
運

営
等
の
進
捗
状
況
を
見
な

が
ら
慎
重
に
研
究
し
検
討

を
重
ね
た
い
。

こ
ぶ
し
教
育
で
、
特

別
支
援
学
校
に
在
籍
す
る

児
童
生
徒
に
対
し
て
の
係

わ
り
は
。副

学
籍
要
綱
に
よ

り
、
運
動
会
や
文
化
祭
、

水
泳
授
業
等
で
、
交
流
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
共

問

今
後
４
年
間
の
財
政

計
画
は
。適

切
な
事
業
選
択

と
計
画
的
な
基
金
積
立
に

よ
り
、
基
金
総
額
を
平
成

30
年
度
に
は
40
億
円
程
度

を
維
持
で
き
る
よ
う
努
め

た
い
。
起
債
は
、
発
行
額

等
の
抑
制
に
努
め
、
現
在

約
97
億
円
が
４
年
後
に
は

75
億
円
ほ
ど
と
な
る
。

老
朽
危
険
建
物
対
策

は
。

老
朽
危
険
建
物
対

策
要
綱
を
４
月
１
日
付
け

で
施
行
し
対
応
す
る
。

軽
井
沢
町
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
構
想
を
具
現
化

す
る
た
め
の
事
業
は
。

住
民
と
町
の
パ
イ

プ
役
に
も
な
り
え
る
、
22

世
紀
風
土
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

立
ち
上
げ
、
組
織
や
運
営

方
法
な
ど
を
検
討
す
る
。

観
光
の
振
興
、
農
業

と
商
工
業
と
の
連
携
を
図

る
方
策
と
し
て
、
農
産
物

問

町長２期目の財政計画は

行政改革により健全な財政運営を目指す

に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
体

制
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　

一
時
保
育
で
、
当
日

の
申
込
み
や
、
短
時
間
の

あ
ず
か
り
は
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
保
育
士
不
足
の
解

消
策
は
。

町
長

可
能
な
限
り
努
力

し
て
い
る
。
保
育
士
不
足

解
消
の
た
め
、
職
員
定
数

の
増
員
、
賃
金
の
増
額
、

大
学
訪
問
等
も
実
施
し
て

い
る
。
補
助
員
の
設
置
等
、

新
た
な
方
策
も
研
究
し
た

い
。

町
長

問町
長

問

町
長

問町
長

問町
長

問

町
長

期待される子育て支援

町 長

代表質問全項目掲載
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も
取
り
組
ん
で
い
く
。

雇
用
を
増
や
す
町
の

産
業
政
策
は
。

観
光
業
を
主
体
と

し
て
商
工
業
の
振
興
、
直

売
所
、
６
次
産
業
、
会
議

都
市
の
推
進
、
リ
ゾ
ー
ト

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
の
支
援
を

し
て
い
く
。

軽井沢町の可能性を最大限に引き出して行く
町 長

２期目の藤巻町政の
取り組みは

町
の
望
ま
し
い
人
口

は
。

人
口
推
計
で
は
平

成
34
年
に
２
万
１
０
０
０

人
と
し
て
い
る
。
現
時
点

で
は
、
こ
の
人
口
数
が
適

代表質問全項目掲載

「
浅
間
高
原
の
町
・
軽

井
沢
」
と
言
わ
れ
て
き
た
。

浅
間
山
あ
る
い
は
浅
間
高

原
の
ま
ち
・
軽
井
沢
を
強

調
し
売
り
出
す
べ
き
と
思

う
が
。

浅
間
山
は
、
町
の

象
徴
と
し
て
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
類
で
紹
介
し
て
い
る
。

登
山
者
へ
の
対
策
は
。

現
在
は
、
火
口
か

ら
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内

は
登
れ
な
い
。
噴
火
警
戒

レ
ベ
ル
３
ま
で
は
、
登
山

者
の
防
災
対
策
は
確
立
し

て
い
る
。

町
に
お
け
る
浅
間
山
と
は

問町
長

問町
長

住
民
の
考
え
や
意
見

を
反
映
し
や
す
く
す
る
た

め
に
、
早
め
の
説
明
は
。

条
例
は
、
様
々
な

過
程
を
経
て
提
案
さ
れ
る
。

提
案
前
に
タ
イ
ミ
ン
グ
を

み
て
全
員
協
議
会
で
意
見

を
聞
き
た
い
。

議
案
に
な
る
前
に

議
会
へ
の
説
明
を

問町
長

当
と
考
え
て
い
る
。

地
域
間
競
争
に
打
ち

勝
つ
に
は
。

豊
か
な
自
然
と
良

質
な
別
荘
文
化
を
守
り
、

健
康
で
安
心
し
て
生
活
が

で
き
る
町
づ
く
り
を
目
指

す
こ
と
で
あ
る
。

子
ど
も
の
歓
声
が
聞

こ
え
る
町
は
。

出
産
・
子
育
て
支

援
は
、
こ
れ
か
ら
も
進
め

て
い
く
。
多
世
代
同
居
に

地
域
創
生
の
取
り
組
み
は

問町
長

問

町
長

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

に
は
、
軽
井
沢
の
風
土
が

大
事
で
あ
る
と
し
て
い
る

が
、
風
土
と
は
。

地
域
の
自
然
環
境

な
ど
に
住
む
人
の
暮
ら
し

や
、
思
い
が
歴
史
に
加
わ

り
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。

望
ま
し
い
軽
井
沢
の

実
現
は
。

　

22
世
紀
風
土
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
中
で
研
究
し
、

未
来
に
向
か
っ
て
住
民
と

行
政
が
総
が
か
り
で
町
を

造
っ
て
い
く
。

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の

最
終
報
告

問町
長

問町
長

問

問 町
長

町
長代

表
質
問
と
は

議
会
内
で
、
所
属
す
る
政
党
や
同
じ
主
義
・
主
張
を
持
っ
た
３
人
以
上
が
交
渉
会
派
を
組
み

そ
の
会
派
の
代
表
が
３
月
の
定
例
会
で
町
長
の
施
政
方
針
等
に
対
す
る
質
問
を
行
う
こ
と
。

画：イマイ　カツミ

　

政
府
は
、
人
口
減
少

や
超
高
齢
化
の
課
題
に

対
し
、
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
に
ま
ち

・
ひ
と
・
仕
事
づ
く
り

の
地
方
創
生
に
取
り
組

む
よ
う
地
方
自
治
体
に

求
め
て
い
る
。

軽井沢町グランドデザイン
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有
効
期
間
は
。写

真
入
り
で

身
分
証
明
に
も
な
る
も
の

で
20
歳
以
上
が
10
年
、
20

歳
未
満
は
５
年
で
あ
る
。

ら
普
通
財
産
に
か
え
、
売

却
を
考
え
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
が
導
入
さ
れ
る

が
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

騰
し
た
。
27
年
度
は
時
間

帯
の
設
定
、
バ
ス
停
の
位

置
等
、
利
便
性
の
向
上
に

努
め
た
い
。グ

リ
ー
ン
ベ
ル

ト
設
置
の
距
離
は
。0.9

ｍ
幅

で
１
５
０
０
ｍ
を
予
定
し

て
い
る
。

町
内
循
環
バ

ス
運
行
の
予
算
が
26
年
度

と
全
く
同
じ
だ
が
利
用
者

も
増
え
て
い
る
と
思
う
が

増
便
は
。

利
用
者

は
、
多
少
増
え
て
い
る
が

比
例
し
て
燃
料
費
等
が
高

カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
設
置
を
10
基
と
あ
る
が

足
り
る
の
か
。

要
望
と

合
わ
せ
危
険
個
所
に
設
置

し
て
い
る
。
年
間
10
基
程

度
の
新
設
で
足
り
て
い
る
。

壊
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は

修
繕
費
で
対
応
し
て
い
る
。

老
朽
危
険
建

物
審
査
委
員
会
が
立
ち
上

が
る
が
メ
ン
バ
ー
構
成
と

委
員
会
の
開
催
日
数
は
。

建
築
士
、

警
察
、
消
防
、
区
関
係
者

な
ど
10
名
以
内
を
予
定
し

て
い
る
。
開
催
日
数
に
つ

◎
健
康
を
守
る特

定
健
診

の
目
標
値
は
。27

年
度
の
計

画
数
は
２
７
１
４
人
で
、

目
標
率
は
50
％
を
目
指
す
。

後
期
高
齢
者
保

健
事
業
で
の
人
間
ド
ッ
ク

補
助
内
容
は
。１

泊
が
２
万

円
で
15
人
分
、
日
帰
り
が

１
万
円
で
10
名
分
を
見
込

ん
で
い
る
。

中
部
小
の

学
童
保
育
施
設
解
体
後
の

活
用
方
法
は
。行

政
財
産
か

特
定
健
診
受
診
を

栁
澤
講
次
郎

住
民
課
長

　
多
く
の
意
見
や
質
問

が
あ
り
ま
し
た
が
、
紙

面
の
都
合
上
、
要
約
し

て
載
せ
て
あ
り
ま
す
。

川
島
さ
ゆ
り

住
民
課
長

川
島
さ
ゆ
り

財
政
課
長

住
民
課
長

市
村
守

家
族
介
護
慰

労
金
の
支
給
を
受
け
る
に

は
、
申
請
が
必
要
か
。

要
介
護

４
・
５
の
認
定
者
で
介
護

サ
ー
ビ
ス
等
を
利
用
し
て

い
な
い
方
の
家
族
か
ら
申

請
が
必
要
と
な
る
が
、
該

当
者
が
い
な
い
。

家
族
介
護
の
負
担
軽
減
を

保
健
福
祉
課
長

い
て
は
未
定
で
あ
る
。

５
年
間
で
の

ぼ
り
旗
ゼ
ロ
を
目
指
す
と

い
う
が
、
も
っ
と
厳
し
く

条
例
等
を
つ
く
れ
な
い
か
。

研
究
は

し
て
い
る
が
、
条
例
に
よ

る
拘
束
だ
け
で
は
難
し
い

と
考
え
る
。
自
然
保
護
対

策
要
綱
に
沿
っ
て
対
応
す

る
。

内
堀
次
雄住

み
や
す
い
町
づ
く
り
を

内
堀
次
雄

内
堀
次
雄

市
村
守

佐
藤
敏
明

生
活
環
境
課
長

生
活
環
境
課
長

生
活
環
境
課
長

佐
藤
敏
明

生
活
環
境
課
長

生
活
環
境
課
長

住 
民 
課

保
健
福
祉
課

生
活
環
境
課

早期発見は人間ドックで

より安全のために
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学
校
保
健

事
業
委
託
に
先
生
方
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は
。
ま
た

相
談
件
数
は
。心

の
教
室
相

談
員
が
、
受
付
相
談
に
応

じ
て
い
る
。
相
談
件
数
は
、

把
握
し
て
い
な
い
。

低
学
年
補
助

教
員
と
は
。

平
成
27
年
度

か
ら
の
新
規
事
業
で
、
特

別
支
援
教
室
へ
入
れ
な
い

あ
り
、
難
し
い
。

ス
イ
ス
公
使

館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
専

門
家
が
必
要
と
考
え
る
が
、

め
ど
は
た
っ
て
い
る
の
か
。

深
山
荘
の
活

用
方
法
を
探
る
べ
く
、
筑

波
大
学
の
先
生
や
関
係
者

に
検
討
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

旧
三
笠
ホ
テ

ル
耐
震
診
断
事
業
の
計
画

は
。

26
年
度
・
27

年
度
文
化
庁
の
補
助
を
受

け
、
国
の
重
要
文
化
財
で

あ
る
旧
三
笠
ホ
テ
ル
の
耐

震
診
断
を
行
う
も
の
で
、

専
門
の
業
者
に
委
託
し
て

事
業
を
行
っ
て
い
る
。

植
物
園
の
借
地

は
ど
こ
か
ら
借
り
て
い
る

の
か
。ま
た
、買
い
上
げ
は
。

塩
沢
区
よ
り

借
り
て
お
り
、
買
い
上
げ

は
し
な
い
。

生
徒
で
普
通
教
室
で
学
ん

で
い
る
お
子
さ
ん
の
支
援

の
た
め
に
配
置
す
る
。

中
部
小
学

校
の
吹
奏
楽
部
は
、
全
国

大
会
に
行
く
な
ど
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
し
て
お
り
練
習
熱

心
で
楽
器
も
痛
ん
で
き
て

い
る
。
楽
器
購
入
補
助
は
。

各
学
校
で
計

画
的
に
教
材
備
品
の
中
で

購
入
し
て
い
る
。

特
別
支
援
教

室
へ
配
置
さ
れ
る
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

は
全
員
が
持
て
る
の
か
。

教
科
書
改
訂

に
伴
い
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

を
購
入
す
る
。
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
は
各
校
３
台
購
入

す
る
。

◎
図
書
館
・
文
化
施
設

中
軽
井
沢
図

書
館
は
火
曜
日
が
休
館
日

だ
が
、
休
館
日
を
な
く
す

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

人
員
配
置
も

町
税
の
コ

ン
ビ
ニ
収
納
の
見
込
み
件

数
は
。

４
万
８
０
０

０
件
を
見
込
ん
で
い
る
。

納
税
し
や
す
い
シ
ス
テ
ム
に

住
民
の
健
康
維
持
の
た
め
に

人
間
ド
ッ
ク
は

１
日
に
何
人
が
利
用
可
能

か
。

現
在
、
１

泊
の
利
用
可
能
人
数
は
４

人
だ
が
27
年
度
は
５
名
を

予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

土
屋
好
生

袖
山
卓
也

市
村
守

日
帰
り
ド
ッ
ク
に
お
い
て

も
増
や
す
予
定
で
あ
る
。

人
工
透
析
は

収
入
に
も
つ
な
が
る
の
で
、

増
設
を
考
え
て
は
。

設
計
上
は

増
設
も
可
能
だ
が
、
ス
タ

ッ
フ
の
対
応
が
難
し
い
。

取
り
換
え
が

必
要
な
石
綿
を
使
っ
た
給

水
管
の
残
り
は
。

残
り
が

２
０
１
２
ｍ
あ
り
、
27
年

度
に
下
水
道
工
事
に
合
わ

せ
１
５
５
ｍ
取
り
換
え
る

予
定
で
あ
る
。

美
味
し
い
水
の
提
供
を

◎
学
校
関
係「

特
色
あ
る
学

校
づ
く
り
交
付
金
」
の
各

学
校
で
の
取
り
組
み
は
。

各
学
校
に
10

万
円
ず
つ
交
付
金
を
出
し

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
音
楽

会
・
講
演
会
な
ど
の
特
色

の
あ
る
取
り
組
み
を
し
て

い
る
。

楽
し
い
学
校
生
活
へ

佐
藤
幹
夫

教
育
次
長

袖
山
卓
也

佐
藤
敏
明

川
島
さ
ゆ
り

横
須
賀
桃
子

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育
次
長

佐
藤
敏
明

上
下
水
道
課
長

市
村
守

病
院
事
務
長

病
院
事
務
長

佐
藤
敏
明

川
島
さ
ゆ
り

税
務
課
長

教
育
委
員
会

上
下
水
道
課

軽
井
沢
病
院

税 

務 

課

全国レベルの中部小吹奏楽部

篠
原
公
子
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ス
リ
ッ
プ
し
て
い
る
の
を

見
か
け
る
が
。

今
後
は

雪
か
き
も
す
る
よ
う
指
示

し
た
い
。

指
定
管
理
に

興
味
を
持
っ
て
い
る
商
工

会
員
も
い
る
の
で
浸
透
を

図
っ
て
ほ
し
い
。

商
工
会

に
は
、
多
く
係
わ
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た

い
。　

◎
遊
休
農
地
対
策

遊
休
農
地
草

刈
委
託
の
場
所
と
面
積
は
、

ど
の
よ
う
に
計
画
し
て
い

る
か
。

農
振
農

用
地
内
の
20
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
農
業
委
員
の
協
力
を
得

て
、
ひ
ど
い
場
所
を
実
施

す
る
。

◎
鳥
獣
関
係鳥

獣
報
告
会

が
あ
る
が
、
予
算
審
査
の

前
に
行
え
な
い
か
。次

回
良

く
検
討
す
る
。

◎
公
衆
ト
イ
レ　
　

積
雪
時
に
公

衆
ト
イ
レ
駐
車
場
で
車
が

し
た
ら
ど
う
か
。

今
後
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
入
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
考
え
、
農
家

の
方
が
広
く
参
加
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
。

ホ
テ
ル
や
レ

ス
ト
ラ
ン
の
野
菜
販
売
予

約
は
受
け
付
け
る
の
か
。

ま
た
、
建
築
資
材
に
は

ラ
ン
ク
が
あ
る
が
精
査
し

た
の
か
。

町
内
宿

泊
施
設
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
、
検
討
す
る
。

建
築
資
材
は
、
業
者
を
交

え
て
精
査
し
て
い
る
。

建
設
資
金
の
回

収
を
考
え
て
い
る
か
。
ま

た
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

の
利
用
方
法
は
。

黒
字
経

営
に
な
る
よ
う
経
営
努
力

を
し
て
も
ら
う
。
イ
ベ
ン

ト
ス
ペ
ー
ス
は
、
食
の
祭

典
や
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等

を
行
っ
て
い
く
。

観
光
経
済
課
長

荻
原
宗
夫

◎
発
地
市い
ち

庭ば

建
設

11
億
円
も
か

け
て
う
ま
く
い
か
な
け
れ

ば
失
政
も
考
え
ら
れ
る
。

借
宿
公
民
館
で
の
説
明
会

後
の
対
応
は
。

色
々
な

意
見
、
ご
指
摘
を
検
証
し

な
が
ら
今
後
進
め
て
い
く
。

施
設
の
役
割
も
十
分
認
識

し
て
対
応
し
た
い
。

指
定
管
理
公

募
は
、
全
国
で
成
功
し
て

い
る
事
業
者
に
も
参
加
を

勧
誘
し
て
は
。

公
募
は
、

全
国
的
で
は
収
拾
が
つ
か

な
い
の
で
、
町
内
事
業
所

と
考
え
る
。

７
割
を
超
え

る
兼
業
農
家
が
、
夢
を
も

っ
て
栽
培
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
作
る
た
め
に
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
指
導
を
依
頼

夢
ふ
く
ら
ま
そ
う
発
地
市い

ち

庭ば

内
堀
次
雄

観
光
経
済
課
長

観
光
経
済
課
長

土
屋
正
治

観
光
経
済
課
長

内
堀
次
雄

観
光
経
済
課
長

観
光
経
済
課
長

土
屋
浄

土
屋
好
生

観
光
経
済
課
長

観
光
経
済
課
長

佐
藤
敏
明

観
光
経
済
課
長

◎
住
宅
安
全
対
策

土
砂
災
害
防

止
法
関
係
と
思
う
が
、
移

転
の
補
助
は
何
件
考
え
て

い
る
か
。

１
件
で
あ
る
。

移
転
事
業
補

助
の
内
容
は
。３

つ
の
分
類

が
あ
り
、
危
険
住
宅
の
除

却
費
（
撤
去
費
）
で
限
度

額
80
万
２
千
円
、
移
転
費

で
建
築
費
の
利
子
補
給
と

し
て
限
度
額
３
１
９
万
円
、

土
地
購
入
費
の
利
子
補
給

と
し
て
限
度
額
96
万
円
で

あ
る
。

住
宅
耐
震
診

断
を
受
け
る
人
は
少
な
い

と
思
う
が
何
件
分
か
。
ま

た
、
耐
震
補
強
工
事
委
託

料
は
。

住
宅
耐
震
診

断
は
15
棟
予
定
し
、
耐
震

補
強
工
事
補
助
は
１
棟
60

万
円
を
予
定
し
て
い
る
。

◎
公
園
施
設
維
持
管
理

夏
の
観
光

客
が
来
る
前
に
草
刈
り
を

で
き
な
い
か
。要

望
に
応
え

て
夏
前
に
し
た
い
が
、
今

の
予
算
だ
と
回
数
が
で
き

な
い
の
で
、
来
年
度
予
算

に
つ
い
て
課
内
で
検
討
し

て
い
く
。

県
の
土
砂
災
害
防
止
法
指
定

荻
原
宗
夫

佐
藤
敏
明

建
設
課
長

袖
山
卓
也

建
設
課
長

川
島
さ
ゆ
り

建
設
課
長

建
設
課
長

荻
原
宗
夫

土
屋
正
治

観
光
経
済
課

建 

設 

課

ウィスラー市長ご夫妻来軽
（左 ウィスラー市長　平成 25年 8月）
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町
側
か
ら
平
成
27
年
度
予
算
案
の
詳
細
説
明
を
受
け
、

全
議
員
で
審
査
し
ま
し
た
。

◎
ス
ポ
ー
ツ
関
係

体
育
協
会
補

助
の
減
額
理
由
は
。

教
育
委
員
会

か
ら
総
務
課
へ
所
管
替
え

と
な
り
、
昨
年
度
の
決
算

等
を
勘
案
し
、
減
額
と
し

た
。

各
種
大
会
に

出
る
前
の
練
習
な
ど
で
か

か
る
家
庭
の
負
担
が
大
き

い
の
で
、
激
励
金
で
は
な

く
補
助
金
を
考
え
て
は
。

今
後
考
え
た

い
。

◎
国
際
交
流研

修
旅
費
等

の
説
明
を
。

ウ
ィ
ス
ラ
ー

市
制
40
周
年
に
町
長
夫
妻

・
議
長
夫
妻
が
表
敬
訪
問

す
る
経
費
で
あ
る
。

ウ
ィ
ス
ラ
ー

に
出
か
け
る
前
に
町
民
に

広
報
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

事
前
に
広
報

等
で
詳
細
を
知
ら
せ
る
。

◎
さ
わ
や
か
軽
井
沢
交
流
会

屋
外
で
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
、
も
う

少
し
考
え
ら
れ
な
い
か
。

お
子
さ
ん
が

多
く
見
え
る
こ
と
を
想
定

し
た
が
、
悪
天
候
の
た
め

少
な
か
っ
た
の
で
27
年
度

は
検
討
し
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
が
教
育
委
員

会
か
ら
総
務
課
へ
所
管
替
え

総 

務 

課

佐
藤
幹
夫

総
務
課
長

佐
藤
敏
明

荻
原
宗
夫

佐
藤
敏
明

土
屋
春
男

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
が
10
月
に
交
付
さ

れ
る
が
、
手
続
き
は
間
に

合
う
か
。

10
月
に
国
よ

り
通
知
が
あ
り
、
全
町
民

に
案
内
通
知
が
届
き
、
１

月
よ
り
、
案
内
通
知
と
写

真
を
持
参
し
、
窓
口
で
番

号
カ
ー
ド
が
付
与
さ
れ
る
。

◎
Ｉ
Ｔ
機
器
購
入

広
域
共
同
で

Ｉ
Ｔ
機
器
を
購
入
し
て
は
。

７
年
前
か
ら

検
討
し
て
い
る
が
、
ま
だ

課
題
が
多
い
た
め
実
現
で

き
な
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
向
け
て

袖
山
卓
也

企
画
課
長

土
屋
好
生

企
画
課
長

企 
画 
課

予
算
常
任
委
員
会

４
日
間
の
集
中
審
査

平成 27 年度  一般会計予算の内訳

依存
財源

19.7
%

自主
財源

80.3
%

歳 出
168億
5,000万円

歳 入
168億
8,000万円

歳 出
168億
5,000万円

歳 出
168億
8,000万円

歳 入
168億
8,000万円

歳 入
168億
8,000万円

町税
8４億8,830万円

50.3％

民生費
28億7,575万円

17.0％

土木費
17億3,837万円
10.3％

総務費
25億9,422万円

15.4％

農林水産業費
14億654万円  8.3％

教育費
56億3,516万円

33.4％

労働費他 5,380万円 0.3％

繰越金・その他収入
8億5,906万円　5.1％

議会費 1億6,395万円 1.0％

消防費 3億1,358万円 1.9％

衛生費
11億606万円 6.5％

商工費
４億9,383万円 2.9％

公債費（借金返済）
4億9,874万円 3.0％

国庫支出金
9億6,918万円 5.7％　

財産収入・
繰入金・寄附金
　　　42億394万円
　　　　　　　24.9％

町債

14億5,000 円
8.6％

（町の借金）

地方譲与税･交付金
５億3,230万円 3.2％

県支出金
3億7,722万円 2.2％
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アイスアリーナ 総合体育館

スカップ軽井沢 テニスコート

人工芝コートが 14面あり、各種大会にも利用され
ています。今後テニスブームの再来が期待されます。
平成26年度利用者 24,691人   前年対比 101.26％

通年利用できるプールとトレーニングルームを併設した施設
で、トレーニングルームは朝夕行列ができる人気スポットです。
平成26年度利用者 プール 40,848人  トレーニングルーム20,536人

バレーボールの等国際規格の大会も開催が可能。災害時
には避難所として利用でき、備蓄庫も完備しています。

平成26年７月オープン　利用者 62,905人

通年営業となり、アイスホッケー・フィギュ
アスケート等非常に高い稼働率です。
平成26年度利用者 58,668人   前年対比 106.14％

活かそう これらの

3 第 106 号　平成 27 年 4月 20 日
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風越公園
スポーツエリア

グラウンド

スケートリンク カーリングホール

　

こ
の
春
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
人
工
芝
化
完
成
で
、
一
連
の
風

越
公
園
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
を
終
え
ま
し
た
。
こ
の
公
園
の
役
割
は
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
教
育
促
進
と
町
民
の
体
力
維
持
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ（
マ
イ
ス
）に
あ
り
ま
す
。
整
備
以
来
、
総
合
体
育
館
や
ス
カ
ッ
プ
等
、

大
変
に
多
く
の
皆
様
に
利
用
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
使
い

や
す
い
施
設
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
や
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
練
習
会
場
と
し
て
も
利
用
い
た
だ
く
べ
く
働

き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

町  

長 

　
藤   

巻  

　
進
　

＊
ス
ポ
ー
ツ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
＝
（
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
集
客
）

皆
様
の
ご
利
用
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

ナショナルトレーニングセンター競技別強化拠点施設に
指定されました。海外からの合宿にも利用されています。
平成26年度利用者 37,752人   前年対比 117.97％

ジャパンカップも開催され、年々利用者も増
えています。
平成26年度利用者 14,660人   前年対比 117.33％

人工芝化され、リニューアルオープン。早速、
フットサル大会が30チーム（中部圏）参加で
開催されました。

の施設 !!

2第 106 号　平成 27 年 4月 20 日

※
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平成27年 3・4月会議

議会だより
長野県軽井沢町議会

軽井沢町青少年柔道大会未来のオリンピック選手を目指して

2-3p

16-17p

完成した風越公園
スポーツエリア

委員会報告

平成 27年度予算審査 4-7p

8-15p代表・一般質問

No.106
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